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　　　序話　異い空くう監かん獄ごくの怪かい人じん







　そこは檻おりだ。




　ゆうに二十畳じようはありそうな洋室。ホテルのスウィートルームを思わせるその部屋は、人が生活するにあたって不自由しない物が揃そろえられていた。

　豪ごう奢しやな装そう飾しよくを施ほどこされたアンティーク家具。天てん蓋がい付つきの大きなベッド。部屋の隅すみに置かれた蓄音機レコードプレーヤーが緩やかに音おん盤ばんを回し、安らかなクラシック音楽を流している。

　少し古い印いん象しようはあるが、その内ない装そうを見れば誰だれもが『豪ごう華かな部屋』と答えるような一室。

「──やはり何もないな」

　そんな中、少女が部屋の中央に置かれたテーブルに着き、淹いれたての紅こう茶ちやを飲んでいた。

　外見は十代後こう半はん。身に纏まとっている黒のドレスのせいで多少大人おとなっぽくも見える。

　よく手入れされた青い長ちよう髪はつに、眠たげに細められたサファイアブルーの瞳ひとみ。印象として『青さ』を纏う少女は、ため息を漏もらしながらティーカップをテーブルに置いた。

「もう慣れきってしまったが……さすがにうんざりしてきた。刺し激げきが足りない。私としてはもっとこう、酒場のような賑にぎやかな場所にしてほしかったとつくづく思うのだが。どう思う？」

　問いかけのような言葉。

　しかし部屋に青い少女以外の人ひと影かげはない。

　彼女はただ、誰かと会話するかのように独り言を漏もらしている。

「退たい屈くつだな。気が狂いそうなほど退屈だ」
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　傍はた目めからすると、少女が豪ごう奢しやな自室でティータイムを楽しんでいるようにしか見えない。

　それでもそこは、確かに檻おりだった。

　何な故ぜならこの部屋には──外がい界かいに通じる手しゆ段だんが一いつ切さいない。

　外の情報を得るためのテレビやラジオはおろか、窓やドアすら見当たらない。『外側』をすべて遮しや断だんされ、『内側』しか存在しない空間。

　その部屋を眠たげな半はん目めで見渡し、青い少女は再びため息を吐ついた。

「やはり何もないな……退屈だ」

　ここは檻だ。

　少女を閉じ込めておくための異常な空間、異常な監かん獄ごく。

　長い間ここに収しゆう監かんされている彼女は、遠い昔の記き憶おくに思いを馳はせるように天てん井じようを仰あおぎ、

「今日きようは何の用だ？」

　誰だれもいない空間に呼びかけた時、それは起きた。

　本当に唐とう突とつな変化だった。




　今まで何もなかった壁に、一いつ瞬しゆんで扉とびらが現れた。




　それは部屋の内ない装そうに似に合あった物ではなく、鈍にび色いろをした鉄製だった。重苦しさと冷たさすらある扉には小さな窓がついており、鉄てつ格ごう子しがはめられている。

「──イェル・フルモワセ。誰と話していた？」

　鉄格子の向こう側から、重く響ひびく男の声がした。

　少女が唐とう突とつに現れた扉に視線を向ける。

　鉄格子越ごしにこちらを覗のぞいているのは、フードを被かぶった男だった。声で性別は判はん別べつできるが容よう姿しまではわからない。

「誰とも話してない。ここは退たい屈くつだからな、すっかり独ひとり言ごとが板についてしまった……というか、それくらいしかやることがない」

「……」

「お前だってわかっているだろう。何なん度ど同じ質問をすれば気がすむんだ」

「ただの確かく認にんだ。脱だつ獄ごくの手引きを外部に要よう請せいしている危険がある」

「アルカトラズから脱獄できるわけないのは、看かん守しゆであるお前が一番よく知っているだろう」

　慣れきったように会話する青い少女とフードの男。

　鉄格子越しに交わされる言葉はお互いに感情がない。少女は眠たげに、男は事務的に、ただ淡たん々たんと同じような会話を繰り返す。

　代わり映ばえのないやり取りに青い少女が、退屈を紛まぎらわすように嘆たん息そくする。

　が、

「それで今日きようは何の用だ。いつもと同じ見回りか？　なら少し話し相手になってく──」

「イェル・フルモワセ。お前の模も範はん的な収しゆう監かん態度から、異い空くう監かん獄ごくアルカトラズの条約に基づき仮かり釈しやく放ほうの機き会かいが与えられる」

「────」

　代わり映えのない会話に変化が訪れた。

「仮釈放の機を得たいのならば、私と『司し法ほう契けい約やく』を交わせ」

　フードの男が重々しく告げた内容に、青い少女は目を見開く。

「……それは」

「外へ出るチャンスだ」

　多少の混乱を滲にじませる少女に、男はフードの中から事務的な説明を口にした。

「……外へ出る、チャンス」

　青い少女が譫うわ言ごとのように繰り返す。

　この何もない檻おりから。

　途と方ほうもない孤こ独どくと発はつ狂きようしそうな退たい屈くつしかないこの監かん獄ごくから、脱せられる。

　脱して、外に出て『彼』と……、

　あの赤橙色の髪をした少年と、再会できる千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンス。

　今度こそ。

（今度こそあいつを……私の手で──）

「答えを聞こう」

　フードの男が淡たん々たんと、重く低い声で確かく認にんしてくる。

　答えなど、最初から決まっていた。













　　　一話　春スキーと怪かい人じん討とう伐ばつ







　正義の味み方かた育成機き関かんで名高い白はく陽よう花か学園は、ほとんどの授業が生徒の自主性を重んじた選択履り修しゆう制せいだ。

　大学に近しいこの授業体たい系けいは白陽花の特とく殊しゆな授業『人助け』に重きを置いたからだそうだ。

　外部からの『人助け』の要よう請せいは時間も場所もバラバラだ。だからこそ、いつでもその要請に応こたえられる生徒がいるように、学園側では時間割わりを定めないらしい。

「それじゃあ授業を終わります」

　場所は『二年数学』に割り当てられた教室。

　教きよう壇だんに立っている中年教きよう師しが俺おれ達たちに向けてそう告げると、号ごう令れいもなく退室していった。

　午前中最さい後ごのコマを終えて、室内はすっかり昼休みの雰ふん囲い気きだ。生徒達は休み時間をどう使うか話し合いながら、和わ気き藹あい々あいと教室から出て行く。

　と、そんな中。

「橙とう也やは必ひつ殺さつ技わざのネーミングセンスが悪すぎよ！」

　俺おれの隣となりに座っていた少女──一いちノの院いん凛り奈なが突とつ然ぜん立ち上がり、脈みやく絡らくもなく切りだしてきた。

　黒い髪かみ留どめでその金きん髪ぱつを飾っている。ＤＨ学科のブレザー制服の上に豪ごう奢しやなマントを羽は織おっており、意味もなくバサァとはためかせていた。

「……どうしていきなりディスられたの俺？」
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　とりあえず疑問を投げかけてみる。

　これでも長い付き合いだ。凛奈の唐とう突とつな話題振ふりには慣れっこである。

　悪の秘ひ密みつ結けつ社しやゼロウ・ファミリー。

　その総そう帥すいが凛奈で構こう成せい員いんの怪かい人じんが俺、という関係である。

　現在はちょっとした理由で結社を一時凍とう結けつし、敵てき地ちである白はく陽よう花かなんかに通っちゃいるが、世せ間けん的に見れば俺達は立派なお尋たずね者なのだ。

　で、そんなお尋ね者のボスである少女はむぅと唇くちびるを尖とがらせ、

「だって丸焼きアッパーよ？　消し炭ずみアイアンクローよ？　燃え尽きろキックよ!?　もう少し名付けようがあるでしょう!?」

「例えば？」

「例えば……ほら！　もっと格かつ好こいい名前がいいわよ！　『天てん蓋がい滅めつ焼しよう拳けん』とか『ディアボロスクロー』とか『炎えん髄ずい斬ぎり』とか！」

「あれ？　俺自身のことだからよくわかんねえけど、五ご十じつ歩ぽ百歩ぽのような……？」

　そこで凛り奈なが一冊さつの雑ざつ誌しを手にしていることに気付く。

　……まさかとは思うが。

「凛奈。ちょいその雑誌見せてくれ」

「あっ、だ、ダメよ！　読んじゃダメ！」

　俺おれがその雑誌を引ったくると凛奈が焦あせった様よう子すで取り返してこようとする。それに構わず俺はタイトルに目を落とす。

『週しゆう刊かんウィズ・ジャスティス』

　それは流行に疎うとい俺ですら知っている雑誌名だった。

　要はプロレス雑誌やプロ野や球きゆう雑誌の正義の味み方かた版ばんで、ティーン誌なのに正義の味方を目め指ざす大人おとなから子供まで広く親しまれている物だと記き憶おくしている。

「ちょ、ちょっと橙とう也や！　返して！　返してったら！」

「お前が珍めずらしく授業聞かずに読んでたからな。どうせこれに何か書いてあったんだろ」

　雑誌を取り返さんとする凛奈の手をヒョイヒョイかわしながら、ページを捲めくる。

　そこに堂々と書かれた巻かん頭とう特集はこうだ。




『ゴールデンウィーク直ちよく前ぜん特集・オリジナル魔ま導どう名めいの真しん価か！』

　今いま時どき魔導を汎はん用よう性名めい称しようで呼ぶのなんか古い古い！

　今回は魔導名を付ける時のアイディアの出し方と一部例、さらにアイテムにオリジナル魔導の真ま名なを組み込む簡単な改造法ほうを収しゆう録ろく！

　さあ、今日きようから君もオリジナリティ溢あふれる魔導名で周囲と差を付けよう！

　※魔導学的な推すい計けいによると、唯ゆい一いつ無む二にの真名を付けることで導どう式しき構成は強固となり、現実の誘ゆう導どう能のう率りつが一・三倍になります。




「……お前、こんなの信じたのか？　これ『効果には個人差があります』って書いてある通つう販はん商品並みの胡う散さん臭くささだぞ？」

「ち、違うわよ？　そんなそんな、だってねえ？　本当に違うのよ？」

　雑誌から顔を上げると、凛奈が気まずそうな苦にが笑わらいを浮かべていた。

　こいつ……旧きゆう式しき魔導にも新しん式しき魔導にも精せい通つうしている天才のクセに、雑誌に書いてあることなんか鵜う吞のみにすんなっつーの。

「つーか前々から思ってたけど、お前が正義の味方用の週刊誌なんか愛あい読どくするなよ」

「何でよ。わたしだからこそじゃない。味方する相手のことはしっかり勉強しておかなきゃならないでしょ？」

　自じ称しよう正義の味方の味方は俺から雑誌を奪うばい返すと、つーんとそっぽを向いた。

『橙也』

　と、その時。俺おれ達たちの下へ歩み寄ってくる銀ぎん髪ぱつの女子がいた。

　華きや奢しやな両手に黒いグローブ型のアイテムを着けた白はく陽よう花か学園が誇る優ゆう等とう生せい、冬ふゆ咲さき姫き紗さ希きだ。

「何？」

『ちょっと橙とう也やに話があるんだけど』

　氷こおり系けいの魔ま導どうを得意とする他、喋る時ですら口が動かないというのが彼女の特とく徴ちようで、いまだにその声がどこから出ている物なのか俺おれにはわからない。

　そんな彼女はやはり文字どおり無表情のまま、

『橙也の必ひつ殺さつ技わざのネーミングセンスは悪すぎると思うの』

「えっ、お前も!?」

　姫紗希も週しゆう刊かんウィズ・ジャスティスの愛読者だったのか!?

　よく見ると、グローブで覆おおわれた彼女の手には、凛り奈なのと同じ雑誌が握られている。

「そうよね。やっぱり橙也はネーミングセンスが酷ひどいわよね」

『うん。凛奈もそう思うんだ』

「ちょっとちょっと、変なとこで意い気き投とう合ごうしないでくんない？」

　何でお前らは『この前出た季節限げん定ていスイーツが美お味いしいよね』みたいな女子ノリでトークしてんだよ。

「ねえねえ、橙也くーん」

「おい鳥と坂さか。ちょっと大事な話があるんだが」

　さらに近付いてくる人ひと影かげと獣じゆう影けいが一つずつ。

　人影の方は赤あか髪がみの巨きよ乳にゆう魔ま女じよ、立たち花ばなカノン。本人は魔ま法ほう少女を自じ称しようしているが、黒い三さん角かく帽ぼうにマント、長なが柄えの箒ほうきを携たずさえているので説得力りよくは皆かい無むだ。

　で、獣影の方は白い体毛に覆われたサングラス狼おおかみ、大おお狼がみ真しん弦げんだ。最近『中ちゆう等とう部ぶの頃ころは人間だった』とか聞き捨てならない噂うわさを耳にした。だがＤＨ学科内にはお互いの素す性じようについては探らない、という暗あん黙もくの了りよう解かいがあるので真実は聞き出せないでいる。

　この一人と一匹ぴきはクラスメイトということもあって、授業や人助けの時に俺達とよく一いつ緒しよにいる間あいだ柄がらとなっていた。

「あのね橙也くん。言いにくいんだけど、橙也くんの必殺技のネーミングセンスって……」

「お前らもかよ!?　何!?　もしかして俺のネーミングセンスが酷いって誰だれかが触れ回ってたりすんの!?」

　どうして必殺技特とく集しゆうを読んだ後に、決まって俺のとこに来るんだ。

　そんなに酷いのか、俺のネーミングセンス。傷付くわー。

「勘かん違ちがいすんな、鳥坂。オレはゴールデンウィークの予定について聞こうとしたんだ」

「ゴールデンウィーク？」

「そうだ。明日あしたから五連休だろ。だからどこに行くか話し合おうとしたんだ」

「あ、そういえば橙とう也やにはまだ話してなかったわね」

　俺おれと真しん弦げんの話に凛り奈なが割って入る。

「連休中はね、みんなで遊ぶことにしたのよ」

「え？　何それ、初はつ耳みみなんだけど」

「当たり前よ、初めて言ったんだもの。みんな人助けで疲れているでしょうし、連休中はいっぱい遊んでリフレッシュするの」

　そういう凛奈の口元は、ニィ、と酷ひどく嗜し虐ぎやく的な微笑ほほえみで歪ゆがめられていた。

　……別にいいけど。あの意い地じ悪わるい笑顔ってことは悪意はないようだし。純じゆん粋すいに俺を気き遣づかってくれてのことだろう。

「それでそれで、橙也くんはどこに行きたいの？」

「あ？　んー、いきなり言われても困るんだけど」

　俺が参加することをカノンは何の疑いもせず聞いてくる。

　奨しよう学がく生せいの身としては休日も惜しんで人助けを行い、学費免めん除じよ値ちを稼かせぐべきなんだろうが……まあしかし四月中の免除値は死ぬ気で頑がん張ばったんで、すでに決けつ済さいを終えている。

　なら凛奈達の計画に乗ってもいいか。白はく陽よう花かに転てん入にゆうしてこっち、ゆっくり休む暇ひまもなかった。ここらで羽を伸ばすにはいい機き会かいだな。

「はいはい！　わたし、ロンドンに行きたい！」

「あはは。凛奈ちゃん、今からじゃ飛行機のチケット取れないよー」

「カノン、ここは俺達貧びん乏ぼう学生じゃ海外旅行なんてできないことを指し摘てきするべきだ」

『何か用事でもあるの？』

「うん、お祖じ父いちゃんのお墓はか参まいりに行きたいの。もうすぐ命めい日にちだから」

「……一いちノの院いんよ、そりゃあ家族想おもいでいいことだが。せっかく遊びに行くのにそんな辛しん気き臭くせえのはどうかと思うな、オレァ」

「何よ、全ぜん然ぜん辛気臭くないわよ！　だってお祖父ちゃん、凄すごく気さくで話しやすい人ひと柄がらだって近所で評ひよう判ばんだったもの！」

「あはは。人柄は関係ないと思うけどなー」

「身み近ぢかなとこでカラオケとかボウリングでどうだ？　オレ、おすすめの店みせ知ってるぜ」

「えっ？　狼おおかみのお前はどっちもできないだろ？　マイクもボールも持てないだろ？」

　遊ぶ予定について和わ気き藹あい々あいと計画する俺達。

　話し合いが熱くなり始めた時、教室の黒板上じように設置されているスピーカーから、ぴんぽんぱんぽーん、と気の抜ける音が聞こえた。




「ＤＨ学科二年Ｃ組、鳥と坂さか橙也君。至し急きゆう学園長室しつまでお越しください。繰り返します。ＤＨ学科二年Ｃ組、鳥坂橙也君。至急学園長室までお越しください」




　ぴんぽんぱんぽーん、と再び気の抜ける音がして、放送は終わった。

「……んで、最終的に近場ってことだけど。俺おれと凛り奈なは最近引ひっ越してきたばっかだからさ、遊ぶ場所知らないんだよな」

「えっ、と、橙とう也やくん？　今の放送ちゃんと聞いてたかな？」

『学園長が呼んでるんだと思うけど』

　話を続けようとした俺に、カノンと姫き紗さ希きが口を挟んできた。

　チッ、空気読めよ。意い図と的にスルーしたんだっつーの。

「いいって別に。どうせあのロリババアのことだから何かの厄やつ介かい事ごとだし。無む視し安あん定てい無視安定」

「……橙也くんってホントに学園長と仲いいよねー」

『ねー』

「むっ」

　と、いきなり頰ほおを膨ふくらませた凛奈が、俺の腕を取ってグイグイ引っ張ってきた。

「おい、何すんだ。引っ張んなって」

「……十秒」

「は？」

　いきなり理解不ふ能のうなことを呟つぶやかれ、俺は困こん惑わくを表すように聞き返す。

「……シャルロットさんが呼んでるって言うなら、橙也は行った方がいいわ。何か重大なことかもしれないし」

「ま、まあお前が言うなら行くけどさ」

「でも十秒で帰ってきて」

　この総そう帥すいは相変わらず無む茶ちや苦く茶ちや言ってくれる。

「んじゃ、ちょっくら行ってくるわ。遊びの予定は適当に決めててくれ」

「ほいほーい、任せちゃってください」

　カノン達の見送りを背に、俺は席を立つ。

　シャルロットが呼んでる、ねえ。

　何か厄介事を押し付けられる雰ふん囲い気きがヒシヒシなんだが。困ったことに怪かい人じんである俺がこうも平和な学生生活を送れるのは彼女のおかげである。

　断ったら何されるかわかったもんじゃないし、俺にできるのは気乗りしない気分を押し殺して学園長室しつへ向かうことだけだった。

「あっ、鳥と坂さか。ちょい待て」

　教室のドアに手をかけた俺を、真しん弦げんが呼び止めてきた。

　振り向くと、そこにはいつになく真ま面じ目めな顔をした狼おおかみがいた。

「オレも男だからな。同じ男として、やっぱオマエに腹を割って話さなきゃなんねえ」

　真しん弦げんは今まで見たこともないほど沈ちん痛つうな面おも持もちでゆっくり口を開き、

「──実はオレも、オマエのネーミングセンスは酷ひどいと思ってた」

「うっせバーカ！　バーカ！　生はえ際ぎわ後こう退たいしろ！」

「いや残念だけど、オレに生え際はねえよ」

　全身から白はく毛もうがフサフサ生えている狼おおかみに吐き捨て、ダッ！　と廊下へ飛び出した。

　ちくしょー、みんなで俺おれを馬ば鹿かにしやがって！　見てろよ、今度は絶対格かつ好こいい必ひつ殺さつ技わざを考えてやっからな！
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　場所は変わって学園長室しつ。

　学園長に呼び出された俺は応接用のソファーに踏ん反ぞり返って座っていた。

「怪かい人じんが現れた？」

「そうだ。しかもこれが少々厄やつ介かいな輩やかららしい」

　フリル付きのホワイトドレスを着た外見だけ少女──シャルロット・ハイドランジアが、振り返りもせず答えてきた。

　彼女は学園長室に備えられていたティーセットでお茶を淹いれている。用意しているのが一セットしかないので、おそらく自分が飲むためだろう。紅茶を淹れる仕し草ぐさに合わせて、その透すき通るように白い長ちよう髪はつが揺れていた。

「厄介って、どんな風ふうに？」

「順を追って話そう。まず目もく撃げき情報が入ったら当然のように政府お抱えの正義の味み方かたが討とう伐ばつしに行ったそうだ」

「……討伐ねえ」

　話し合いの余よ地ちもなしか。

「で、その討伐された怪人は、俺が呼び出された件にどう関係してんの？」

「最後まで妾わらわの話を聞け。討伐しに行ったが、ことごとく返り討うちに遭あったらしい。純じゆん国こつ家か資格クラスが集められた精せい鋭えい部ぶ隊たいが、だそうだ。死者は出ていないようだがな」

「はあ？　冗じよう談だんだろ？」

　純国家資格って言ったら、準二級、二級を上回る正義の味方の最高峰ほうだろ。

　日本という国家から認められた、化ばけ物ものじみた正義の味方。そいつらが集められた部隊が返り討ちなんて、冗談としか思えない。

「冗談ならどれだけよかったか……間違いない。目撃された怪人はワールドクラスだ」

　振り返ったシャルロットは眉まゆ尻じりを下げ『困ったもんだ』とため息を吐ついていた。その両手には温かい紅こう茶ちやが入ったティーカップと受け皿がある。

　そのままシャルロットは定てい位置である学園長用ようの机に行く……と思いきや、何な故ぜか俺おれがいるテーブルまで歩み寄ってきた。

「茶だ。妾わらわが直じき々じきに淹いれてやったのだ、ありがたく思え」

　そんなことを言い放ちつつ、シャルロットは紅こう茶ちやを俺の前に置いた。

「!?　……ッ!?　……ッ!?!?!?」

「……物もの凄すごい勢いで妾を三度見みするな。こっちから呼び出したのだ。茶くらい出す」

　シャルロットの目が不ふ愉ゆ快かいそうに細められる。そのままフンと不ふ機き嫌げんそうに鼻を鳴らし、俺の対たい面めんに腰を下ろした。

「……今まで呼び出された時は出なかったよな？」

「阿あ呆ほ、それは貴き様さまが問題を起こしたからだ。問題児じを叱しかる時にもてなしてどうする」

「ああそっか。んじゃ、ありがたく」

　ティーカップを手に取り、口元へ近付けると紅茶独どく特とくの芳ほう香こうがした。

　試しに一口、ストレートで飲んでみる。

「お、美う味まい」

　今まで飲んだどの紅茶よりも美味い。いや茶についての知識はないけども。そんな俺ですら差がわかるのだから、相当いい茶ちや葉ばを使っているか、相当淹れ方がうまかったのだろう。

「……フン。話を続けるぞ」

　シャルロットは露ろ骨こつに話題を戻す。

　不機嫌そうに見えるが、その表情にさっきまであった険けんがなくなっている。何だかんだ言って、自分が淹れたお茶を褒ほめられたのが嬉うれしいのかもしれない。

「件くだんの怪かい人じんに返り討うちにされた政府は自分達の手に余ると判はん断だんしたらしい。そして何を思ったのか、白はく陽よう花かに『怪人討とう伐ばつ』の人助けを依頼してきた」

「ぶッ!?　ご……は、はあぁ？」

　紅茶を噴ふき出しそうになり、すんでのところで思い留とどまる。

　それくらいシャルロットが口にした事実が衝しよう撃げき的だった。

「純じゆん国家クラスが束たばになっても敵かなわない奴やつを、生徒がどうにかできるわけねえだろ。頭のネジ緩ゆるんでんのか？」

「まったくだ。しかし政府直じき々じきの人助けを無む下げにはできん。体てい裁さいがあるからな」

　苦にが々にがしい表情でシャルロットがため息を漏もらした。体裁に気を付けなければいけない立場ってのも苦労するもんだ。

　世界最さい高こう峰ほうの正義の味み方かた育成機き関かん。

　正義を体現した学園。

　そんな様々な呼び名がある白陽花学園は、その看かん板ばんにどんな小さな傷も許されない。世界各地に正義の味方育成機関はあるが、生徒の死亡率がいまだゼロなのは白陽花だけらしいし。

「で、どうすんのさ。その人助けは請うけんの？」

「もちろん請ける。ただ生徒達には回さない」

　強気に断言し、シャルロットは不敵な笑えみで腕を組んだ。

「怪かい人じんの討とう伐ばつには妾わらわが行く」

「へえ。そりゃあお疲れ様っつーか、その怪人はご愁しゆう傷しよう様さまっつーか。ところで話が戻るんだけど俺おれは何でここに──」

「最後まで聞けというのに。それで、ゴールデンウィークを使って討伐しに向かうと決めたのだが……貴き様さまには妾の助手として同行してほしい」

「え、やだよ。俺、凛り奈な達たちと遊ぶ予定があるし」

　シャルロットの笑顔が固まった。

　それに構わず俺は紅こう茶ちやを煽あおる。

「お、おいランタン。貴様、連休中に遊びに行くのと危険な怪人を討伐しに行くの、どっちが大事だと思っている？」

「危険って言われてもな。現存する英えい雄ゆう様さまが行くんだから一人で充分じゃね？　それとも何？　怖こわいの？　寂しいから俺についてきてほしいの？」

「そ、そんなわけあるか！　妾はただ、より確実に事を進めようと……」

「それにさー。もし俺が同行するとして、メンバーはお前と俺の二人なんだろ？」

「そ、そうだが、それが何か問題あるのか？」

「問題だらけ。お前と俺の二人きりで旅行とか、もうテンションだだ下がりじゃん。それだったら凛奈達と遊びに行った方がいいじゃん」

「き、貴様……！　だからこれは旅行では……」

「ほら、それにお前と仲よしとか思われたくないから。ただでさえ最近、姫き紗さ希き達にいらん勘かん違ちがいされてんだもん。二人で旅行とか悪い噂うわさの元になるって。だからマジ勘かん弁べん」

「い、言いたい放ほう題だいだな、このクソガキッ！」

　ビキビキッ、とシャルロットの額ひたいに血管が浮かび上がっている。

　これ以上ここにいたらミンチにされそうな雰ふん囲い気きだ。

　なので俺はクイッと紅茶を飲み干ほし、ソファーから立ち上がった。

「んじゃそういうわけで。あっ、お茶はご馳ち走そう様さま。美う味まかったよ」

「あっ、コラ！　ランタン、まだ話は……」

　シャルロットに引き留められる前にそそくさと扉とびらまで移動し、学園長室しつを後にする。

　バタンと扉を閉める。シャルロットが追ってくる気け配はいはない。

「……ったく。よりにもよって俺に怪人討伐を手伝えってか」

　シャルロットの奴やつ、明らかに大事なことを忘れている。

　いくら白はく陽よう花かの生徒になったとはいえ、俺だって怪人だっつーの。怪人が発見された途と端たんに討とう伐ばつ対たい象しようになった、って話だけで胸むな糞くそ悪わるいのに。それを手伝えとか。

　気き遣づかいの欠片かけらもない英えい雄ゆうに愚ぐ痴ちをこぼしつつ、俺おれは凛り奈な達たちと合流するため歩き出した。
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　さて、話は戻って連休をどう遊ぶかの件だ。

「スキーをしに行くわよ」

　翌日の連れん休きゆう初日。凛奈はいきなりそんなことを口にした。

　俺が知らない間に話し合っていたらしい。どうも凛奈がいつの間にかスキー旅行のチケットを入にゆう手しゆしていたらしく、せっかくだからそれを使おうということになっていた。

　四月から暦こよみが変わって五月。こんな時期にスキー場なんか営業しているのかと訝いぶかしむのが正直なところだった。

　しかし翌日の連休二日目。旅行の準備を整え、俺と凛奈、姫き紗さ希き、カノン、真しん弦げんの四人と一匹ぴきが新しん幹かん線せんに揺られること三時間弱じやく。さらにバスに乗り換えて一時間ほど。

　そこには確かに銀ぎん世界が広がっていた。

「うおっ、ホントに雪が残ってる!?」

　駐ちゆう車しや場じように止まったバスから下り、ゲレンデを訪れた俺は思わず声に出して驚いた。

　スキーウェア越しに肌はだを刺す冷気。降り積もった雪は五月の陽よう光こうを反射させ、こちらの眼球に小さな痛みを与えてきた。ゲレンデに設置されたリフトは絶え間なく稼か働どうし、白はく銀ぎん一色の下りコースでは人々がスキーやスノボーなどで軽やかに滑っているのが見受けられた。

　新幹線を下りた駅えき周辺には雪が残っていなかったので、正直疑うたがってかかっていたが……まさか本当にスキー場が開いているとは。つーか普通に寒ぃ。

「凄すごいでしょう？　東とう北ほくの『春スキー』はその年の気温によるけれど、基本的に五月頭あたままでやっているらしいの」

　俺に続いていた凛奈が自じ慢まんげに説明してきた。ピンクの上着に白いズボンというスキーウェア。可愛かわいらしいデザインの耳パッドがよく似に合あっている。

　いやまあ例によって例のごとく、例のマントがあるんだけどさ。

「……お前、スキーの時くらいマント外したら？　滑りにくいだろ」

「何言ってるのよ。これはお祖じ父いちゃんの形かた見みなんだから、どんな時でも肌はだ身み離はなさず身に着けてないといけないの」

「むっ、そう言われると何も言い返せないんだが」

　前総帥ジイさんの形見だから大切にする。いつものごとく凛奈に返される言い訳わけなんだが、そう言われると強く出ることができず、俺は頰ほおをかいた。

　ばつが悪くなっている俺をよそに、凛奈がいそいそと芋いも虫むしみたいにマントにくるまる。

「それに、こうやってマントにくるまると暖かいし。さすがお祖じ父いちゃんのマントね」

「や、さすがも何も、形かた見みを防ぼう寒かん着ぎみたいに使うのはどうなんよ？」

「むっ」

　真まっ当とうな指し摘てきをしてみると、凛り奈なはどこか拗すねたようにマントにくるまるのを止やめた。

　そして妙みようにそわそわと体をゆすり始める。

「じゃ、じゃあ……寒くなったら、代わりに橙とう也やが温めてくれる？」

　やがて意を決したように、こっちに向けて両腕を広げてきた。

「何だ、寒かったのか。そうならそうって早く言えよ」

「え？　じゃあ……？」

「ああ、それくらいなら構わねえよ」

　俺おれが言うと、凛奈がパァと表情を明るくした。まるで念ねん願がんの思いを達成したかのように。

「はいこれ」

　そんな彼女が差し出している両腕に、俺は自分が脱いだスキーウェアの上着を渡した。

「何でそうなるのよっ！」

　そして即そく座ざに投げ返された。

　顔面直ちよく撃げきコースである。

　視し界かいを塞ふさぐ上着を退のけ、俺はつい眉まゆを顰ひそめてしまった。

「……何だよ、寒いんじゃねえの？」

「あの仕し草ぐさを見て上着を渡すかしら普通!?　橙也はスキー場で上着を寄よ越こせって言うほど、わたしが我わが儘ままだと思ってるの!?」

「えっ？　うん、そりゃあ。つーか我儘って言うほどか？」

「あっさり許容されてる!?」

「だってチャリでバスに追いつけとか、化ばけ猫ねこを倒せとかよりはマシだし」

「何やってるのよ過去のわたし！　貴女あなたの無む茶ちやな要求が、変な方向に橙也の懐ふところを広くしてるじゃないのー！」

　凛奈がいきなり過去の自分の行いを反省・後こう悔かいし始めた。

　よくわからんが。とりあえず防寒着はご所しよ望もうではないらしいんで、いそいそと投げ返された上着を着直す。そんな俺に対し、凛奈がもじもじしながら口を開いた。

「……あ、あのね？　上着を脱いだら逆に橙也が風か邪ぜ引いちゃうかもしれないでしょ？　そんなリスクを冒おかすくらいなら、もっとこう、二人で効率よく暖だんを取れる方法があるんじゃ……？」

「ん？　それじゃ火を出すか？」

「これだから炎ほのお系けい魔ま導どうに長たけてるお馬ば鹿かはーッ！　肌はだ寒さむい中で起こるはずのお決まり男女イベントができないじゃないー！」

　むきーっ、と頭を抱え、突とつ如じよとして悶もだえ始める我が総そう帥すい。

　何なんだ一体。スキーに来てテンション上がってんのか。

「雪だーッ!!」

　と、凛り奈なの後に続いてきたカノンが、やけにハイテンションではしゃいでいた。

　赤を基き調ちようとしたスキーウェアを着た彼女は、海を訪れたリア充じゆうのように叫び、担かついでいたレンタルスキーを放り投げる。そして近場に寄せてあった雪に思いっきりダイブした。

『雪だー』

　さらに青いスキーウェアの姫き紗さ希きがそれに続き、無表情のまま雪にダイブ。カノンが飛び込んだ場所の隣となりに、同じように人型の穴を残す。

「うおー、寒ぃー！　この肉にく球きゆうで感じる冷たさがマジたまんねえ！　超ちよう雪ゆきッ！　わははッ！」

　終しまいとばかりに犬用の服とニット帽ぼうを被かぶっている真しん弦げんが、自分の尻尾しつぽを追いかけるようにグルグル回っていた。

　こんな時期に雪にお目にかかれるとは思っていなかった都会っ子達のテンションは、ここに感かん極きわまっていた。

　かくいう俺おれも、彼女達の異常なノリに突っ込まない程度には高こう揚ようしている。せっかくの旅行だ。思いっきりハメを外していこう。

「さてっと、どのコースにするか」

　受付でもらったパンフレットを取り出し、目を落とす。

　滑かつ走そうコースは全部で十以い上じようあるようで、緩ゆるやかな坂が続く初しよ心しん者しやコースから最大傾けい斜しや三〇度以上の上級コースまで完備しているらしい。

「橙とう也や、最初はここにしない？」

　隣となりで俺の手元を覗のぞいていた凛奈が、パンフレット上の一番簡かん単たんなコースを指差した。

「わたし、スキー初めてだし。滑り方を教えてちょうだい」

「あー、そういやそうだったな」

「あれ？　教えるってことは……橙也くんって実はスキー経験者なのかな？」

　と、いつの間にか雪の中から脱していたカノンと姫紗希が、凛奈と同じくパンフレットを覗いていた。髪かみやスキーウェアにちょっと雪がついている。

「まあな。少なくとも凛奈に教えられる程度には」

『謙けん虚きよさの裏にある自信満まん々まんっぷりが半はん端ぱない』

「ほっとけ。よし、なら初心者コースに行くか。凛奈、リフトの乗り方とかわかるか？」

「いいえ、全然これっぽっちも露つゆほども知らないわ！」

　凛奈が胸に手を当てながら、どうだまいったか、と言わんばかりに強気な笑えみを浮かべた。

「いや誇らしげな顔するとこじゃねえけど。まあそういうことならゴンドラにするか」

「はいはいはい！　アタシもハの字ボーゲンしかできないから教えてほしいな！」

「ああ、別に構わないよ」

　シュバッ、と元気よく挙きよ手しゆしたカノンにそう答える。

「んじゃ、俺おれ達たち三人はセットっつーことで。姫き紗さ希きと真しん弦げんはどうする？」

「オレは好き勝かつ手てに滑らせてもらうわ」

　狼おおかみのクセに何をどう滑るのかはわからないが、真弦はそう別べつ行動の意を示した。

『じゃあ私は大おお狼がみ君と滑るわ』

　それに続き、姫紗希がこくんと頷うなずく。どうやら彼女もスキー経験者らしい。

『けど橙とう也や、ちゃんとスキーの滑り方教えられる？　最初は転び方から教えるものだけど』

「失しつ敬けいな。ちゃんとスケジューリングくらいしてるっつーの」

　むっ、と姫紗希の指し摘てきに対して眉まゆを顰ひそめる。

「カノンはボーゲンができるっつーし。凛り奈なは元から何もないところでこけるほどのすっ転びマスターだ。教える必要ないだろ」

『そっか。そうね、確かにいらないかも』

「ちょっ、ちょっと橙也？　姫紗希？　さり気なくわたしを馬ば鹿かにしてないかしら？」

「さてっと、んじゃ気き合あい入れて遊びますかー」

「橙也ーッ！」

　ボスボスと凛奈が俺の背中をスキーウェア越しに叩たたいてくる。

　各おの々おのの行動が決まり、俺達がいざ春スキーを満まん喫きつしようとした、その時だ。




「──おお。コース上から見た時はもしやと思ったが、やはり貴き様さま達だったか」




　ズサーッ、とゲレンデから滑かつ走そうしてきた人ひと影かげが、俺達の前でスタイリッシュに停止した。

　周囲の雪に負けず劣らずの真まっ白しろなスキーウェアにイヤーパッド。サングラスをくいっと上げ、俺達に尊そん大だいな言葉を投げかけてくる寒かん冷れい地ち仕し様よう学園長がそこにいた。

「……何でいんの、お前」

　旅行で盛り上がっていた俺のテンションがだだ下がった。

　もう地の底まで落ちに落ちた。

「あ、こんにちはシャルロットさん」

『今日きようはお招きいただいてありがとうございます、学園長』

「いや、さすが学園長は気前がいいね」

「ああ、剣つるぎ井い英えい子この件を解決してくれた君達に妾わらわからのささやかな礼だ。存ぞん分ぶんに楽しんでくれ」

「……えっ、何この感じ。どうしてお前らはこいつの登場に驚かないの？」

「鳥と坂さか。オマエ、学園長がいるのは当たり前だろ」

「あはは。まあ橙とう也やくんだから仕方ないかな」

『うん。橙也は他ひ人との厚こう意いに鈍どん感かんだから仕方ないわ』

「何か嫌いやな感じの仕方ないなんだけど。凄すげえむかつく納なつ得とくのされ方なんだけど」

　と、顔を顰しかめている俺おれの心しん情じようを察したのか、凛り奈ながこちらに笑いかけてきた。

「橙也にはあえて教えてなかったけど、今回のスキー旅行のチケットはシャルロットさんからもらったのよ」

「……何それ、どうして俺だけにあえて教えなかったんだよ」

「だってもし教えてたら絶対に来なかったでしょう、貴方あなた」

「当然だろ！　こいつはタダで他人に礼を施ほどこすような奴やつじゃねえもん！」

「失しつ敬けいな奴だな。他人の厚意は素直に受け取る物だぞ、鳥と坂さか橙也」

　取り乱す俺を楽しむかのようにシャルロットは口元を歪ゆがめた。

　ほら見ろ、あれは誰だれかのためにあろうとする顔じゃねえ。絶対何なにか裏がある笑顔だよ。

　胸きよう中ちゆうに湧わき上がる不安とか不満とか、シャルロットから垣かい間ま見みえる打だ算さんとかに嫌いや気けが差し、俺は肩を落としながら嘆たん息そくした。

「……テンション下がった。もういい帰る。俺、お家うちに帰りたい」

「何だ、怖おじ気けづいたか鳥坂橙也。もしかして貴き様さま、滑れないのか？」

「あぁ!?　テメェ、誰に向かって言ってんだ!?　これでもスキー上級者を自じ負ふしてるわ！」

「ふん、ならば妾わらわと勝負してみるか？」

　言って、シャルロットはくるりとスキー板を反転。俺達に背を向ける。そして彼女はそのまま、どういう原理なのか……スゥーと坂を滑るように上っていった。

「シャルロットさんが常じよう識しき的にありえない動きを!?　あれ、どうなってるのかな!?」

『たぶん重力操そう作さとか運動エネルギーの転てん換かんとか、そういう類たぐいの魔ま導どうみたいだけど……』

「あっ、畜ちく生しよう！　滑り上がるなんて上級テク使いやがって！　やるじゃねえか！」

「落ち着け鳥坂。上級テクも何もそんな技術はスキーに存在しない」

　クソ、負けてらんねえ！

　俺は持っていたレンタルスキーを雪上にビタンと放り投げ、ガチンッ、とスキーブーツを固定。さらに属ぞく性せい変へん換かんの導どう式しきを紡つむぎ、背中から炎ほのおを噴ふん出しゆつさせた。

　ボウッ！　と炎の勢いを利用して坂を滑り上がり、先行するシャルロットの背を追う。

「負けられねえ……他のことならまだしも、スキーだけは絶対に負けられねえ！」

「えぇッ!?　張り合うとこおかしいんじゃないかな!?」

『相変わらず沸ふつ点てんの位置がわからないわ』

「橙也！　この時期は雪が少ないのよ！　火なんか出したら雪が溶けちゃうじゃない！」

「オラァッ！　待てやロリババア！　俺の華か麗れいなスキー捌さばきに見み惚とれやがれ！」

「ははは、見てほしかったら妾を追い越して前に出ることだな！　ほら、いつまでも妾の後ろにいるだけでは全然貴き様さまの姿すがたは見られないぞ？」

　こうして俺おれはスキー旅行の初日を、シャルロットを追い回すという不ふ毛もうな行為に費やした。
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　スキー場がある山さん頂ちようから若じやつ干かん山を下った場所。

　そこにスキー場が経営している宿しゆく泊はく用のペンションがあった。

「……クソッ、結けつ局きよく一回も追いつけなかった」

「そこで落ち込む理由はわかりかねるけどな、オレァ」

　みんなで夕飯をすませ、温泉を楽しんだ午後九時。俺と真しん弦げんはペンションの一室で寝ね支じ度たくをしていた。

　ベッドは俺と真弦の分が二つ。ペット可のペンションだったので、こうして真弦も室内で一夜をすごせる。もちろん狼おおかみではなく大型犬けんとペンションの管理人には言い訳わけしたけども。

「結局一いちノの院いんと立たち花ばなにはオレと冬ふゆ咲さきが教えてたしよ。あんな安い挑ちよう発はつにわざわざ乗るとか、どうかしてるぜオマエ」

「むっ……そりゃあ悪かった」

　どうも相手がシャルロットだとムキになってしまう。因いん縁ねんがあるとはいえ、あいつ絡みですぐ感情的になるのは俺の悪い癖くせだ。そこは素直に反省し、謝しや罪ざいする。

　ちなみに俺達がスキー鬼おにごっこをしている間、凛り奈な達たちは四人で滑っていたらしい。真弦なんかは『スノーボードを巧みに操あやつる動物』として他の客から一時の人気を集めていたとか。

「そういや凛奈はどうだった？　ちゃんと滑れるようになってたか？」

「わざわざ聞く必要があるのか、それ」

「……いやホント悪かった」

「それは冬咲に言ってやれ。どうしたら一ノ院が滑れるようになるか、本気で悩んでたから」

　……本当に運動の才能がないんだな、あの金きん髪ぱつ少女。

　明日あしたは俺が凛奈係がかりになって、姫き紗さ希き達は自由に遊んでもらうことにするか。

「明日は一日中遊びたいし、今日きようは早めに寝るとしようや」

　とんっ、とベッドに飛び乗った真弦が体を丸める。当然のようにサングラスは外さない。寝る時くらい取るのかと思ったが、どうやらあの状態が奴やつの就しゆう寝しんスタイルらしい。

「おう、それじゃ電気消けすぞー」

　カチッ、とドア付近のスイッチを切り、部屋が暗くら闇やみに包まれる。

　そのまま俺は手て探さぐりでベッドまで歩み、掛け布ぶ団とんに潜もぐり込もうとする。

「おやすみ、真げ──」

「……フン」




　瞬しゆん間かん。背後から不ふ機き嫌げんそうに鼻を鳴らす音が聞こえた。




「ッ！　ふぐッ!?」

　振り返る前に、何か布のような物で口を塞ふさがれる。

　さらにロープで一いつ瞬しゆんにしてぐるぐる巻きにされ、完全に体の自由を奪うばわれた。

「（──一いつ緒しよに来てもらうぞ、ランタン）」

「んぐッ!?」

　聞き覚えがある声で囁ささやかれたのも束つかの間ま、襲しゆう撃げき者しやは拘こう束そくした俺おれの襟えり首くびを摑つかみ、ズルズルと部屋の外へ連れださんとする。

「ぐむぅ！　ふが、ふぐぅッ!?」

　ジタバタと全力でロープを引き千ち切ぎろうと暴れてみたが、一向に切れる気け配はいがない。

　こ、このロープ……かなり高度な強化導どう式しきが施ほどこされてやがる!?

　こうなったら真しん弦げんに助けを……ッ！

「ふんへんッ！　はふへてふれッ！」

「おう、おやすみ鳥と坂さか……ぐぅ」

「うむぅッ!?」

　気付け馬ば鹿か犬いぬぅ──ッ!?　おまッ、いくらなんでも寝付きよすぎだろ!?

　芋いも虫むし状態の俺はそのまま薄うす暗ぐらい廊下を引きずられ、階段をガタンガタンとバウンドしながらもさらに引きずられ、ペンションの外へ連れだされた。

　ポイッ、と薄うつすらと雪が積もっている冷たい地べたに放り投げられる。

　そして俺はこちらを見下ろす二人の少女を見た。

「さて。メンバーが揃そろったところで怪かい人じん討とう伐ばつへ行こうか」

「しゃ、シャルロットさん？　いくら何でも連れだし方が乱らん暴ぼうじゃありませんか？」

　尊そん大だいなシャルロットと、こちらを心配そうに覗のぞく凛り奈なの二人。

　地面に転がる俺に凛奈が駆かけ寄ってきて、まず口を塞いでいた布を解く。

「……わかってたよ、別にわかってたけど。チケットの出で所どころがシャルロットって聞いた時点で怪あやしいと思ってたけどさぁ……」

「そ、そんな悲しそうな顔しないでよ……罪ざい悪あく感かんで申もうし訳わけなくなるじゃない」

　こっちのロープを解いた凛奈が酷ひどく気の毒どくそうな顔をした。

　完全に自由になった俺はすっくと立ち上がる。どうやら拘こう束そく対たい象しよう以い外がいなら簡単に解けるようになっている拘束魔ま導どうアイテムらしい。

　それを確かく認にんしながら、ゴキゴキと首を鳴らす。

「やっぱこういう裏があったわけか……何？　例の怪人ってこの辺にいるのか？」

「理解が早くて助かる」

　昼間のお祭りムードはどこへやら、シャルロットが鋭い目付きで俺おれを見返してきた。

「なるほどね。旅行チケットは怪かい人じん討とう伐ばつの報ほう酬しゆうってこと」

「それは違う。この旅行は本当に妾わらわからの謝しや礼れいだ。怪人討伐の報酬は別に用意する。そうだな……今月分の学費免めん除じよ値ちを精算してやる。貴き様さまと一いちノの院いん凛り奈なの二人分を、だ」

　今月分の学費免除値……つまり十万円相当の学費。それを二人分。

　政府ですら手に負えない怪人討伐の報酬にしちゃあ安すぎる気がするが……まあいい。報酬が出るだけでもめっけもんだ。

「わーったよ。そういうことなら、さっさと終わらせよう」

「ああ、頼りにしているよ」

「ケッ、思ってもねえことを口にすんな」

　皮ひ肉にくげに返すと、シャルロットはフンと鼻を鳴らして歩き出した。

「……あの、ごめんね橙とう也や」

　と、シャルロットに続こうとしていた俺の袖そでが、くいっと背後から引っ張られる。

　振り返ると、そこには非常に申し訳わけなさそうな顔をした凛奈がいた。

「せっかく旅行を楽しみにしてたみたいなのに、こんな騙だますようなことしちゃって」

「……ハッ」

　しゅん、と項うな垂だれる我が総そう帥すい様さまを見て、思わず笑ってしまった。

　まったく、こいつときたら。どうせまた『シャルロットが困っているなら放っておけない』みたいな感じで、今回の件に関わると決めたのだろう。

　凛奈のお人ひと好よし加か減げんは、もはや呆あきれを通り越して清すが々すがしい。

「お前が気にするこっちゃねーよ。俺も例の怪人とやらが気になってたし」

「……そうなの？」

　遠えん慮りよがちな凛奈の疑問に対して、ああ、と正直に答える。

　何せその怪人は純じゆん国家クラスのエリート達を返り討うちにした、という筋すじ金がね入いりの猛も者さだ。

　討伐するかどうかは措おいておいて、同じ怪人として会ってみたい。ただでさえこのご時じ世せい、怪人どうるいは少ないのだ。何かタメになる話が聞けるかもしれない。

「だからこれは俺が好きでやってるんだ。それに旅行のおまけって考えれば安いもんだろ。さっさと終わらせて、みんなでスキー楽しもうぜ」

「うん……うん、そうね。そうしましょう」

　そう言うと、凛奈の表情にあった暗さが幾いく分ぶんか晴れていた。




　人助け・怪人討伐。

　人助けの内容・突とつ如じよ出現した怪人の討伐。それが不可能ならば身み柄がらの確保、正体の解明をお願いしたい。
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　そうして俺おれ達たち三人は、人っ子一人いない山奥を訪れていた。

　ペンションから徒と歩ほ二時間ほど歩くと、人の生活圏けんからかなり離れてしまっている。

　時じ刻こくは午後十一時を回っている。森林の向こう側からは獣けもの達たちの呻うめき声やら、鳥ちよう類るいの鳴き声などが聞こえてくる。不ぶ気き味みなことこの上ない。

　シャルロットの説明では、この山中のどこかに件くだんの怪かい人じんがいるらしい。

「さっ、はりきって行きましょう」

　出発前の辛しん気き臭くさい気分は完全に払ふつ拭しよくしたのか、凛り奈なが元気一いつ杯ぱいに先せん頭とうを切り、雑ぞう木き林ばやしの中へと歩を進めていく。

「ランタン。その前に怪人化しておけ」

　俺おれも凛奈の後に続こうとした時、先を行こうとする俺達をシャルロットが止めた。

「え、もうですか？」

「ああ。報告ではこの先はすでに敵てき陣じんの可能性が高い。いつ襲おそわれるかわからないからな」

　シャルロットの言葉に、凛奈が俺の顔を見上げてくる。

　俺が黙だまって首しゆ肯こうすると、凛奈はこちらに小さな手ての平ひらを伸ばしてくる。

「導どう式しき解かい除じよ要よう請せい、承しよう認にん」

　凛奈の静かな言葉に、カチッと俺の中で何かの音が鳴ったような気がした。

「身しん体たい変へん異い抑よく制せい導式、解除」

　間かん髪はつを入れずそう唱となえると、突とつ如じよ体が熱を帯びた。

　さらに炎ほのおが全身から噴ふん出しゆつし、俺を包み込む。視し界かいを覆おおう赤せき橙とう色いろ。隣となりにいた凛奈やシャルロットの顔が見えなくなり、同時に焼けるような激げき痛つうが四し肢しを駆かけ巡った。

　しかしその痛みは火に焼かれているからではない。

　それは自己が変へん質しつする感覚。

　髪かみの毛の一本からつま先に至るまで作り替えられていく怖おぞ気けと苦痛と悪お寒かん。

　魔ま力りよくの質や細さい胞ぼうどころか存在その物が『人間の俺』から『怪人の俺』へと変わって……いや魔ま導どうによって人間へと導かれていた俺自じ身しんが元へ戻っていく。

　俺の存在からだは炎に包まれたまま、ギヂリと軋きしみを上げて変異し──

「ッ！」

　両腕を左右に振り、纏まとっていた炎を引き裂さくように払った。

　視界を覆おおっていた炎は晴れ、再び凛奈とシャルロットの姿すがたを確かく認にんする。

「……フン。その姿をまた見ることになるとはな」

　と、シャルロットが気に入らなそうに鼻を鳴らした。

　その反応を見る限り、俺おれの変へん異いはしっかり終わっているようだ。

　髪かみは炎ほのおのような赤せき橙とう色いろに。瞳ひとみは穴が穿うがたれた闇やみ色いろに。唇くちびるは裂さけ広がった、完全な異い形ぎようへと。

「うん、魔ま力りよくも正常値ちに戻っているし。問題なさそうだな」

「……話には聞いていたが、抑よく制せい導どう式しきとやらは訳わけがわからんな。導式構こう成せいも見たことがない上、消費され続けていた魔力が戻っているのも理解できん」

「根本は促そく進しん導式の応用ですよ。橙とう也やが怪かい人じんから人間になる時は元の、つまり『怪人の橙也』を導式情じよう報ほう化か・圧あつ縮しゆくして、疑ぎ似じ現実に一時保ほ存ぞんしてるんです。そして怪人に戻る時に……」

「なるほど。その情報を抑制導式の解かい除じよと共に再び引き出す。だから魔力が戻るわけか」

「はい、そのとおりです。さすがシャルロットさん、理解が早いですね」

「ところで一いちノの院いん凛り奈な、あやつが抑制導式を解除する際には君が承しよう認にんしなければならないというが、それは導式の遠えん隔かく起き動どうの一部を流用──」

「……」

　な、何かこいつら、いきなり夢む中ちゆうで魔ま導どう理論を語り始めたんだが？

　しかも内容がマニアックすぎる。どうしてそんな頭が痛くなるようなことを嬉き々きとして語れるのか。まったく共感できねえ。

「……そういうのは歩きながらにしないか？　時間に余よ裕ゆうがあるわけじゃねえんだろ？」

　至し極ごく当然の提てい案あんをしてみたのだが、返答は二人のジト目だった。

「……はあ、これだから感覚で魔導を使っている奴やつは。貴き様さまは一ノ院凛奈が編み出した導式がどれほど素晴らしいか、わかってないのか」

「ま、まあまあシャルロットさん。橙也がお馬ば鹿かなのは今に始まったことじゃありませんし」

　まるで勉強が不出来な息子むすこに呆あきれる雰ふん囲い気きだった。

　俺は雑ぞう木き林ばやしへと足を踏み進める。凛奈とシャルロットも俺の後にしっかりついてきた。

　木々の間を縫ぬいながら、湿しめった土を踏みしめていく。周囲の木の背は高く、星明かりや月明かりをことごとく遮さえぎっている。

　さすがに光源がなさすぎるので、俺は右手から炎を出した。

　人ひと魂だまを模もした火がランタンのようにぼんやりと周囲を照らす。件くだんの怪人がこの辺りに潜ひそみ、俺達を狙ねらっているとしたら格かつ好こうの的まとだが……まあ闇に紛まぎれて奇き襲しゆうされるよりマシだろう。

　後ろからついてくる二人も文もん句くは言ってこないので、たぶん俺の方針に問題はない。

　その直後だった。




　脳のうに浸しん透とうする違い和わ感かん。

　今までスムーズに回っていた歯車が、ギチギチッと嚙かみ合わずに止まっていくような感覚。




　そんな不ふ整せい合ごう性せいを感じて、俺おれは立ち止まった。

「どうしたの？」

　突とつ然ぜん行こう軍ぐんを止めた俺に、背後から凛り奈なが不ふ思し議ぎそうに尋たずねてきた。

「こっから先、どうも違い和わ感かんがある。見えてるのに見えない感じ」

「むっ？　……そうだな。妾わらわも先ほどから妙みような感覚に襲おそわれている」

「もしかしたら認にん識しき疎そ外がいの結けつ界かいかしら。導どう式しきを解かい析せきできる？」

「どうだろ、解導式デイスペルは苦にが手てなんだよな」

　凛奈の提てい案あんに、俺はシャルロットに期待を込めた視線を送る。

　するとシャルロットは微び妙みように嫌いやそうな顔をして、

「面めん倒どうだ。貴き様さまがやれ」

　もしやこいつ、自分が楽をするために俺を連れてきたのかもしれない。

「……まあいいけど」

　言って、俺は右手から出していた炎ほのおを消す。

　再び訪れた暗くら闇やみの中、目を閉じ、神しん経けいを研とぎ澄すます。

　導式構こう成せいを暴あばくコツは現実との齟そ齬ごを見つけ出すことだ。今ここにある『仮の現実』を肌はだで感じ取り、普ふ段だん俺がいる現実との違いを一つ一つ確かく認にんしていく。

「どう？　どんな構成か解析できた？」

「今やってる……んー、何て言うんだろ。何か嚙かみ合わないイメージ。緻ち密みつなんだけど大がかりで、無む理りにいじったら全部止とまりそうっていうか」

「ふうん？　それじゃあ単純な認識疎外じゃないわね……次元転てん位いの応用かしら？　それか、仮か想そうの空間を生せい成せいしてるとか？」

「あ、それそれ。３Ｄっつーかグラフィックっつーか。妙にリアルだけど偽にせ物ものっぽい」

「決まりね。異い空間の生成魔ま導どう。じゃあ解導式デイスペルの導式を書き出してあげるから、ちょっと待ってて」

　凛奈は上着のポケットからあらかじめ用意しておいたらしい紙とペンを取り出す。そのままその場にしゃがみ込み、解導式デイスペルに必要な導式をわかりやすく図にしていった。

　するとシャルロットが、少し驚き混じりの目をこちらに向けてきた。

「……何な故ぜあんな曖あい昧まいな説明で伝わった？」

「うっせーな。だから解導式デイスペルは苦手だっつってんだろ」

「はい、できたわよ」

　意い外がいに早く、凛奈が紙を渡してきた。

「ん、さんきゅ」

「どれ」

　シャルロットが興きよう味み深ぶかげに俺の手元、導式が描かれた紙を覗のぞいてくる。凛奈がどんな導式を編み出すか気になるのだろう。

「……何だこれは」

　が、紙に描かれている導どう式しきを見て、シャルロットの表情が固まる。

　それは子供の落らく書がきのような絵だった。

　導式の基き礎そとなる円えん図ずは楕だ円えんに歪ゆがんでおり、導式に必要な疑ぎ似じ概がい念ねんを示す幾き何か学がく的な文字はミミズがのたくった跡のような物。

「おっけ、こうすりゃあいいのか」

「……ランタン、この図ず式しきでわかるのか？」

　凛り奈なの図式は解かい析せき不能だと判はん断だんしたのだろう。シャルロットは若じやつ干かん不安そうな目をこちらに向けてくる。

「しゃ、シャルロットさん、そんなこと今はいいじゃないですか！　ほら橙とう也やも！　ボーッとしてないで早く解導式デイスペルしなさい！」

　両腕をブンブンと上下に振り、顔を真まっ赤かにした凛奈に急せかされる。絵え心ごころがない自分の失しつ態たいが恥はずかしいのだろう。

　紙に示されたとおりの導式を演えん算ざんし始める。詠えい唱しよう演算ではなく思し考こう演算で。必要な魔ま力りよくは結けつ構こうな量だが、まあ怪かい人じん化かしている俺おれにとってはそれ程ほどの物ではなかった。

　右手に魔力を込めて導式を展開。幾いく度どか俺の指先が赤せき橙とう色いろに明めい滅めつしたかと思うと、パキンッと音を立てて『何か』が割れた。

　魔ま導どうの解導式デイスペルに成功した証あかしだ。現実を歪めていた魔導は効力を失い、元の正しい理ことわりを示す。先ほどから感じていた違い和わ感かんもそれで消しよう失しつした。

「よし、終わった」

「ええ、じゃあ行きましょうか」

　俺の功こう績せきに、珍めずらしく純じゆん粋すいな笑顔を浮かべた凛奈がそううながした。

「……わからん。何な故ぜあの説明で導式を組めたのかも、あの図式を見て正しく解導式デイスペルできたことも、まったく理解できん。妾わらわが真ま面じ目めに魔導を修しゆう練れんしたのが馬ば鹿か馬鹿しくなってきた……最近はあのような曖あい昧まいな方法でも魔導を使えるものなのか……？」

　何故か落ち込んでいるシャルロットをスルーして、俺と凛奈は歩みを再開した。
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　森の奥には、人知れず大きな洋館が建っている。

　植物の蔓つるが外がい壁へきを覆おおい、わずかながら覗のぞく窓は埃ほこりや汚れなどで酷ひどくくすんでいる。十人に聞けば十人が『お化ばけ屋や敷しき』という感想を口にするような、古びた洋館だった。

　人知れず、とは比ひ喩ゆではない。洋館の周囲には魔導耐たい性せいが低い一般人では、存在すら知ち覚かくできないよう、高度な結けつ界かいが張られていたからだ。

「──また来たか」

　その洋館のとある一室。廃すたれきった外がい装そうとは違い、豪ごう奢しやな家具で彩いろどられた華はなやかな部屋。

　隅すみに配置されたベッドに腰をかけていた青い少女が、うんざりといった様よう子すで呟つぶやいた。

「一体、何度追い返したら懲こりるのか。私だって暇ひまではないのに。本当、潔いさぎよさが足りないというか……日本の正義の味み方かたは粘ねん着ちやく質しつだな」

　おちおち寝てもいられない、と青い少女は意図的な独ひとり言ごとを紡つむいでいく。

　つい先ほど、屋や敷しき周辺に施ほどこされた結界が破られたのを確かく認にんした。

　この洋館に身を構えて十数日、正義の味方の襲しゆう撃げきは幾いく度どもあった。高名な結界師しに結界を破られることが多た々たあり、屋敷への侵しん入にゆうも希まれに許したこともある。

「結界が解導式デイスペルされたか。はあ、またあの看かん守しゆを呼ばなければならないな」

　少女は心しん底そこうんざりしたように呟く。

「ただ、結界を破ってから間を置かずに侵入してくるとはな。不ぶ用心なのか馬ば鹿かなのか……両方という線が濃のう厚こうだが」

　ただ元から屋敷周しゆう辺へんに張り巡らされた外がい敵てきの侵入を防ぐ結界の他にも、少女が自ら施している魔ま導どうはいくつもある。

　例えば今、屋敷に侵入した彼らの動向を知らせる探たん知ち導どう式しきがその一つだ。

「三人……おかしいな、少なすぎる。この前は二十人以上いたが」

　リアルタイムに脳のうへ送られてくる情報では、夜や襲しゆうしてきた侵入者の数は三人。

　目的はわかっている。

　ここを訪れる者達はすべからく、怪かい人じんである少女を討とう伐ばつしに来ているのだ。

「入ってきた時は三人で固まっていたが……二・一に分ぶん散さんしたみたいだな。二ふた手てに分かれて私を捜しているのか？　さて、どちらに向かえばいいか」

　誰だれに確認するわけでもない、意い図と的な独り言が続く。

　罠わなの可能性も考えたが、迷っていても仕方がない。判はん断だんと起き立りつは同時に。少女は部屋を退出するため、唯ゆい一いつの出入口であるドアへ歩き出す。

　そもそも相手が正義の味方だろうと少女に戦う気はない。

　自分はただ追い返すだけ。

　そういう契約なのだから、ヘタに殺さつ気き立っても──




　ギチリッ、と。

　少女の胸が軋きしみ、鋭い痛みが走った。




「……ッ」

　少女の歩みが止まり、その場にうずくまった。

　両手で胸部を押さえ、爪つめを突き立てる。

　額ひたいに冷たい汗あせが伝っていき、それとは逆に、体の内側は燃えるように熱い。

「は、ぁ……ぁあ……あ──」

　深く息を吸い、ゆっくりと吐く。

　幾いく度どか深しん呼吸を繰り返し、少女の顔に穏おだやかな表情が戻っていく。

「……行くか」

　誰だれに語りかけるわけでもなく少女は立ち上がり、部屋を出た。

　まずは、一人の方へ。
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　俺おれ達たち一いつ行こうは山奥にある廃すたれた洋館を見付けた。

　おそらく結けつ界かいを解導式デイスペルしなければ見付けられなかった建物だ。ここに件くだんの怪かい人じんが潜ひそんでいるのだろう。

　ここまでスムーズに事態が進むとは思っていなかった。早くも潜せん伏ぷく先さきを発見するとは幸さい先さきがいい。うまくすれば今日きようにでもこの件は片付き、連休中はずっと遊べるかもしれない。

　そう浮かれながらも俺達三人は屋や敷しきに注意深く侵しん入にゆうし、中を散さん策さくし始めた。




　で、凛り奈ながはぐれた。




「立ちどころにはぐれてんじゃねえよ!?」

　バッ、バッ！　と周囲を確かく認にんする。

　電でん灯とうなどの近代的な物ではなく、ロウソクでぼんやりと照らされた長い廊下。小こ綺ぎ麗れいな絨じゆう毯たんが敷しき詰められ、外から見た時は想そう像ぞうもしなかったほど手入れが行き届いている。

　が、そんなことはどうでもいい。

　薄ぼんやりとした暗くら闇やみが広がる廊下に、凛奈の姿すがたがないことがおおいに問題なのだ。

「やべえってこれ、凛奈がいないんだけど！　まったくもって全然見当たらないッ！」

「落ち着けランタン」

　慌あわてふためく俺の隣となりには、妙みように落ち着き払っているシャルロットがいた。

　よりにもよって何でこういうメンバーに分散したんだよ。

　凛奈は魔ま導どう理論について天才的な頭ず脳のうを発はつ揮きするが、戦せん闘とう力りよくは皆かい無むもいいとこだ。

　まだチワワの方が強いんじゃね？　っていうくらいの彼女が、もし件の怪人に襲おそわれたら一ひと溜たまりもないだろう。

「フン……貴き様さまが解導式デイスペルしきれなかった幻げん惑わく導どう式しきでもあったのだろう。一いちノの院いん凛り奈なに魔ま導どう耐たい性せいはないようだからな」

「はあ!?　俺おれはちゃんと解導式デイスペルしたっつーの！　お前、凛奈の方向オンチをなめるなよ！」

「方向オンチって……確か一ノ院凛奈は運動オンチでもあったな？」

「ああ！　ついでに歌もあんまり上う手まくない！」

「オンチのバーゲンセールだな……」

　シャルロットは、やれやれと呆あきれたように首を振る。何でこいつはこんな落ち着いてんだ。

　が、それに文もん句くを言っている場合ではない。早いとこ凛奈と合流する方法を考えなければ。

「仕方ない、妾わらわが探たん査さ導式を使ってやる。怪かい人じんを捜すついでだ。ありがたく思え」

　考えろ、考えろ俺おれ。どうすれば凛奈の安全が確保できる？

「……おいランタン、聞いているのか？　妾が探査導式を使ってやるというのに」

　そうだ！　むしろ先に怪人を見つけ出して倒せばいいんじゃね!?

　危険性を先に排はい除じよしといて、ゆっくり凛奈を捜せばいい！　おし、これだ！

「お、おい？　わざと無む視ししているだろ貴様！　妾の話を聞け！　一ノ院凛奈は妾が捜……」

「よっしゃーッ！　そうとなりゃこっちのもんだ！　さっさと怪人見付けだして、凛奈に危き害がいを加えられないほど殴なぐり倒してやる！」

「その前に妾が貴様を殴り飛ばすわッ！」

　俺が怪人を捜すために駆かけだそうとした時。

　きゅぼっ！　と俺の全身を激しい光と衝しよう撃げきが襲おそった。

「なッ!?　ぐ、っ……かぺっ!?」

　吹き飛ばされ、絨じゆう毯たん敷じきの廊下をゴロゴロと凄すさまじい勢いで転がる。

「な、何だ何だ何だ!?」

　怪人化かしてなかったら粉こな微み塵じんになっていただろう襲しゆう撃げきに、俺は床から跳ね起きる。

「フン、やっと冷静になったか」

　そこには、右腕に幾いく重えもの魔導陣じんを纏まとった現代の英えい雄ゆうがいた。

　展開されている導式は筋きん力りよく強化が二つ、属ぞく性せい変へん換かんが一つ、質量を持った魔ま力りよくを飛ばす砲ほう撃げき導式が一つの都つ合ごう四つ。

　アイテムはおろか促進導式すら使っていないというのに、あそこまで魔導を多た重じゆう演えん算ざんできるとは……さすがシャルロット。英雄の名に恥はじない化ばけ物ものじみた技量だ。

　……いやそんなことよりも。

「こ・の・ロ・リ・バ・バ・アッ！　スキーの時といい今といい、意味わかんねえ喧けん嘩かの売り方しやがって！　いきなり消し飛ばそうとするとはどういう了りよう見けんだ!?」

「は、はあ!?　いきなり意味わからなく取り乱したのは貴様だろう!?」

　勢いよく立ち上がり、目を丸くするシャルロットを睨にらみ付ける。

「こっちはさっさと凛り奈なを見つけねえといけねえんだ！　今はテメェのくだらねえ喧けん嘩かに付き合ってる暇ひまはねえんだよ！　邪じや魔ますんじゃねえ！」

「だ、だから妾わらわが一いちノの院いん凛奈を……ああもう面めん倒ど臭くさい！　とりあえずいっぺん死ね！」

　高速移動クイツク・ムーブを紡つむいだシャルロットが、ヒュンと懐ふところに潜もぐり込んでくる。あまりに洗せん練れんされた一連の動作に、視し界かいで捉とらえるのがやっとだった。

「あーもう、上等だコラッ！　積せき年ねんの恨うらみ、ここで全部晴はらしてやらァ!!」

　迎え撃うつように俺は属ぞく性せい変へん換かんの導どう式しきを最速で紡つむぎ、全身を炎ほのおの衣ころもで覆おおう。

　何よりはぐれてしまった凛奈が心配だ。やけにハッスルしているシャルロットには悪いが、速そつ攻こうで片付ける！
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　大たい戦せんすら生き残った歴れき戦せんの英えい雄ゆうと怪かい人じんが、かなりアホらしい理由でガチの殺とり合いを始めたのと同時じ刻こく。

「？」

　ふと、洋館を一人で歩く少女──一ノ院凛奈が足を止めた。

　ロウソクで照らされた薄うす暗ぐらい廊下。その先が見えないほど長い通路には、誰だれもいない。

　振り返り、今まで歩んできた廊下を見やる。

「……橙とう也や？　……シャルロットさん？」

　呼びかけてみたものの、やはり返事はない。

　この場には自分一人だけということに気付いた凛奈は、憤ふん慨がいしたように腕を組み、

（……まったく、あの二人ったら。どうしてすぐにはぐれるのよ）

　しかし、はぐれたのは自分だということには気付けなかった。

　保ほ護ご者しやの自覚があるのかしら、などと勝かつ手てな独ひとり言ごとを呟つぶやきつつ、凛奈は再び進行方向の廊下へ向き直る。




「まったく。こんな夜遅くに侵しん入にゆうするとは、無ぶ粋すいな正義の味み方かたもいたものだな」




　直後。ヒュオ、という一いち陣じんの風と共に、その少女は現れた。

「ッ！」

　先せん刻こくまで誰もいなかったはずの廊下には、確かに少女が立っている。

　第一印いん象しようは、青。

　年の頃ころは十代半なかばから後半。背せ丈たけは一六〇センチ前後。青いロングヘアーは腰まで届き、ふんわりした柔らかそうな質しつ感かんとさらさらした艶つやがある。

　体のラインを強調するノースリーブシャツに、それとは独立している袖そで。服の構造上じよう、露あらわになっている肩は驚くほど白く、きめ細やかだった。

　それら身に纏まとう服は、すべて青あお一色。

　眠たそうに細められた瞳ひとみも、サファイアのように蒼あおい。

「私はソフィア。ファミリーネームは……仇かたき討うちされるかもしれないから割かつ愛あいさせてもらう」

　ソフィアと名乗った青い少女はどことなく子供じみた外見とは裏うら腹はらに、酷ひどく落ち着いた調子で言葉を紡つむぐ。

　常じよう人じんならば気付かないかもしれないが。長らく異い形ぎようの少年と暮らしていた凛り奈なには、ひと目でわかった。

　その青い少女が、件くだんの怪かい人じんなのだと。

「ッ」

　凛奈がその雰ふん囲い気きに気け圧おされ、一歩下さがる。

　この青い少女が件の怪人であることはわかった。しかし凛奈には彼女を討とう伐ばつする力はおろか本来なら対たい峙じするだけの力すらない。それでも自分が今こうして立っていられるのは、青い少女が何かの気き紛まぐれを起こしているとしか考えられない。

　一人では決して出で遭あってはいけない類たぐいの異形。

　味み方かたである怪人の少年やシャルロットとはぐれ、彼女と遭そう遇ぐうしてしまった凛奈は、己おのれの最悪な状況を鑑かんがみた上で、

（な、ななな何なのよあの胸ェ──ッ!!）

　その状況とはまったく関係ない危き機き感かんを抱いていた。

　たわわに実っている胸は、友人の立たち花ばなカノン級だった。

　反はん則そくではないだろうか。絶対何なにかの魔ま導どうでサバを読んでいるはずだ、と凛奈は悔くやしさのあまり拳こぶしをギリギリ握り締める。

「そんな怖こわい目で見るな。別に取って食おうってわけじゃない」

　そんな羨せん望ぼうというか嫉しつ妬とがましい凛奈の視線を敵意と勘かん違ちがいしたのか、ソフィアと名乗った少女は面めん倒ど臭くさそうに髪かみをかき上げた。

「私は争いに来たわけじゃない。お前が大人おとなしくこの屋や敷しきから出て行くというのなら、危き害がいを加えるつもりは……」

「ダメよ絶対ダメ。あれは橙とう也やに見せちゃいけないわだって破は壊かい力りよくがありすぎだもの。ああいえ別に橙也を疑うわけじゃないけどカノンのあれを見て何の興きよう味みを示さない橙也なら大だい丈じよう夫ぶだと思うけどでも万まんが一いちってこともあるしでもでも……」

「……ちょっと？　私の話、聞いているか？」

　凛奈の様よう子すに戸と惑まどうソフィアは仕切り直すように咳せき払ばらいをした。

「──トーヤというのか。お前の仲間は」

「ッ！」

「だから、そんなに警けい戒かいするな」

　己おのれの軽けい率そつさに、凛り奈なは後こう悔かいした。

　一いつ刻こくも早く少年かシャルロットを呼ばなければならない。

　しかしどうやって。手段がない以上、何か手を打たなければならない。

「お前の方から仲間に手を引くように進言してくれないか。そうすればそのトーヤという人間も傷付かずにすむ。何度も言うが私に争う気はない。事が平和に進めばそれが一番いい」

　眠たそうに言って、青い少女はため息をついた。

　そんな彼女から、ジリッ、と距離を取るように凛奈が後ずさり、




　ガヅッ、ゴシャア！　と凛奈の背後にある壁が、凄すさまじい爆ばく音おんと共に崩ほう壊かいした。




「え、な、何ッ!?」

「にぎゃああぁぁ──ッ!?」

　身を強こわ張ばらせた凛奈が振り向いたのと同時に、崩壊した壁の大おお穴あなから人ひと影かげが飛んできた。

　さらに人影は反対側の壁に激しくぶつかる。

　その衝しよう撃げきで壁は無む惨ざんに崩壊し、人影は崩くずれた瓦が礫れきの下した敷じきになった。

「……」

「……」

　突とつ飛ぴな出で来き事ごとに、凛奈も青い少女も啞あ然ぜんとしてしまった。

「……ち、近ちか頃ごろの正義の味み方かたときたら。どうしてこう礼れい儀ぎをわきまえないというか、簡単に他ひ人との家を壊こわすというか」

　青い少女が、心しん底そこ呆あきれたように額ひたいを押さえた時。

　ごばんっ！　と瓦礫の下から、凛奈が見慣れた怪かい人じんが勢いよく顔を出した。

　赤せき橙とう色いろの髪かみ。闇やみに穿うがたれたような真まっ黒くろな双そう眸ぼう。耳辺りまで裂さけ広がっている大きな口。

　怪人ジャックランタン。それが少年の真ま名なだ。

「む、無む理り無理無理無理ッ！　ちょっ、何それどうなってんの!?　何でアイテムも促そく進しん導どう式しきも使ってねえのにそんな強固な導式を紡つむげるわけ!?」

「は──っはっはっはッ！　どうしたどうした？　『地じ獄ごくの篝かがり火び』とまで言われた、かのジャックランタンがこの程度で音ねを上げるのか？」

　さらに壁に穿うがたれた大穴から、シャルロットがやけに悪役っぽい高笑いを上げて現れた。

「……何してるの、二人共とも」

　事情をまったく知らない凛奈は突とつ然ぜん現れた知り合い達に、眉まゆを顰ひそめる。

　その、何というか……パッと見、まるで二人が争っているかのようだった。

「フン、威い勢せいがいいのは最初だけか？　まだ妾わらわは死霊遣いネクロマンサーとしての魔ま導どうは一切使つかってないぞ」

「んなろッ！　……しゃあねえ、そこまで言うならとっておきだ。余よ裕ゆうでニヤついてるそのドＳ顔、吠ほえ面づらに変えてやるッ！」

　怪かい人じんの少年は、バゴンッ！　と己おのれの上に載のっていた瓦が礫れきを吹き飛ばす。

「──圧あつ縮しゆく保ほ存ぞん導どう式しき、解かい凍とう」

　轟ごうッ！　と怪人の囁ささやきに呼こ応おうするように、周囲の空気が一変した。

　急速に室温が上がったような錯さつ覚かく。属ぞく性せい変へん換かんもされず、本来なら質量を持たないはずの魔ま力りよくが──しかし確かな熱を帯び、怪人の周囲に渦うず巻まいている。

「なッ!?　あ、アホか貴き様さま！　そんな馬ば鹿かみたいな魔力……この屋や敷しきを周囲一体ごと消し飛ばすつもりか!?」

「やかましい！　ちゃんと指し向こう性せいを持たせてるから消し飛ぶのはテメェだけだ！」

　表情から余よ裕ゆうが消えたシャルロットに対し、怪人の少年はさらに魔力を生せい成せいし続ける。

　どうやら二人はお互いに夢む中ちゆうで、凛り奈なの存在に気付いていないらしい。

「ちょっ！　それはシャレになってないわよ、橙とう──」

　周りが見えていない怪人の行動に、凛奈が慌あわてて彼の名を叫ぼうとした時、




「ランタン？」




　どこかから、その別名が囁かれた。

　怪人はそれで正気を取り戻したのか、おびただしい魔力の渦を収め、消しよう失しつさせる。

「ん？　あ、凛奈！　よかった！　捜してたんだよ！」

　明らかに捜してなかったじゃない、と凛奈が内ない心しんで突っ込む。

　と、少年はさらに、凛奈の背後へと視線をやった。

「────」

　そして彼は絶ぜつ句くした。

　驚きと動どう揺ようと、その他の様々な感情がごちゃ混ぜになっている顔。

　怪人の少年がそんな顔をする理由がわからなくて、凛奈は困こん惑わくする。

　そこで、すっ、と凛奈の背を追い越し、少年に歩み寄る青い人ひと影かげがあった。

「あっ！　橙とう也や！　その人は……」

　言う前に、青い少女は固まったまま動かない少年の前で立ち止まる。

　そして彼女はその可か憐れんな指先で、少年の頰ほおに触れた。

「本物か？　私が幻げん影えい魔導にかかっている……わけではない、よな？」

「……ソフィア？」

　ドクンッ、と凛奈の心しん臓ぞうが激しい痛みを伴って、高鳴った。

「──ぁ」

　まだ青い少女は彼らには名乗っていないというのに、少年はその名を、まるで最初から知っていたかのように口にした。

「お前、生きてたのか？」

　黒に染まった瞳ひとみに戸と惑まどいの色を宿す少年。

　少年の顔に触れながら、信じられないとばかりに固まる少女。

　さらに状況を察したのか、黙だまって二人を静せい観かんするシャルロット。

「ッ」

　一人だけ状況についていけない凛り奈なは、激しく胸を締め付けられる。

　まただ。

　また、この痛みだ。

（……わたしが知らない、橙とう也やの──）

　少年がシャルロットと話している時に感じる、小さな、けれど決して無む視しできない焦しよう燥そう感かん。




　自分が知らない少年の過去に、凛奈はどうしようもない不安を覚えていた。













　　　二話　ヴィランの系けい譜ふ







　頭にぶつかったらガチ死ねる勢いで飛ひ翔しようする物体を、俺おれは転がるように跳んで避けた。

「いや、マジ危ないってそれ！　脳のう震しん盪とうじゃすまねえぞそれ！」

　日付は連休明け。場所は野や戦せん訓くん練れんグラウンド。

　大型の陸りく上じよう競技場ほどの広さがあるそこは、白はく陽よう花か学園が誇る最大の訓練施し設せつだ。

　現在はフィールドに大おお岩いわや背の低い草木などの障しよう害がい物ぶつが、地面下や観客席に内ない蔵ぞうされている大型魔ま導どうアイテムによって具現化マテリアライズされている。

　そこで俺は魔ま女じよに襲おそわれていた。

「ッ！」

　受け身を取り、すぐさま立ち上がった瞬しゆん間かん、再び殺さつ気き。

　見上げると、先ほど俺の後こう頭とう部ぶに突とつ貫かんを掛けてきた魔女が、急きゆう降こう下かしてくるところだった。

「んなろッ！」

　高速飛翔体を迎げい撃げきするように、バギッ、と右拳こぶしを握り締めた。

　右手に叩たたき込んだ魔ま力りよくは火のエーテル物質に属ぞく性せい変へん換かんされ、燃え上がる。

「必ひつ殺さつ、天てん蓋がい滅めつ焼しよう拳けんッ！　（仮）」

　仰ぎよう々ぎようしく叫んでみたものの、要はいつもの炎ほのおを纏まとわせたアッパーカットだ。

　ガヅンッ！　と魔ま女じよが乗っている箒ほうきの先せん端たんを叩たたき上げる。

「あ、あわわ！　あわわわわッ！　……ふぎゅっ!?」

　それで箒に乗っていた赤せき髪はつの少女がバランスを崩くずし、クルクルと回って地面に落っこちた。

「あぁ！　アタシの箒が！　昨日きのうの夜、せっかくワックスもかけてピッカピカに磨みがいたアタシの『リンカー・ベルⅣ型』ちゃんに焦こげ目がぁぁッ！」

　ガバァ！　と勢いよく跳ね起きたカノンが、愛用の箒を掲かかげて泣き叫んだ。服は白はく陽よう花か指定のジャージだが、相変わらず三角帽ぼうとマントを余よ計けいに着込んでいる。

「ひ、酷ひどいよ橙とう也やくん！　訓くん練れんなんだから、そんな本気にならなくてもいいのにッ！」

「本気で俺おれを轢ひき殺そうとした奴やつには言われたかねえよ！」

　つーか焦げ目くらい、白陽花の生せい協きように売ってる部品に取り替えればいいだろ。リンカー・ベルⅣ型っつったら市し販はんの魔ま導どうアイテムじゃん。

「うぅ～、高こう等とう部ぶに上がったお祝いにお姉ねえちゃんが買ってくれた、アタシの箒がぁ～……」

「……」

　よよよ、と箒を抱きながら泣き崩れるカノンを見て、さすがに罪ざい悪あく感かんに囚とらわれた。

　やばい。これは謝っておかなければ後々気まずくなる。

「わ、悪かったよ……俺もマジになりすぎた。箒を狙ねらったのもお前を怪け我がさせないためで」

「あっ！　あとちょっとしたアドバイスなんだけどね！」

　ばっ、と元気よく立ち上がるコスプレ魔女。その顔はすでに満面の笑えみなのだった。

　ホント表情がコロコロ変わるというか、何があってもめげない性格というか……こいつ、さっきのは噓うそ泣なきだな畜ちく生しようめ。

「橙也くんのその必殺技わざだけど、ちょっと芸げい風ふうが古いかなー」

「……」

「あ、べ、別にダメってわけじゃなくてね！　その、人それぞれセンスの年代があるし！　全然ダメってわけじゃないんだけど、ちょっと今いま風ふうじゃないというか……ね？」

「…………」

　カノンの気き遣づかいに、俺は沈ちん痛つうな面おも持もちでうつむいた。

　……おかしいな。凛り奈なが考えたこの技名、充分格かつ好こいいと思ったんだけど。

「そ、そんなヘコむことないよ！　何だったらアタシと一いつ緒しよに考えようよ！」

「うっせーし。近寄んな魔女、テメェは洗ってねえラベンダーの匂においがするんだよ」

「なっ!?　あ、アタシは魔女じゃないし、っていうか橙也くん！　女の子に対してそれはいくら何でも酷──あれ？」

　一いつ瞬しゆん怒りかけたカノンが首を捻ひねる。

「ラベンダーって普通洗あらわないよね？　それはそのままラベンダーの匂においがするって意味だから、むしろいい香かおりがするっていう褒ほめ言葉なんじゃ……でも洗ってないって語ご感かんは何か悪わる口くちっぽいし……あれ？」

　カノンはしきりに首を捻り、俺おれの言葉を吟ぎん味みし始めた。

　ふん、そのまま『悪口なのか褒め言葉なのか』という思し考こうの迷めい宮きゆうを彷徨さまよってろ。

　いまだに考え込んでいるカノンを背に、俺は脱だつ兎とのごとく駆かけ出した。

　しばらく走り、カノンが見えなくなったのを確かく認にんして、手て頃ごろな大おお岩いわに身を隠かく──

「壱哮ワンコッ！」

「ぃいッ!?」

　どこからともなく衝しよう撃げき波はが飛んできて、大岩の陰から弾はじき出された。

　距離にして十メートルほど吹き飛ばされたが、何とか空中で身を捻り、着ちやく地ちする。

　衝撃波が飛んできた先に、サングラスをかけた珍ちん妙みような白はく狼ろうがいた。

　狼おおかみの周囲にはメモ帳大だいの紙切れが無数に漂ただよっている。紙には何やら古めかしい文字で導どう式しきが描かれていた。『術じゆつ符ふ』という、ちょっと特とく殊しゆな使い切りアイテムだ。

「はん！　うまく致ち命めい傷しようは避けたか！　なら……百哮ビヤツコッ！」

　白い狼──大おお狼がみ真しん弦げんは頭ず上じよう高く飛び上がり、地面にいる俺へ向けて吼ほえる。

　瞬しゆん間かん、数多あまたの術符が赤く明めい滅めつし、こちらへ向けて一いつ直線に飛んでくるトルネードのような衝撃波を生み出した。

「チッ！」

　舌した打うち、俺も属ぞく性せい変へん換かんと形状付ふ与よの導式を紡つむぐ。

　右手から噴ふん出しゆつする炎ほのお。風で揺らめく赤せき橙とう色いろは一いつ瞬しゆんで強固な現実感かんを帯び、形を得る。

　それは獣けものを思わせる鉤かぎ爪づめだ。

　魔ま力りよくに形状を持たせた炎の爪を、俺は掬すくい上げるように振るった。

「ディアボロスクローッ！　（仮）」

　爪から放たれた三本の火か線せん。

　獣けものの搔かき傷のように伸びる斬ざん撃げきは、真弦が放った衝撃波を断ち切った。

「ハハッ、『壱哮ワンコ』に続き『百哮ビヤツコ』まで受けきるたぁな。やるじゃねえか鳥と坂さか！」

　ストンと音もなく着地した真弦が、先ほどの攻こう防ぼうを心しん底そこ愉たのしむかのように笑う。

　そして、何かに気付いたように顔を顰しかめ、

「でもその技わざ名めいは……ちょっとな、うん。考え直した方がいいと思う」

「うっせえハゲ犬！　ストレスで円形脱だつ毛もうしやがれ！」

　ちょっと格かつ好こいい名前を考えたからって調子乗のるなよ！

「ほう……？　ならその犬と呼んだ奴やつが考えた最終奥おう義ぎ、受けてみるか？」

　グラサンの下で真しん弦げんの目がギランと光り輝いた。

　あ、やべ。売り言葉に買い言葉をしたら、火に油注そそいじまった。

「術じゆつ符ふの使用枚まい数すうは百を上回る一万だ！　さっきみたいに軌き道どうを逸そらすこともできねえぞ！」

　真弦が軽く尻尾しつぽを振ると、そこから一枚の術符が舞い出る。

　その術符は宙に浮き、二枚に分かれ、さらに二枚が四枚へ、さらに四枚が八枚へ──

　そうして際さい限げんなく増ぞう殖しよくし続ける術符に、俺おれは身み構がまえ……。

　ちょっと待て。

　一万枚？

「その名も必ひつ殺さつ、萬マ○──」

「ディアボロスクロォォッ！　（仮）」

　真弦が魔ま導どうを発動させる前に、俺は再度炎ほのおの爪つめで斬きりかかった。

　いかん、その技だけは出させてはいけない！

「うおッ、い、言い終わるまで待てっつーの!?　ただでさえ制せい御ぎよが難しいんだからよ！」

「待つわけねえだろ！　そんな卑ひ猥わいな最終奥おう義ぎ、叫ばせてたまるか！」

　飛びかかる俺の攻こう撃げきを、真弦は獣けもの特有の身の軽さで回かい避ひする。

　俺を跳び越えるように回避した真弦が着ちやく地ちしたのは、さっきまで俺が立っていた場所だ。

　ふん、馬ば鹿かな狼おおかみめ！　かかったな！

「んなッ！　何だこれ!?」

　真弦が着地した瞬しゆん間かん、地面から赤あか橙だいだい色いろの光が溢あふれ出る。

　シュボッ、と地を走る炎によって次々と魔導陣じんが描かれていく。

　やがて完成した陣は直ちよつ径けい三メートルほど。さらに外がい縁えんからはいくつもの火ひ柱ばしらが隙すき間まなく出現し、最後に天てん井じようとなる円えん陣じんが現れた。

「うお、こ、これ捕ほ縛ばく魔導か!?」

　炎の檻おりに捕とらわれた真弦は、驚きの声を上げた。

　真弦の言うとおり、それは俺があらかじめ演えん算ざんしておいた捕縛魔導だ。

「ギャーッハッハッハッ！　突とつ進しんに気ぃ取られすぎだっつーの！　そんなんだからトラップにも気付かねえんだよ！」

「き、汚きたねえーッ！　罠わな使うとかその笑い声とか色々汚えーッ！　つーかオマエ、炎出だす他にこんな魔導まで使えんのかよ!?」

　捕縛魔導は空くう間かん設定や魔ま力りよくに形けい状じよう付ふ与よなどをしなければならない分、単純な攻撃性を持つ魔導より演算も複雑になっている。

　真弦が驚いているのはそこだろう。お前にそんな導どう式しきが紡つむげたのか、と。

　非常に失礼な話だが……元々怪かい人じんジャックランタンとしての『特性』から、俺が一番得意としてるのは捕縛魔導なんだよ。

　ま、真しん弦げんには教えないけどな。

「さてっと」

「お、おい！　どうして右手に炎ほのお纏まとわせてんだよ！　オレ、戦せん闘とう不能で決けつ着ちやくついてんだろ!?」

「……訓くん練れんでは情じように流されてはダメという格かく言げんがあってだな」

「実戦！　そこ訓練じゃなくて実戦！　死ぬ！　そんなの食らったらマジ死ぬっつーのおい頼むからオレの話を聞け鳥と坂さかぁぁッ！」

「オラァッ！　転てん入にゆう初日にドッグフードを食わせようとした恨うらみッ！」

「意い外がいと根に持つタイプ!?」

　炎の拳こぶしで、檻おりの中にいる真弦を殴なぐり殺そうとした、その時。

『──大おお狼がみ君、今助ける』

　涼やかな声が聞こえた。

　同時に、肌はだを刺す異常な冷気を感じる。

「やばっ」

　危き機きを察さつ知ちし、俺おれは高速移動クイツク・ムーブを用いて背後に跳ぶ。

「うおッ！　ちょ、待った待った冬ふゆ咲さき！　まだオレが……ッ！」

　直後。炎の檻は渦うず巻まく冷気にかき消され、中にいた真弦が氷こおり漬づけにされた。

　……うん。まあ、あれも捕ほ縛ばく魔ま導どうの一種だし。死にはしないだろう。たぶん。

　と、冷気を含んだ風が俺おれの頰ほおを撫なでた。

「ッ！　炎えん髄ずい斬ぎり！　（仮）」

　振り向き様ざまに、炎を纏まとったソバットを放つ。

　目もく測そくどおり、俺の蹴けりはこちらの後こう頭とう部ぶを狙ねらっていた円えん柱ちゆう型がたの氷ひよう塊かいを打ち落とした。

　背後から奇き襲しゆうとは……あんの優ゆう等とう生せいめ。ずいぶん正義の味み方かたらしからぬ、こと──を？

「……おいおい、冗じよう談だんだろ」

　振り向いた先にある大おお岩いわ。

　障しよう害がい物ぶつとして設定され、俺の身長をゆうに超えるその岩に──銀ぎん髪ぱつの少女が立っていた。

『やっと二人きりになれたね、橙とう也や』

　ふざけた台詞せりふを口以外のどこかから淡たん々たんと発する少女、冬咲姫き紗さ希き。服装はカノンと同じく学がく園えん指定のジャージ。さらにグローブ型アイテムに覆おおわれた両手。

　彼女はその両手を天高く挙げ──自分が立っている大岩よりも、さらに大きな氷塊を浮ふ遊ゆうさせていた。
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　目もく算さんで直径八メートルはある。ビキベキッ、とあまりの冷気に内側からひび割れる音が聞こえてくるが、氷塊自身がその形を崩くずすことはない。

「……え？　噓うそ、マジで？」

　姫紗希の奴やつ、もしかしてアレを俺に落とそうとか考えてない？

『橙とう也や。そろそろ本気出ださないと、本当に大おお怪け我がするわ』

　姫き紗さ希きが淡たん々たんとした声こわ音ねでうながしてきた。

　本気も何も、怪かい人じんに戻ってない俺おれとしては今までのが全力なんだが。どうやらこの無表情少女は俺の実力を勘かん違ちがいしているらしい。過か大だい評ひよう価かの方向に。

　と、姫紗希は何かに気づいたように無表情のまま首を傾かしげ、

『あと炎えん髄ずい斬ぎりはないと思う』

「何なんだお前らはさっきから！　これは凛り奈なが考えたのであって俺は命めい名めい者しやじゃねえよ！」

『……噓うそぉ？』

「噓じゃねえよ！」

　姫紗希が心しん底そこ疑わしそうな目をしてきた。いつもは無表情のクセに。

『そーれ』

　気の抜けるかけ声と共に、姫紗希は頭ず上じように掲かかげていた両腕を振り下ろす。

　連動して、ゴゴゴゴゴッ！　と巨きよ大だいな氷ひよう塊かいが凄すさまじい威い圧あつ感かんを放ちながら落ちてくる。

「うわ、こいつ本当に落としやがった！　……クッソ、上等だ！　その挑ちよう戦せん受けて立つ！」

　魔ま力りよくを全力生せい成せい、並びにそのすべてを筋きん力りよく強化の導どう式しきへ注そそぎ込む。

　直後に、ゴウゥゥンッ！　と信じられない重量をした氷塊が俺にのしかかってきた。

「うおおぉぉぉぉぉぉッッッ!!　……おぉ？　……おぉ！　何だこれ意い外がいと大だい丈じよう、」

　──あっ。やっぱ無、ぺぎゃ。
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　戦せん闘とう訓くん練れん・四人サバイバル実じつ戦せん形式。

　一位、冬ふゆ咲さき姫き紗さ希き。

　二位、大おお狼がみ真しん弦げん。

　三位、俺おれ。

　四位、立たち花ばなカノン。

「やっぱ冬咲が一位か。オレも頑がん張ばったんだがなあ、途と中ちゆう退たい場じようがマイナスかー」

「アタシ、頑張ったのに四位って……橙とう也やくん相手に結けつ構こう善ぜん戦せんしたのに四位って……」

『よしよし』

「あー、そもそも立花は戦闘に向いてねえからな。むしろオレはよくやったと思ってるぜ？」

　具現化マテリアライズされた障しよう害がい物ぶつが消えた野や戦せん訓練グラウンド。

　その端はしっこ。観客席に近い位置に集まって、姫紗希やカノン、真弦達が成績の順位を見ながら和わ気き藹あい々あいと話し合っていた。

「……サバイバルだからって俺一人を狙ねらうの、酷ひどくね？」

　その横で地面に寝ね転ころがっていた俺の呟つぶやきは、ものの見事にスルーされた。

　訓練の最後。巨きよ大だいな氷ひよう塊かいに押し潰つぶされる直前に、姫紗希が導どう式しきを解かい除じよして氷塊を消してくれたとはいえ……途と中ちゆうまでそれを受け止めようとしたダメージはでかい。

　全身の筋きん肉にくを酷こく使ししたのでピクリとも動かない。サバイバル開始からずっと三人に狙われたので、絶え間なく使っていた魔ま力りよくはすっからかん。もうどう頑張っても絞しぼり出せない。

「大だい丈じよう夫ぶですか、鳥と坂さか君」

　大だいの字じに寝転がっている俺を見下ろす影。

　臨りん時じ担たん任にんの先生だ。白はく陽よう花かの訓練では教きよう師しが一人、監かん視しとして居合わせなきゃいけない決まりがある。もしものことがあった場合、止めに入ったりするためだとか。

「ええ、まあ大丈夫です」

「そうですか。それじゃあこれで実じつ戦せん形式の訓練は終わります。皆さんはしっかりストレッチしてからグラウンドを出てください」

「『「はーい」』」

　カノンが元気よく、姫紗希は抑よく揚ようなく手を挙げ、真しん弦げんは尻尾しつぽを振り、グランドを去る臨時担任の先生を見送った。

「橙也、本当に大丈夫？　怪け我がしてない？」

　と、姫紗希達たちとお揃そろいのジャージを着た凛り奈なが駆かけ寄ってきた。結けつ社しやの証あかしであるいつものマントはやはり羽は織おっているので……もう違い和わ感かんがバリバリだった。

「んー？　まっ、問題はないな」

　それに俺おれは、よっこらせ、と立ち上がりながら答えた。

　軽く手を握ったり開いたり、首を回したりしながら体の状態を確かく認にんする。無む理りに魔ま力りよく生せい成せいの出力を上げたから、少し体が熱っぽいけど。まあ運動には支し障しようがないレベルだ。

「そう？　ならいいんだけど」

「お前は？　ちゃんと筋きんトレしてた？」

　よかったー、と胸を撫なで下ろしている凛り奈なに、俺は聞き返す。

　本来なら彼女も訓くん練れんに参加する予定だったのだが。あまりにも低い運動能のう力りよくが災わざわいして、実じつ戦せん訓練の参加基き準じゆん値ちを大きく下回っていたらしい。

　よって臨りん時じ担たん任にんから筋トレを言い渡された凛奈は、俺達の実戦訓練が終わるまで、訓練場の端はしでずっと筋トレしていたのである。

「ふふん、ばっちりよ！」

　誇らしげに胸を張った凛奈は、ばっ、と片手の指を勢いよく広げる。

「橙とう也や達が戦っている間に、腕立て五回もできたわ！」

「おー、前までは三回が限界だったもんな。頑がん張ばった頑張った」

「と、橙也くん！　凛奈ちゃんに対する判はん定ていが甘いんじゃないかな!?」

『もう親おや馬ば鹿かと同レベルね』

「うむ。親なのかどうかはともかく、馬鹿ってところは賛成だな」

「燃え散らすぞ狼おおかみ。俺に負けたクセに調子乗のんな」

「負けてねえよ！　総合ポイントはオレが二位で鳥と坂さかは三位だろ!?　どう見たらオレの負けになる!?」

「へーんだ、あっさり捕ほ縛ばく魔ま導どうに引っかかったクセにー。見え見えな罠わなにかかったクセにー」

「こ、こんのメッシュ頭……ッ！　嚙かみ千ち切ぎる！」

　なんてことを言いつつ、俺はこいつらの実力に戦せん慄りつしているのだった。

　シャルロットにして『白はく陽よう花か創そう設せつ以来の逸いつ材ざい』と言わしめる特とく待たい生せい、冬ふゆ咲さき姫き紗さ希きは措おいておくとして……正直、奨しよう学がく生せいであるカノンや真しん弦げんまで強いとは思ってなかった。

　白陽花の生徒の実力を計るおおまかな基準として、当とう然ぜん学園側から学費が免めん除じよされている特待生が一番上うえとされている。その次が一般生。そして俺と凛奈、カノンと真弦が分類される奨学生が一番下という順だ。

　これは奨学生にだけある『学費を学費免めん除じよ値ちに置き換え、人助けで返済する』という特とく殊しゆな制度の影えい響きようだ。考えれば当たり前のことで、人助けに明け暮れることが多い奨学生はロクに訓練を受ける暇ひまもなくなるのだ。

　が、どうもその基準はＤＨ学科の生徒には当てはまらないらしいのだ。

　ダークヒーロー学科。訳わけありの子供達を更こう生せいし、正義の味み方かたとして育てる学科。

　訳あり……つまり、少なからず過去や経けい歴れきに曰いわくが付いているということ。

　そりゃあしぶとくなるというもんだ。真しん弦げんやカノンがどんな人生を送ってきたかは知らないが、『奨しよう学がく生せいの実力は低い』というバロメーターを覆くつがえす『何か』があったのは間違いない。

「ったく。んなこと言ってっと、教えてやんねえぞ」

「あ、何が？」

　やれやれ、と耳と尻尾しつぽを垂らすグラサン狼おおかみ。可愛かわいい仕し草ぐさなのがちょっと腹立つ。

「訓くん練れん中からちょっと匂においがするから、気になってたんだけどよ」

　真弦は、クイッ、と明後日あさつての方向を鼻先で指し示す。つられて俺おれも見る。

　その先は観客席。主に訓練場じように予約を入れた生徒や教員達が座り、順番待まちの暇ひま潰つぶしに訓練を観かん戦せんする場所。

「オマエに客が来てる」

　そこに生徒でも教員でもない『青い少女』が、眠たそうな顔で手を振っていた。
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　かつて俺には仲間がいた。

　凛り奈なと出会い、ゼロウ・ファミリーに入る以前。共に戦せん乱らんの世を駆かけ抜け、怪かい人じんとして正義の味み方かたと戦いながらも、かけがえのない日々をすごした仲間が。

　彼らは十数人という少数メンバーで構成された悪の秘ひ密みつ結けつ社しや。

　名を『ヴィランの系けい譜ふ』。

　少人数で構成された結社とはいえ、内部には明確な幹かん部ぶクラスの怪人がいた。

　世の中の九割を筋きん肉にくで解決しようとする結社のリーダー。

　戦せん略りやく参さん謀ぼうであり、常にクールぶったいけ好かないインテリ眼鏡めがね。

　乱らん戦せんにおける切り込み隊長を担になっていた純じゆん粋すいな異い形ぎよう。

「お疲れ、トーヤ」

　そして幹部クラスの一人。

　ヴィランの系譜における『最さい大だい戦力』とまで言われた若き才さい女じよが、眠たそうな半はん目めで、野や戦せんグラウンドから出てきた俺達を待ち構えていた。

「……」

　グラウンドの出入口。沈ちん黙もくする俺とは裏うら腹はらに、少女は小さく欠伸あくびを漏もらしていた。

　人の手で造ぞう形けいされたような端たん麗れいな容よう姿し。青あお一色にコーディネートされた服。サファイアブルーの目はいつにも増して重そうに細められている。

「またか……お前、いい加か減げんひょっこり現れるのはヤメレ。心しん臓ぞうに悪い」

「白はく陽よう花かの野や戦せん訓くん練れんグラウンドは一いつ般ぱん公開されているが……私が純じゆん粋すいな客として訪れるのに、何か問題があるのか？」

　あるに決まってんだろ。ここは正義の味み方かた育いく成せい機き関かんで、テメェは怪かい人じんだろうが。

　青い少女の名はソフィア。

　俺おれと同じく、その正しよう体たいは怪人であり……連休にスキー旅行へ赴おもむいた俺は、彼女と思いも寄らない再会を果たした。

　それからというもの、ソフィアは妙みように俺に付きまとってきやがるのだ。

　旅行から帰ってきた俺達が今度は近場で遊びに行くと、どこから情報を嗅かぎつけたのか先回りしていたり、何食わぬ顔で遊びに加わったり、俺達の人助けについてきたり……、

「ソフィアさん、こんにちは！　今日きようも何というか、青いですね！」

『こんにちは。橙とう也や目当てですか？』

「こんちは。アンタも飽きないね」
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「カノンもキサキもシンゲンもお疲れ。お前達は今日も賑にぎやかだな」

　その結果、着実に姫き紗さ希き達たちと仲よくなっていたり、

「む、むぅ～……ッ！」

　このように、凛り奈なを原げん因いん不明の不ふ機き嫌げんモードにしたりするのだ。

　膨ふくれっ面つらをした凛奈が、俺の腕を取ってぐいぐい引っ張ってくる。どうやら早くこの場から離れたいようなのだが、純じゆん粋すい無む垢くな少年少女達が、ソフィアに毒どくされていくのを放っておくわけにはいかない。

「おいお前ら、そいつにあんま近寄るな。毒持もってるぞ毒」

「失しつ敬けいだな。こうして昔むかし馴な染じみが暇ひまを見付けて会いに来ているというのに、もっと嬉うれしそうにしないのか」

　相変わらず何を考えているのかわからない奴やつだ。常に気け怠だるげな表情で固定されているので、余よ計けいに感情が読みにくい。

　俺おれは盛せい大だいにため息を吐つきつつ、チョイチョイと指でソフィアを呼ぶ。

「？　何だ」

　若じやつ干かん面めん倒ど臭くさそうにするソフィアは、それでも素直に顔を近付けてきた。

「ぶっちゃけどうやって入ってきたんだよ？　一いつ般ぱん開放されてるとはいえ、取り調べくらいあったろ。お前がすんなり入れるとは思えない」

「ハイドランジアの許可を事前に取ってある。あとは顔パスだ」

「……あいつ、どうしてそういうとこだけ気前いいんだ」
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　さかのぼること数日。俺と凛り奈な、シャルロットで行った怪かい人じん討とう伐ばつの人助け。

　その際、討伐対たい象しようの怪人というのがソフィアだった。

　お互い顔かお見み知しりということもあり、さらにソフィアの事情を聞いたシャルロットは、それならば、と彼女を見み逃のがすことを承しよう諾だくしてくれた。

　その事情というのは──ソフィアは『仮かり出しゆつ所しよ中ちゆうの身』ということだ。

　異い空くう監かん獄ごくアルカトラズ。

　日本ではない海外のとある島。

　国こく立りつ公園として一いつ般ぱん公開され……その裏には閉へい鎖さされたはずの刑けい務む所しよという側面を持ち、善ぜん悪あく戦争で捕とらえた怪人を収しゆう監かんしておくために異空間を提供しているという都市伝でん説せつがある。

　そこにソフィアは捕らわれていたらしい。

　善悪戦争が終しゆう結けつし、十年もの月日が流れた、最近まで。

　そして最近、やっと仮出所したのだとか。

　ソフィアを討伐するために派は遣けんされた正義の味み方かた部ぶ隊たいに死者が出ていない理由はそこだった。事情を知らない日本政せい府ふは彼女を討伐対象としていたが……仮出所中のソフィアは追い返すための戦せん闘とうしかしなかったのだという。

　初めにその話を聞いた時は驚いた。

　まさかそんな眉まゆ唾つばの伝説が存在しているとは思わなかった、というのもある。

　だが何よりも──死んでいたと思っていたソフィアが生きていることに、俺おれは戸と惑まどいを隠かくせなかった。

　悪の秘ひ密みつ結けつ社しやヴィランの系けい譜ふは、大たい戦せんが終しゆう結けつする間ま際ぎわに滅びた。

　構こう成せい員いんは次々と正義の味み方かたに減らされ、戦せん略りやく参さん謀ぼうは散り、リーダーは戦せん闘とう半なかばで倒れて……最後には、俺だけが生き残った。

　そのはずだった。
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「はい！」

　俺達が内ない緒しよ話ばなしをしているのに業ごうを煮やしたのか、カノンが勢いよく手を挙げた。

「橙とう也やくんとソフィアさんって、どんな関係なんですか？」

「ん、気になるか？」

　ソフィアの問い返しに、うんうん、と首しゆ肯こうする魔ま女じよと狼おおかみと無表情少女。

「おい、暗あん黙もくの了りよう解かいはどうした。お互いの素す性じようは聞き出さないのがマナーじゃねえのか」

「そうだな。簡かん潔けつに言えば、幼おさな馴な染じみみたいなものだ」

「や、何だ幼馴染って」

　別に知り合った時はお互いに幼くなかったろ。

「『「おぉ～」』」

　途と端たん、目を輝かせる三さん馬ば鹿か。

　それに調子づいたのか、ソフィアが少しだけ得意げな顔で続ける。

「互いの（怪かい人じんに変へん異いした）体のことはよく知ってる。（同じ結社に所しよ属ぞくしていたから）一いつ緒しよに暮らしていたこともあるし……ああ、その時は毎日のように激しく（口くち喧げん嘩か）していた」

「おい、ふざけんな！　明らかに言葉隠かくしただろ今！　最後とか絶対激はげしくの後に『口喧嘩』があっただろ！」

「こ、これは想そう像ぞう以上にえっちぃ秘密の予感が……と、橙也くんって意い外がいとアダルティ？」

「……やばい。オレ、男として普通に負けた気がする」

『橙也がここまで照れてるの、初めて見たかも』

「怒ってんだよ！」

「わ、わわわッ、わわわわわわわ……ッ！」

　と、俺の隣となりで今まで黙だまっていた凛り奈ながいきなり壊こわれ始めた。

　プルプルと震える彼女は、やがて意を決したように俺とソフィアの間に割って入り、




「わ、わわわたしだって橙也の体のことなら隅すみ々ずみまで知ってるわッ！」




「「『「「……」」』」」

　さすがに俺おれ達たち五人は呆あつ気けに取られた。

　どうしてそこで張り合うんだ。話が余よ計けいにややこしくなってんだけど。

　あと、張り合う場所を間違えてると思うんだ。いやマジで。

「絶対渡わたさないもん！　橙とう也やは、橙也はずっと、ずーっとわたしと一いつ緒しよに暮らしてて、わたしの部ぶ下かで、わたしの味み方かたで、それでそれで……う、うわ～んッ！」

「あ、おい凛り奈な？」

　その発言はギリギリだぞと突っ込む前に、凛奈は、バッ！　と走り去ってしまった。

　そして、

「きゃっ！」

「あ」

　すてーんッ、と盛大にこけた。

　しばらく彼女は倒れた状態で固まる。やがてこけた痛みに耐えるかのようにプルプルと震え出し、勢いよく立ち上がると、また『うわ～ん！』と叫びながら駆かけ出してしまった。

「お、おい凛奈、止やめとけって！　走るとまたこけるから！　せめて競きよう歩ほにしとけって！」

『心配するところが違うと思うけど……』

「あちゃー。こりゃあちょっとイジりすぎたか」

「ご、ごめんね凛奈ちゃん！　別に凛奈ちゃんに意い地じ悪わるしたかったわけじゃないんだよ!?」

　姫き紗さ希き、真しん弦げん、カノンは走り去った凛奈の背を追うように駆け出した。

　凛奈の行き先は、たぶんログハウスだろう。まあ一ひと足あし先さきに帰っているのなら無む理りに追う必要もない。あいつがいきなり壊こわれた理由は後で聞こう。

「お前の周りはいつも賑にぎやかだな」

「あ？」

　俺と一緒にその様よう子すを見ていたソフィアが、そう呟つぶやいていた。

「正直、羨うらやましいよ」

「……」

「また時間を見付けて来る」

　どうも軽かる口くちを叩たたける気分じゃなくなり、俺は『ああ』と簡かん潔けつに頷うなずく。

「できれば次は俺一人の時にしてくれ」

「もしかしてそれは誘っているのか？」

「……俺が暴れ出さないうちに帰れ。凛奈達たちを引っかき回されるのが迷めい惑わくだっつってんだ」

「わかったわかった、そう怖こわい目で見るな。それじゃあな、トーヤ」

　欠伸あくびをしながら言い残し、ソフィアは歩み出した。

　凛り奈な達が去っていった方向とは真ま逆ぎやく、つまり白はく陽よう花かの校門の方へと。

　ゆらゆらと緩かん慢まんな足取りで去っていくその姿すがたをしばらく見送り、俺おれもさっさと帰ろうと、訓くん練れん場じようを後にした。

「あーあ……ったく」

　ソフィアは異い空くう監かん獄ごくアルカトラズに捕とらえられていた。

　十年もの間、ずっと一人で。

　だからだろう。俺の周りが賑にぎやかだと語るソフィアの目に、あんなにも羨せん望ぼうの色が宿っていたのは──




　　　　◆◆◆




「うぅ……と、橙とう也やの過去について、教えて、ください……っ」

　ログハウスに帰ると、凛奈がぐずっていた。

　目にいっぱいの涙を溜ためながら、それでも泣かないと必死に堪こらえるように唇くちびるを引き結んでいる。その小さな拳こぶしを固く握り閉め、絞しぼり出された言葉は嗚お咽えつ混まじりだった。

「…………」

　そして懸けん命めいに涙を堪える凛奈の並々ならぬ雰ふん囲い気きに気け圧おされ、俺は凛奈の前に自ら進んで正せい座ざしているのだった。

　ログハウスのリビングで泣かんと必死の総そう帥すいと、胸きよう中ちゆうに溢あふれる謎なぞの罪ざい悪あく感かんに正座する怪かい人じん。こんな結けつ社しやは世界中を捜しても、たぶん俺らだけだろう。

　こんな凛奈を見るのはいつぶりか。

　確か、俺が前総帥ジイさんとの稽けい古こで大おお怪け我がした時だっけ？　ああいや、凛奈が楽しみに取って置いた限定スイーツを前総帥ジイさんが勝かつ手てに食った時だっけ？

　……今思い返してみたら、全部前総帥ジイさんのせいじゃねえか！

「と、橙也は昔のこと、か、隠かくしてるから……嫌いやかも、しれませんけど……だっ、だからわたしも聞かないようにしてたけど……っ」

「い、いやいや！　決して隠してたわけじゃないよ!?」

「じゃ、じゃあ……何で、話してくれないんですか……っ？」

「何というか、聞かれなかったし！　興きよう味みないのかなーって思って！」

「きょ、興味ないわけ、ないじゃない、ですか～……っ！」

　途と端たん、凛奈の目に溜まっていた涙が溢あふれそうになった。

「わかった！　よーし、何でも聞いてくれ！　俺に話せることなら何でも話すから！」

「ほ、ほんと、ですか……？」

「ホントホント超ホント！　だからまず涙なみだ拭ふこうぜ！　なっ！　それと敬けい語ごも止やめよう！　何かお前に畏かしこまられるとすげー申し訳わけないからさ！」

「……うん、わかった」

　俺おれが必死に説せつ得とくすると、凛り奈なは制服の袖そででぐしぐしと目元を拭ぬぐった。

　何とか泣き出さないでくれたようだ。もう心しん臓ぞうバクバクいってる。ヘタな命の取り合いよりも緊きん張ちようするとは……女の子の涙ってのは恐ろしいものだ。身み内うちだと特に。

　ほっと胸を撫なで下ろし、俺は言葉を探すように切り出す。

「昔のことって言われてもな。何から話せばいいんだ？」

「……じゃあ、前の結けつ社しやのこと」

　すると凛奈は少々掠かすれた声で、ぽつりと言った。

「ソフィアさんもそこの結社の仲間なのよね？　どこの結社なの？」

「あ、えーと、ヴィランの系けい譜ふに所しよ属ぞくしてました、はい」

「……………………え？」

　と、凛奈が泣き腫はらした目をパチクリと瞬またたかせた。

「ヴィランの系譜ですってェェ──ッ!?」

　やがて凛奈は大声で叫びながら、正せい座ざしている俺に身を乗り出してきた。

　彼女の顔が近すぎることに驚き、俺は床の上を後あと退ずさる。

「な、何だよいきなり。そんな驚くようなことじゃねえだろ」

「だって！　ヴィランの系譜って言ったら『三大結社』の一つじゃない!?　少数精せい鋭えいで有名な！　橙とう也やってそんな凄すごいところにいたの!?」

　ん？　あー……そういえばそう呼ばれてるな。

　すべてが謎なぞに包まれながら世界最大規き模ぼと言われる『旧きゆう式しき魔ま導どう統とう轄かつ協会』。

　戦乱の世に神しん出しゆつ鬼き没ぼつに現れ、困っている悪を助ける『ヴィランの系譜』。

　そして前総帥ジイさんが統すべていた頃ころの、かつての『ゼロウ・ファミリー』。

　それが世に言う三大結社だ。

　俺がその一つに所属していたことを凛奈は驚いているようだが……俺からすれば驚く理由がまったくわからない。

　今は弱じやく小しよう化かしてしまったとはいえ、お前、曲がりなりにも三大結社の総そう帥すいだろ。

「じゃあわたしと会った時に橙也が着てた、あのタキシードみたいな魔導衣いって、ヴィランの系譜の制服だったの？」

「いや、あれは幹かん部ぶ用」

「か、幹部……ッ!?」

　くらぁ、と凛奈が目眩めまいを起こしたようにバランスを崩くずす。

　その後、彼女はうつむきながら『ヴィランの系譜で幹部なんて……』とか『そんな凄い怪かい人じんだなんて聞いてないわよ』とか、ブツブツと呟つぶやき始める。

「──聞かせてちょうだい。ヴィランの系けい譜ふにいた時の、橙とう也やのこと」

　そして凛り奈なが次に顔を上げた時は、とても真剣な表情になっていた。

　さっきまでの泣き出しそうな弱々しさはなく、いつもの調子を取り戻している。

「……あー、そんな言うほどたいした話じゃないんだけどな」

「たいしたことなくてもいいの。わたしが橙也のことを知りたくてお願いしてるんだから」

　むっ。命令でも指し示じでもなく、お願いときたか。

　なら答えないわけにはいかない。何せ俺おれは凛奈の味み方かた。味方する相手のお願いくらい聞いてやれないのなら、味方が廃すたるってもんだ。

「そか。んじゃ、俺がヴィランの系譜に入ったのは善ぜん悪あく戦争が始まる前で──」

　まあ凛奈が俺の経けい歴れきを聞いてきたのは初めてだし。たまには昔むかし話ばなしもいいだろう。




　　　　◆◆◆




　そこはどこにでもあるようなごく普通の酒バ場ーだった。

　黄き色いろい照明で淡あわく、ぼんやりと照らされる店内。いくつかのテーブル席とカウンター席が用意されている。カウンターでは初しよ老ろうのマスターと客が他た愛あいのない世せ間けん話ばなしに興きようじ、ウェイトレスが一人、店内をせわしなく駆かけ巡り、客達の注文を取っている。

　内ない装そうが少し古いように見えるが、しかし、そこは確かにありふれた酒場の風景だった。

　ただ一点。その酒場の客が『裏うら社会の者達』ということを除けば。

　長らく不ふ景けい気きが続いていた時代。法で定められた正しい手順では店が出せなくなった経営者が世に溢あふれていた。

　そこで結けつ社しやが金を貸し出したり有ゆう事じの際にボディーガードをしたりして、出しゆつ店てんを手助けするのはよくある話だった。

　逆に店側は表おもて社会では満足に日常生活も送れないならず者達へ、酒や食事、ひいては情報などを提てい供きようする。

　言うなれば極ごく道どうがみかじめ料の代わりに憩いこいの場を求めるような物だ。

　しかし、そういう店が結社や怪かい人じんから最も好まれている理由は、ゆっくりと骨休めできる空間があるからだ。戦いに明け暮れる日々の中、憩いの場を提供してくれる店側に感謝する彼らは、みかじめ料を取ることはほとんどない。

　それが善悪戦争以前。禁きん酒しゆ法ほう時代は酒を重ちよう宝ほうしたように、正義の味方から狙ねらわれて生活する結社の怪人達たちは『場所』を重宝する時代だった。




「──政府お抱えの研究者が新しい魔ま導どう体系を考こう案あん。あらかじめ導どう式しきを組まれた魔導アイテムは従来の魔導とは違って即そつ効こう性せいが高く、難しい導式演えん算ざんを必要としない点が評ひよう価かされている」

　そんな裏うら社会の酒さか場ばの、一番奥に位置するテーブル席。

　そこに座っている眼鏡めがねの青年が、手にしている新聞をわざわざ口に出して読み上げていた。

「一方、あらかじめ組み込まれている導どう式しきが決まっているため、応用力りよくに欠ける難なん点てんも挙げられている。果たしてこのアイテム体系は現場の正義の味み方かたに受け入れられるのか……ふぅん、面白い物を作りますね。ホッパーさんはどう思います？」

　言葉とは裏うら腹はらに、青年は興きよう味みを失ったように新聞をテーブルに投げた。

　彼の容よう姿しで最も特とく徴ちよう的てきなのはタキシードの上から羽は織おっている裾すその長い黒こく衣いだ。医者の白はく衣いをわざわざ黒に染め上げたようなその上着が、彼の細ほそ身みな体型をさらにスリムに見せている。

「確かに面白いな。従来の変へん異い導式を使う必要がないってか？」

　黒衣の青年に答えたのは、隣となりに座っているホッパーと呼ばれた精せい悍かんな男だった。

　何も羽織っていない剝むき出しの上じよう半身はまるで鎧よろいのような筋きん肉にくで覆おおわれ、肌はだは浅黒い。下に暗めの色をした袴はかまを穿はいている。

「うおおぉぉぉぉッ！」

　で、どっかから聞こえてくるやかましい雄叫おたけび。

　眼鏡の青年はその叫び声には特に反応せず、新聞記き事じをトントンと指し示す。

「ええ。どうも導式の演えん算ざんを補助する機き能のうと、魔ま力りよく運用の効率化を図る機能まで付いているみたいです。ちょっと思し考こう訓くん練れんすれば誰だれでも魔ま導どうが使えるとか」

「うおおおおぉぉぉぉぉぉッ！」

「魔導も便利になったもんだな。必死に筋トレしてる俺おれ様さま達たちが馬ば鹿かみてえじゃねえか」

「いえ、魔導訓練と称して筋トレしているのはホッパーさんだけです。僕達を一いつ緒しよにしないでください」

「うおおおおおおぉぉぉぉぉぉぉぉッ！」

「ふん。どうせまた、私達との差別化を図ろうとしているだけだろう」

　青年とホッパーの会話──と、やけにうるさい雄叫び──に割って入ったのは、彼らの向かいに座っている青い少女だった。

　眠たげに細められた双そう眸ぼうに、柔らかそうな青のロングヘアー。少女は男二人に合わせるように黒いドレスを着込んでいる。

「どうしたんですか、ソフィア。何か、妙みように刺とげ々とげしい言い方ですが」

「……キリヒトもわかっているだろう」

　ソフィアと呼ばれた少女が眼鏡の青年キリヒトに対し、ヒラヒラと手を振った。

「アイテムを使っているから怪かい人じんとは違う。自分達は人間で奴やつらとは別物だ……そうやって自分達に都つ合ごうのいいよう、一般人を先せん導どうする印いん象しよう操そう作さだ。変異導式の時もそうだった」

「うおおおおおおおおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉッ！」

「おかげで私達は怪人などというそしりを受けている。何が正義だ、まったく」

「おいおいソフィア。せっかくの酒の場なんだ、そういう辛しん気き臭くせぇ話は止やめとけ」

　はっはっは、と機き嫌げんが悪い娘むすめをあやす父親のように、ホッパーが笑った。

　ちなみに三人はいまだ、同席にいる者の雄叫おたけびを無む視ししている。

「リーダーは脳のう天てん気きすぎる。それに男なら女の愚ぐ痴ちも肴さかなに──」

「うお……ッ、うおおおおおおおおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉッ！」

「──って、ランタン。さっきからうるさい」

「うお、ごべらッ!?」

　我が慢まんの限界だったのか、ソフィアは雄叫びの発生源げん──自分の隣となりに座っている少年を張り飛ばした。

　少年は、バリッガシャーン！　と近場のテーブルや椅い子すを巻き込んで転がっていく。いきなり吹き飛んだ彼に他の客達──結けつ社しやのメンバーやウェイトレスがギョッと目を見開いた。

　しかし彼らは『何だ、またソフィアさんとランタンさんか』『あの人達も飽きないねー』などと言い、各おの々おのの酒飲みへ戻っていった。

　やがて無む言ごんのまま床に倒れていた少年は、がばぁ！　と上じよう半はん身しんを起こした。

「いきなり何すんだテメェ！　せっかくうまく行きかけてたのに！」

　少年が着ている服はタキシードのみだが、その素す顔がおが特とく徴ちよう的てきすぎた。

　炎ほのおのように揺らめいている髪かみ。真まっ黒くろに染まった双そう眸ぼう。抗こう議ぎを叫ぶ口は大きく裂さけ広がっていて、見るからに人間の顔ではない。

　さらに彼の手には、柄しかないという奇き妙みようなナイフが握られていた。

　少年は自分を殴なぐり飛ばしたソフィアに食ってかかるように席へ戻る。

「噓うそは感心しない。導どう式しき構成も出力も駄だ目め駄目だっただろう。私のせいにしないでくれ」

「……ケッ。そもそもキリヒトの教え方が悪いっつーの。何だよ『次元転てん位いの逆ぎやく算さん』って。仮か想そう現実の生せい成せい範はん囲いがどうとか、次元干かん渉しようがこうとか、口で説明されてもできるわけねえだろ」

「僕のせいにもしないでください。最近、正義の味み方かたでは次元転位魔ま導どうが流は行やりなんです。ランタンも逆算できるようになっておかないと、いつか野の垂たれ死ぬことになりますよ」

　言って、キリヒトは眼鏡めがねの位置を直す。

「流行りって……ファッションじゃねえんだから」

　二人の言い草に少年は拗すねたように、柄えだけのナイフでコツコツとテーブルを叩たたいた。

「そんな物にいつまでも手こずるとは。本当に見るに堪たえないな」

「あぁ!?　何なんださっきから、妙みように突っかかってきてさ！　そんなに言うならお前がやってみろよ！」

　ほら！　と少年がソフィアに柄だけのナイフを押し付ける。

「仕方ない。手本を見せてやる」

　受け取ったソフィアは、さも面めん倒ど臭くさそうに嘆たん息そくし、その指先に青い光を纏まとわせた。

　小さな魔ま導どう陣じんを展開した彼女の指は──そこにあるはずのない刃はを、確かに摘つみとった。

　ヒラヒラとソフィアが指を振ると、宙を浮いているように見えるナイフの柄えも、指の動きに連動してヒラヒラと上下する。

「まあ、これくらいならパズルみたいな物だな。変へん異いするまでもない」

「……」

　はい、とナイフを返された少年が再さい度ど刃に触れてみようとする。

　しかし結果は相変わらず。次元転てん位いの導どう式しきを刻まれた刃に触れることはできず、すかすかと空気を摑つかむ動作を続けるだけだった。

「……く、悔くやしくねえし！　全ぜんっ然ぜん悔しくねえしぃ！」

「無ぶ様ざまですね」

「ああ。悔しいというのが見て取れるところが、とびっきりの無様だな」

「何なに様さまだお前ら!?　無様っつー方が無様なんですぅ！」

　子供みたいなことを叫びつつ、少年が席を立ち、右手から赤せき橙とう色いろの炎ほのおを出した。

　それに応おう戦せんするように、ソフィアとキリヒトも静かに席を立ち、それぞれ変へん異い導どう式しきを詠えい唱しよう演えん算ざんし始めていた。

「はっはっは！　そうケンカばっかすんじゃねえって、一応幹かん部ぶだろうお前ら」

　ぽんぽん、とホッパーが席を叩たたきながら豪ごう快かいに笑った。

「他の連れん中ちゆうにも迷めい惑わくだ。ほら、座れ座れ」

　立ち上がった三人は『むっ』と口をつぐみ、大人おとなしく腰を下ろす。

　ちなみに店内にいた結けつ社しやのメンバー達は三人の剣けん吞のんな空気を察した途と端たん、大急ぎで退たい避ひしたり、テーブル下に隠かくれてガタガタと震えたり、全力で防シ護ー障ル壁ドを張ったりしていた。しかし三人が着ちやく席せきすると、ほっと胸を撫なで下ろし、各おの々おのの席に戻り始める。

「ランタンよ、そう難しく考えるな。要はタイミング、あとは呼吸だな」

　席に座り、再び刃のないナイフをいじりはじめた少年に、ホッパーがそう付け加える。

「タイミングと呼吸かあ……」

「応おうよ。お前はどっちかっつーと経験を頭で覚えるんじゃなく、俺おれ様さまみたいに筋きん肉にくで覚えるタイプだ。コツさえ摑つかめばすぐできるようになる」

「……リーダー、またそうやって適当に教えないでくれ」

「そうですよ。僕が教えたとおりにすれば、ちゃんとでき──」

「あ、できた」

「「噓うそぉ!?」」

　バッ！　と二人が、少年の方を見る。

　彼の手はさっきのソフィアのように、確かに見えない刃を捕とらえていた。少年が軽く手を動かすと、ナイフの柄えも動く。

「うおぉぉ!?　できた！　やっとできた！　さっすがホッパーさん、そこのインテリ眼鏡めがねとか気け怠だるげ女とかと違って教え方がわかりやすい！　そっかそっか、呼吸とタイミングか！」

「な、納なつ得とくできない……納得できませんよ、これッ!?」

「何だ、呼吸とタイミングって……どうしてだ……理解に苦しむ……」

「はっはっは！」

　はしゃぐ少年。落ち込むキリヒトとソフィア。そんな三人を見守っていたホッパーが、やはり豪ごう快かいな笑い声を上げた。

　その直後の出で来き事ごとだった。

　バターンッ！　と酒さか場ばの出入口のドアが勢いよく開いた。

　現れたのは一人の男。彼はここに至るまでよほど急いで走ってきたのか、荒い呼吸を整え、膝ひざに手をついている。

「────」

　男の姿すがたを見た瞬しゆん間かん、何かを察したのか。少年とソフィア、キリヒトが無む言ごんで立ち上がった。店内にいた結けつ社しやのメンバーもそれに続く。

　やがて男が落ち着いたのを見み計はからって、ホッパーがゆっくり問う。

「どうした？」

「敵てき襲しゆうです！　正義の味み方かたがここを嗅かぎつけたみたいで！」

「そうか」

　ホッパーはボリボリと頭をかき、カウンター内にいた初しよ老ろうのマスターへ向き直る。

「すまねーな、マスター。また店は引っ越しみたいだ」

「いえいえ。ホッパー様には毎回お世せ話わになっていますから」

　目め尻じりと口元にシワを作り、初老のマスターはウェイトレスと共に店の奥に控えた。

「……んだよ、もっと練習したかったのに。ホントあいつらって空気読よめねえな」

　至し極ごく気怠そうに呟つぶやきながら、少年が店の外へ向けて歩き出す。

　そんな彼の背にソフィアが何気なく声をかけた。

「ランタン。お前、もう大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「ん？　ああ、コツもバッチリだからな。あとは実戦で慣れる」

　呼び止められた少年は足を止め、タイミングと呼吸タイミングと呼吸、と自分に言い聞かせるように繰り返していた。

「…………」

　それを見て、ソフィアが細めていた目をさらに細める。その明らかな不ふ機き嫌げんオーラを察したのか、少年は『？』と首を傾かしげた。

「何？　まだ何かあんの？」

「……今度からはキリヒトではなく、私に言え」

「は？」

「だから教わりたい魔ま導どうがあるなら、私に聞け。お前の馬ば鹿かさ加か減げんは私も重々承しよう知ちしているから。理り屈くつっぽいキリヒトは無む理りだったようだが、私ならお前の感覚に合わせて教えられる」

「え？　いいって、そんな無理しなくて。今回のでわかったけど、やっぱホッパーさんに教わった方が一番わかりやす──」

「いいから」

　ソフィアは眠たげなのに鋭いという器き用ような目付きで少年を睨にらみ付ける。

　酒さか場ばにいた連れん中ちゆうがすべからく押し黙だまった。

　ホッパーとキリヒトがお互いの顔を見合わせ……やがて、どっ、と噴ふき出した。

「はっはっは！　それでさっきから機き嫌げん悪かったのか、ソフィア！　すまねえな、俺おれ様さまがお前の好こう感かん度どポイントを横取りしちまって！」

「そうですね、申もうし訳わけありませんでした。僕も今後は余よ計けいな真ま似ねを控えることにします」

「違う。私が不機嫌だったのは別の、というか全ぜん然ぜん不機嫌ではなかった……ちょっと、何笑っているんだ二人共とも。不ふ愉ゆ快かいだ」

　はやし立てる二人に、ソフィアが拗すねたように顔を顰しかめる。その頰ほおは若じやつ干かん赤らんでいた。

「？」

　そんな彼女達を見て、少年だけは不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげていた。

　これから正義の味み方かたとの戦せん闘とうを控えているとは思えない、緊きん張ちよう感かんに欠けるやり取りではあったが。酒場にいるメンバーの中で、それを咎とがめる者はいなかった。

「んじゃ、戦う前にあれやるか」

「えー？　またかよホッパーさん。正直あれ、センス古いぜ」

「珍めずらしく意見が合うな。私もランタンに賛成だ。今のご時じ世せい、正義の味方でもあんなのをやるのは子供くらいだ」

「僕は別に構いませんよ。格かつ好こいいですし、戦闘前の景けい気きづけにもなりますから」

「「え？」」

「いいじゃねーの、ちょっとは俺おれ様さまの楽しみに付き合えよ。んじゃ行くぞ、せーの」




「「「「──泣き沈む悪に救いあれ」」」」




　悪の秘ひ密みつ結けつ社しやヴィランの系けい譜ふ。

　彼らにとってはそれが、当たり前の日常風ふう景けいだったのだから。




　　　　◆◆◆




　少年は凛り奈なに己おのれの昔むかし話ばなしを色々聞かせてくれた。

　善ぜん悪あく戦争が勃ぼつ発ぱつしたこと。

　正義の味み方かたの数に、結けつ社しやのメンバーが徐じよ々じよに追い詰められていったこと。

　キリヒトという青年が仲間の窮きゆう地ちを救うために散ったこと。

　ソフィアもそれに続き、少年は死んだと思っていたこと。

　ホッパーという父親同どう然ぜんのリーダーが、少年を逃がすために敵てき陣じんに残り、一人しんがりを務めたこと。

　後に、知り合いからホッパーの死を伝えられたこと。

　仲間を失って独ひとりになって。それでも正義の味方から狙ねらわれ、各地を転々として。

　時には逃とう亡ぼう生活中ちゆうに出会った誰だれかに味方して、また失って、居い場所をなくして。

　そんなことを短い間に何度も繰り返し、そして──

「……もういいわ」

　その後はすでに自分が知っていることだとわかり、凛奈は少年の語りを遮さえぎった。

「ん、え？　いいのか？」

　リビングのテーブルを挟んで向かい側。

　テーブルに頰ほお杖づえを突いていた少年が、きょとん、と目を丸くしていた。

「……ッ」

　そんな彼の顔を見て、凛奈はぎゅっと小さな手を握り締めた。

　ただ、顔には出さないように心がける。

　できるだけ表情を見られないように顔を伏せ、凛奈は席を立った。

「……わたしは二階に行くから」

「は？　でもこの後、姫き紗さ希き達と人助けしに行く約束だろ。もう寝るのか？」

「……うん、ごめんね。わたしは行けなくなったって、みんなには言っておいて」

「いいけど……本当に大だい丈じよう夫ぶか？　気分悪いなら保健室に行けよ。今ならまだ開いてんだろ」

「大丈夫、大丈夫だから。橙とう也やは昔からそうだって、知ってるから」

「？」

　訝いぶかしむ少年を背に、凛奈は階段を上がり、二階へと向かった。

　一階から吹き抜けになっているロフトスタイルの二階部べ室や。そこはほぼ凛奈の私室となっている。目立った家具は小さな化け粧しよう棚だなと、部屋の隅すみにある階段付きのロフトベッド（ロフトスタイルの部屋にロフトベッドという、よくよく考えれば奇き妙みような様よう式しきだ）くらいだ。

　そんなこざっぱりとした室内を、窓から差す夕ゆう陽ひがオレンジ色に照らしていた。

　少年の話を聞いている内に、かなり時間が経たっていたようだ。

「……もう、何なのよ」

　凛り奈なはそう呟つぶやきながら、ベッドの階段を上り、ぼふっと身を投げる。

　凛奈に出会う前の、少年の過去話。

　ヴィランの系けい譜ふですごした日々を語る彼は、少しだけ嬉うれしそうだった。

　だがそれと同時に──その顔には、失ったモノへの憂うれいがあった。

「……どうして、話したくないって言わないのよ」

　最初はただ、知りたかっただけ。

　少年はあまり昔のことを語ろうとしない。凛奈から聞くことでもなかったし、彼が語りたくないというのなら、それでいいと思っていた。

　だが最近、彼の旧きゆう知ちの人が現れるようになった。

　自分が知らない彼に、何な故ぜか焦あせりを抱くようになって。たまらなく不安になって。

　そんな……何だろう、たぶんこれは嫉しつ妬と心しんなんだろうか……とにかく、軽い気持ちで踏み入ってしまったことに、凛奈は激しく後こう悔かいした。

　それが原因で──また見てしまったから。

「……どうして、あんな顔するのよ」

　共に大切な日々をすごした仲間を失い、何度も傷付く、悲しい過去。

『ん、え？　いいのか？』

　それを語る少年の顔は、あまりにあっけらかんとしすぎていた。

　まるで、そんなの普通だろ、とでも言うように。

　自分は怪かい人じんだからそんなのは当然だと達たつ観かんする……いや、諦めている顔だった。

「……ッ！」

　少年の顔を思い出してしまい、凛奈はぎゅっとシーツを握り締め、下した唇くちびるを嚙かんだ。

　九年と半年前、凛奈が彼と初めて出会った時も、少年は同じ顔をしていた。

　あの顔は、あまり好きじゃなかった。

　見ていると胸が締め付けられる。目眩めまいがして、頭がグラグラして、思し考こうがグルグル回って、もう自分が悲しんでいるのか憤いきどおっているのかすら、わからなくなる。

　あんな顔はさせたくないから、凛奈は弱くあり続けようとしたのに。

　世の中に諦てい観かんし、悲しむことも恨うらむことも憤ることもしないあの顔を、二度としてほしくないと思ったから……凛奈は彼とずっと一いつ緒しよにいようと思っていたのに。

　自分はまた、少年にあんな顔をさせてしまった。

　弱いままでは、駄だ目めなのだろうか。

　一緒にいるだけでは、少年の心に巣くった『諦あきらめ』は拭ぬぐえな──




「あっ、やっべ！　約束の時間、もうすぎてるじゃん！」




　一階のリビングからバタバタと慌あわただしい音がした。

「んじゃな凛り奈な！　夕ゆう飯はんは冷れい蔵ぞう庫こに作り置きがあるからチンして食えよ！」

　続いて、バタンッ、と玄げん関かんが閉まる音も聞こえてきた。

「……」

　空気を読まない少年の行動に、凛奈は枕まくらに顔をうずめたまま沈ちん黙もくする。

　何かもう、真剣に悩んでいるのが馬ば鹿からしくなった。




　　　　◆◆◆




　人助け・駅前スーパーの業ぎよう務む。

　人助けの内容・レジ打ち、品しな出だし、掃そう除じ、店じまいなどの業務全ぜん般ぱん。




　余よ談だんだが、奨しよう学がく生せいである俺おれと凛奈は、すでに五月分の学費免めん除じよ値ちを稼かせぎ終えている。ソフィアと出会ったあの一件で、今月分の免除値をもらうことができたからだ。

　で、そんな俺が何な故ぜ人助けで駅前のスーパーに赴おもむいているのかと言えば、カノンと真しん弦げんの免除値を稼ぐ手伝いなのだった。

　そんな感じで俺はパートさんが着けているようなエプロンを装そう着ちやくし、お菓か子しコーナーの陳ちん列れつ棚だなで品出しをしていると、

『橙とう也や、旧きゆう式しき魔ま導どうの使い方を教えて』

　制服の上に俺と同じエプロンを着けた姫き紗さ希きが、そう切り出してきた。

　ちなみに今回の俺達の役割は、俺と姫紗希が裏うら方かた業務全般。愛あい想そうのいいカノンがレジ打ち。真弦は出入口付ふ近きんで親の買い物に付き合うのに飽きた子供達と戯たわむれている。

「……」

　姫紗希の申し出をスルーして、俺は棚の前にしゃがんだままお菓子の品出しに戻る。

　と、そんな俺の横に姫紗希は両手に抱えていたダンボールを置いた。

『はいこれ、追加だって。カップ麵めんコーナーと日にち用よう品コーナーの分』

「おう、悪いな」

『お礼ならいいわ。旧式魔導の使い方を教えてくれれば、それで』

「元の場所に戻してこい。俺が自分でここまで運ぶから」

『そんな面めん倒どうなことしなくても、旧式魔導の使い方を』

「教えん」

　先月から続くこのやり取りにうんざりしてしまい、つい額ひたいを押さえる。

　俺おれ達たちが巻き込まれた四月中のとある事件。その一件で、姫き紗さ希きはその手につけているグローブ型の魔ま導どうアイテムを奪うばわれ、何もできなかったことを悔くやんでいるという。

　新しん式しき魔導体たい系けいのちょっとした欠点だ。アイテムを用いた魔導体系は誰だれでも簡単に魔導が使える反面、アイテムを失うとロクに導式も紡つむげなくなる。

　まあ簡単な魔導、例えば高速移動クイツク・ムーブや防シ護ー障ル壁ドぐらいなら使えるが、やはりアイテムに慣れていると展てん開かい出力などが落ちるのが普通だ。

　そういう経けい緯いがあり、姫紗希は二人きりになった際、事あるごとに俺へ旧きゆう式しき魔導について教えを請こうてくる。

　俺が旧式魔導の使い手だと見込んでのようだが……こっちとしては非常に困るのである。

「……旧式は終しゆう戦せん直後から、新たに習得することは禁じられてる。んなこと姫紗希だって知ってるだろ」

　つまり旧式魔導の使い方を教わったり教えたりすると、犯はん罪ざい者として捕つかまる。

　姫紗希には悪いが、俺だってこれ以上、自分のお尋たずね者もの要素を増やすのは御ご免めん被こうむりたい。

『でも、橙とう也やは使ってる』

「俺は禁止される前から使えましたー」

　食い下がる姫紗希に、シッシッ、と手を振る。

「大体、お前は俺のこと嫌きらいだろ」

『私が？　橙也を？』

「覚えてねえのかよ……先月のファミレスで、俺が正しよう体たい不明だから嫌いとか言ってたじゃん。凛り奈なを傷付けるんだったら許さない、みたいなこと」

　どんな理由があろうと、信用できない奴やつから教えを請う必要はない。それだったら事情を話してシャルロットの奴にでもこっそり教えてもらえばいい。

　が、

『それならもう気にしてない。もう大体わかってるから』

「な、に……ッ!?」

　大体わかってるって、ちょっ、おま……ッ！

　噓うそ、えっ？　何それ……？　バレてる？　俺と凛奈が結けつ社しやに所属してることも、実は俺が怪かい人じんで凛奈が結社の総そう帥すいってこともバレてるってこと？　それはいくら何でもやばい──

『凛奈は没ぼつ落らくした貴き族ぞくのお嬢じよう様さま』

　取り乱した俺をよそに、姫紗希からは酷ひどく見けん当とう違ちがいな意見が出た。

『橙也は凛奈の家に代々仕えている家系の、不ふ良りよう見習い執しつ事じ』

「……あ、そう」

『凄すごく憧あこがれる』

「……あ、そう」

『だから大だい丈じよう夫ぶ。橙とう也やが旧きゆう式しき魔ま導どうを使える理由は……やっぱりわからないけど。凛り奈なの味み方かただっていう気持ちは充分伝わってきたから』

　つまり姫き紗さ希き風ふうに言うのなら、凛奈が当面掲かかげている『悪の秘ひ密みつ結けつ社しやを再さい興こうする』という目もく標ひようは『没ぼつ落らくした家いえ柄がらを立て直す』になるわけか。

　凄すげえな。超ちよう健けん全ぜんな目標に聞こえる。

『……』

　と、姫紗希がいまだこちらを見つめていることに気付いた。

「何だよ」

『旧式魔導を』

「教えん」

『ケチ』

　拗すねたように言い残し、姫紗希はお菓か子しコーナーから去っていった。たぶん他の業ぎよう務むへ戻ったのだろう。

　気疲れから嘆たん息そくし、俺おれも自分に割り当てられた仕事に専せん念ねんし、




「どうしてそんなに拒きよ絶ぜつする。教えてやればいいだろう」




　ぎゅむっ、と。

　しゃがんで品しな出だしする俺の背中に、何かがのしかかってきた。

「わーい、トーヤだー。こんばんはー」

　聞き覚えがありすぎる声と共に、何かこう、俺の背中に柔らかい物体がぐにぐに押し付けられてくるが……ああうん。それを喜ぶような気分でも喜ぶような相手でもないんだ、これが。
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　やばい。本気で頭痛い。

「……どうして俺の周りには学習能のう力りよくがない奴やつが多いんだ」

「ん？　しかしトーヤが喜んでくれるよう、挨あい拶さつは幼い感じに改めたはずだが」

「んなもん改める前に日を改めろ！」

　バッ！　と背中にのしかかる女を追い払うように振り返る。

「いきなり動くな、危ないだろう」

　そこには俺が動く前に背中から退ひき、不満そうにするソフィアが立っていた。

　こんのすっとこどっこいが……ッ！　昼間あれほど言ったのに、早さつ速そく来てんじゃねえよ！

「どうして断る」

「あぁ？　何の話だ」

　ソフィアは毎まい度どお馴な染じみの、眠たげなゆったり口く調ちようで尋たずねてくる。

「あの子だ。えっと、キサキだったか？　旧式魔導を使いたいのだろう？」

「別にいいんだよ、旧きゆう式しきなんか使わなくても。あいつは現状で充分、将来有ゆう望ぼうなんだから」

「私としては、仲間が増えるのなら嬉うれしい限りだがな」

「そういうのは冗じよう談だんでも言うな」

「むっ……さっきからやけにつれないな。さっきと言わず、再会してからずっとお前は素そっ気け無いが」

「うるせーし。こっちだって久々に会って戸と惑まどってんだよ」

「えっ？」

　ソフィアが素すっ頓とん狂きような声で聞き返してきた。

「えっ、じゃねーよ。ただでさえ死んだと思ってたんだ。お前が生きてた驚きとか嬉うれしさとか、色々ごっちゃになって整理できてないんだよ、こっちは」

「────」

　俺おれの言葉に、ソフィアは再び呆ぼう然ぜんとした顔になり、うつむいた。

「──そうか。避けられていたわけでは、ないのか」

　ソフィアは、うんうん、と何度も頷うなずいている。

　次に彼女が顔を上げた時は、その眠たそうな半はん目めに少し嬉しそうな微笑ほほえみが加わっていた。

「まったく。つまりは照れ隠かくしだったのか」

「どうしてそういう結論に至る」

「安心しろ。私もお前と再会した時は思わず驚いた」

「何それ。お前も俺おれが死んでたと思ってたのか？」

「いや、人間のお前はこういう顔をしているのだなと」

　ああ、そう言えばそうか。

　俺が人間の姿すがたを保てるようになったのは、凛り奈なと出会い、彼女に身しん体たい変へん異い抑よく制せい導どう式しきを施ほどこしてもらったからだ。当然、ソフィアと同じ結けつ社しやに所しよ属ぞくしていた時は怪かい人じん化かしたままだった。

「お前は普通の怪人とは違って、ずっと変異しっぱなしだったからな。何というか、凄すごく新しん鮮せんで興きよう味み深ぶかい。もっとよく見せてくれ」

　すすー、と俺の顔に触れようとソフィアが手を伸ばしてくる。

「はあ？　何だいきなり。嫌いやだよ」

「そう言うな。ふふっ、人間状態のお前を見られる日がくるとは。リナに感かん謝しやしないとな」

　それを避けると、今度は頭を撫なでようとしてきたり、頰ほおに触れようとしてきたり、腕を組もうとしてきたり……まるで親しん戚せきのガキを可愛かわいがるお姉ねえさんだ。

　妙みようにスキンシップを図るソフィアを、俺がことごとく拒否していた、その時だ。

　ドサッ、と背後から何か物を落とす音が聞こえた。

「ッ！」

　急いで音おん源げんを確かく認にんする。

　そこにはギョッと目を見開いている姫き紗さ希きがいた。彼女の足あし下もとには、ここまで運んできたダンボールが無む造ぞう作さに転がっている。

『……橙とう也や？』

　ま、まずい！　こんなにすぐ戻ってくるとは思わなかった！

　もしかして今の会話を聞かれたのか……どうする、俺とソフィアは何の臆おく面めんもなく『怪人』とか口にしてたぞ!?　もし聞かれてたのだとしたら、今度こそ正体が……！

『と、橙也が凛奈に黙だまって浮うわ気きしてる……ッ！』

　聞かれてなかったようで安心した。

「ん？　あ、ダメだよ君。お客さんと話し込んでちゃ」

　さらに姫紗希の後ろから、今回の人助けを依頼してきたスーパーの店長が現れた。彼はダンボールを両手に持ち、ソフィアと話し込んでいた俺をたしなめてくる。

「あ、すいません。こいつ俺の知り合いで。すぐにどっか行かせ──」

「え？　あー、もしかしてもう一人来くる予定だった子？　何だー、来るなら来るって言ってくれればいいのに」

　俺が言い終わる前に、店長さんは何を勘かん違ちがいしたのか、人の好さそうな笑えみを浮かべた。彼はそのまま俺の隣となりにダンボールを置くと、黙って立っていたソフィアの手を取る。

「え？　いや、私は……」

　いきなり手を取られてソフィアは若じやつ干かんながら戸と惑まどっていた。

「ささ、裏に残ってるエプロンがあるからそれ着けてね」

「や、ちょっと？　私はトーヤの知り合いというだけで……」

「いやーホント、遅ち刻こくでも来てくれて助かるよ。今日きようは人ひと手でが少なくてね……それにしてもその青い服凄すごいね。白はく陽よう花かは学科毎ごとに制服が違うって聞いたけど、何なに学科の制服かな？」

「いやだから……」

　そのまま店長さんはソフィアをぐいぐい引っ張っていく。

　どうやらソフィアをもう一人ここに来るはずだった生徒……つまり凛り奈なと勘かん違ちがいしたらしい。

「だから待ってくれ。私は白陽花の生徒では──」

　そのままマイペースな店長さんにソフィアは連れて行かれた。

『……』

「……」

　取り残された俺おれと姫き紗さ希きは、お互いの顔を見合わせるしかできなかった。




　数分後ご。店員用のエプロンでドレスアップしたソフィアがそこにいた。

「何だこれは」

「俺に聞くな」

「どうして私が人助けをすることになっている？」

「や、だから俺に聞くな」

『旧きゆう式しき魔ま導どうってどうやって使うの？』

「どさくさに紛まぎれて聞くな」

『ケチ』




　　　　◆◆◆




　手始めに店内の床清せい掃そうをすることになった。

「それは何だ？」

　俺と姫紗希が持ってきた機き材ざいにソフィアが興きよう味みを示した。

　モップの先に回転するブラシがついた機材。それが二つ。俺と姫紗希がそれぞれハンドルを握っている。

『これは業ぎよう務む用ようの床ポリッシャーです』

「ポリッシャー？」

　姫紗希の説明にソフィアが首を傾かしげた。

　ハンドルで操そう作さし、床との接せつ地ち面が回転する清掃機き械かい。学校などではワックスがけなどに使われている、魔ま導どう技術を介かいさないごくごく一般的な機き械かいだ。しかしどうやらソフィアは知らないらしい。まあそういうのに縁えんがない人生を送ってきたので仕方ないだろう。

「簡単に言えば床を掃そう除じするための機き材ざいだ。この回転する場所にブラシをつければ床を掃除できるし、パッドをつければワックスがけもできる」

「……面めん倒どうな機械だな」

「いや、これは便利な機械だ」

「そんな物がなくても、床ゆか掃除ならこうすればいいだろう」

　ソフィアは眠たげな顔のまま指ゆび先さきに魔ま力りよくを込めて、パチンッ、と乾いた音を鳴らした。

　すると突とつ如じよ、何もないところに現れる風の渦うず。

　全長五十センチくらいの小しよう規き模ぼなハリケーンは、くいくいと動かすソフィアの指先に従うように店内の床を移動していく。

「ちょ、おま……！　何いきなり魔導使つかってんの!?」

「ん？　いや、これは私が一人の時に編み出した魔導でな。こうやって埃ほこりを巻き上げて一いつ箇か所しよに集めればいい」

「きゃ、きゃあ！　スカートが……ッ！　な、何この風!?」

「埃と一いつ緒しよに大変なもんも巻き上げてるけど!?」

　ソフィアが作った風に若い女性客きやく達たちが悲鳴を上げ、舞い上がるスカートを押さえていた。

「おい止やめろ！　客に迷めい惑わくかかってるだろ！」

「……仕方ないな」

　やれやれと言わんばかりにソフィアはもう一度指ゆびを鳴らした。

　小規模なハリケーンはそれで効果を失ったのか、緩ゆるやかに消えていく。残ったのは少しばかり集められた埃と、俺おれに突き刺さる女性客の恨うらみがましい視線だけだった。何これ理り不ふ尽じん。

「……お前、ここはもういいからレジ行ってカノンを手伝ってこい」

「わかった」

　意い外がいと素直に頷うなずき、ソフィアはゆらゆらとした足取りでレジの方へ歩いていった。

『……ソフィアさんも旧きゆう式しき魔導が使えるの？』

　と、今までのやり取りを見ていた姫き紗さ希きが、そんなことを聞いてきた。

　ソフィアがアイテムを持っていないと目め敏ざとく気付いたらしい。

「ん？　……あー、そうだな。俺とソフィアは同どう門もんみたいなもんだ」

『そう』

　俺が適当な言い訳わけをでっち上げると、姫紗希は簡かん潔けつに頷き……レジに向かったソフィアの後を追うように歩き出した。

「待てい」

　立ち去る姫紗希の頭を、背後からがっちり捕つかまえる。

『放して橙とう也や。事じ態たいは一いつ刻こくを争うの』

「何がだ。お前、俺おれが旧きゆう式しき魔ま導どうの使い方を教えないからってソフィアに聞こうとしてるだろ」

『違う。私はお花を摘つみに行こうとしただけ』

「お手洗いならあっちだ」

　俺がレジとは逆ぎやく方向を指し示すと、姫き紗さ希きはいつもの無む表情に少し拗すねた気け配はいを含ませた。

『橙とう也やは意い地じ悪わるだわ』

「うるせー。ほら、さっさと床ゆか掃そう除じ終わらせるぞ」

　俺がポリッシャーの準備を進めると、姫紗希も諦あきらめたように店内清せい掃そうを始めた。




　　　　◆◆◆




「あ、ち、違いますよソフィアさん！　ここはですね……」

「う、うむ……」

「んあ？」

　レジ周辺を清掃していると、聞き慣れた声が二人分ぶん聞こえた。

　さらに数あるレジの中で一つだけ、全ぜん然ぜん客が進まない列がある。

「……」

　ポリッシャーの電源を止め、俺は問題のレジへ歩み寄る。

　案あんの定じようそこにはソフィアがいた。彼女にしては珍めずらしく、焦あせりを顔に浮かばせている。

　そんな彼女と背中合わせのレジに立っているのがカノンで、自分のレジをこなしながらもモタついているソフィアに助じよ言げんを施ほどこしていた。

「何してんだお前」

「あ、橙也くん！　いいところに！」

「むっ」

　レジ待ちの客の間をすり抜けて二人に近付くと、カノンはきらきらした目をこっちに向け、逆にソフィアはばつが悪そうに口をつぐむ。

「ごめんね！　ちょっとレジが混んでて。できればソフィアさんにレジ打ちを教えてあげられないかな？」

　スマイルを保ったままカノンがそう声に出して頼んでくる。

　それを聞き、俺はソフィアに視線を向けた。

「……何？　レジ打ちやったことねえの？」

「……ああ」

　ついっと俺から視線を外すようにソフィアは項うな垂だれる。

　確かに彼女はつい最近までアルカトラズに収しゆう監かんされていた。さらに言えばそれ以前は悪の秘ひ密みつ結けつ社しやに所しよ属ぞくし──スーパーで働く、なんてことができる立場でもなかったしな。

「まあそういうことなら」

　俺おれはソフィアの隣となり、レジ側へと立つ。

「とりあえずバーコードを機き械かいに通せ。レジ打ちは俺がするから」

　白はく陽よう花か学園に通い始める前はバイト三ざん昧まいだったのでこういうのは慣れている。とりあえずレジ打ち初しよ心しん者しやのソフィアにはバーコードを通すという簡単な作業をしてもらおう。

「？」

　レジ打ちの基き本ほん作業を教えるとソフィアは何を思ったのか、店内をキョロキョロ見渡した。

「……すまない。頭とう髪はつが危なっかしい中ちゆう年ねん男性は見当たらないが」

「今の流れでどうしてハゲたおっさんの話になるんだよ!?　いやそれも確かにバーコードだけども！　むしろハゲたおっさんを何の機械に通すつもりだ!?」

「シュレッダーとか」

「お前ハゲオヤジに何か恨うらみでもあんの!?」

　どうも相そう当とう混乱していたらしい。ソフィアは『あ、ああ。バーコードとはこっちのことか』などと呟つぶやきながら、籠かごに入った商品を眺ながめていた。

「焦あせらなくても大だい丈じよう夫ぶよ。ちゃんと待ってるから」

　と、レジの前で財さい布ふを出していた主しゆ婦ふが柔にゆう和わな笑えみを浮かべながら、そう言った。

　どうやらソフィアを仕事に不慣れな研けん修しゆう店員と思ったらしい。レジ待ちのお客さん達もソフィアの失敗を微笑ほほえましく見守っている感じだった。

「む、むぅ……すまない」

　するとソフィアは顔を赤くしながら、申もうし訳わけなさそうに頷うなずいた。

「ほら、そこでバーコードを読み取るから、順番に商品を通していけ」

「わ、わかった」

　その後。優しげに微笑むお客さん達に見守られながら、ソフィアはたどたどしい手付きでレジ打ちをしていった。




　　　　◆◆◆




「──で、お前は何してんだ？」

「オマエこそ、仕事サボって何してんだ？」

　スーパーの出入口付ふ近きんにあるお子こ様さま広ひろ場ば。

　小さな滑り台やビニール製の積み木、クッションなどがあるそこに──両親の買い物を待つお子様達がキャーキャーワーワー騒さわぎながら遊んでいる場所。

　そこに幾いく人にんかの子供達に群がられ、腹を撫なでくり回されている真しん弦げんがいた。

「ソフィアの様よう子すを見に来た」

「ああ、それならあっちだ」

　子供達たちにじゃれつかれながら、真しん弦げんは器き用ように尻尾しつぽを動かして、遊ゆう戯ぎ場じようの端はしっこを指し示す。

「……」

　お子様広場の隅すみっこも隅っこ。眠たげな半はん目めをしながら立ち呆ほうけているソフィアがいる。

　結局仕し事ごとの仕方がわからないならレジ打ちは効率が悪いということで真弦の手伝いに向かわせたのだが……彼女は一向に子供達と遊ぶ気け配はいがない。どころか、たまに追いかけっこなどをしている子供が走ってくると、ススーッと自然な動きで避けていた。

「何してんだ、あいつ」

「ああ。どうも『幼い子供にとって私は危険な存在だ、できるだけ近付かない方がいい』とか言ってよ。ここに来てからずっとあの調子だ」

「……ほう？」

「何かよくわからねえけどよ、訳わけありっぽいからオレも立ち入らないように……」

「オオカミのおにーちゃん。おにーちゃんはどうしていっつもサングラスをかけてるの？」

　と、真弦の腹を撫なで回していた男の子がそんなことを口走った。

「ん、これか？　これはな、人間と同じ色を見るための魔ま導どうアイテムだからだ」

「同じ色？」

「ああ。人と狼おおかみじゃ可か視し光こう線せんの範はん囲いが違うからな。人と同じ色を見るために、オレはこのサングラスをいつもかけてなきゃなんねえのよ」

「こ、光線？」

「ビーム？　目からビームが出るの、オオカミのおにーちゃん？」

「ちょい違うが、まあそんなとこだ。これ取ると映画の超ちよう能力者しやみたいにビビーってなるぞ」

「わーッ、ビームがでるぞー！」

「にげろにげろーっ！」

「わーはっはっは、待てよー。オレのビームの餌え食じきになれよー」

「きゃーっ」

　蜘く蛛もの子を散らすように逃げる子供達を、真弦は横になったままゴロゴロと転がって追い掛けていった。妙みように話を合わせたり、子供達の扱いが慣れていたり……こいつ、もしかして子供が好きなのかもしれない。

「……危険な存在ねえ」

　子供達と戯たわむれる狼を見て、そんなことを呟つぶやく。

　ソフィアは俺おれと同じ怪かい人じんだ。

　滅びたはずの社会的悪あく。正義の味み方かたが統とう治ちする世界では危険と恐れられ、化ばけ物ものと蔑さげすまれ、迫はく害がいされる存在。

　だから彼女は子供と触れ合わない。

　自分が社会的に危険な存在だと、重々承しよう知ちしているから。

「……」

　広場の隅すみっこに立つソフィアに、俺おれは肩を竦すくめつつ、靴くつを脱いで遊ゆう戯ぎ場じように足を踏み入れる。

　と、その時。

「きれいなおねーちゃん」

「？」

　一人の女の子がソフィアに歩み寄り、くいくいとそのエプロンを引っ張っていた。

　その子にどう反応していいか困ったらしい。ソフィアは呆あつ気けに取られて立ち尽くしていると、女の子はきょとんとした顔のまま、

「きれいなおねーちゃん、いっしょにあそぼう？」

「うっ……き、綺き麗れいとは私のことか？」

「？　そうだけど」

「いや、私は──」

　逡しゆん巡じゆんするような顔。

　純じゆん粋すいな視線に当てられたのか。ソフィアは、うぐっ、と喉のどを詰まらせながら、女の子から目を逸そらした。

「私は、綺麗などではない。化ばけ物ものと蔑さげすまれる存在だ」

「？」

「だからお前は他の者と遊ぶといい。私と一いつ緒しよにいては危険だ」

「……おねーちゃん」

　それでもなお、くいくい、と女の子はエプロンを引っ張る。どうやらしゃがんでくれという意い思し表ひよう示じのようだ。

　ソフィアはしばらく躊ちゆう躇ちよしていたが、やがて根こん負まけしたように屈かがんだ。

　と、

「おねーちゃんはきれいだよ？」

「──ぁ」

　女の子が、ソフィアの手を握った。

「おねーちゃんの手もきれいで、あったかいよ？　あぶなくなんかないよ？」

「……」

「だからあたしといっしょにあそぼ？」

　純粋に。ただ無む垢くに、満まん面めんの笑えみを浮かべた女の子が、ソフィアの手をきゅっと包み込む。

　手を取られたソフィアは、目を見開く。

　笑顔を向けられた彼女は、言葉を失う。

　しばらくそのまま固まった青い少女は、

「──ああ、わかった」

　やがて、その口にわずかな苦く笑しようを滲にじませる。

　それがどんな心しん情じようから来る笑えみなのか、俺おれにはわからない。

　わからないが……子供達たちを避けていたソフィアは、自らの手で女の子の頭を撫なでた。

「十年間、暇ひまを持てあました私には遊びにおいて隙すきなどない。暇潰しならば私に任せておけ」

「？　おねーちゃん、十年もあそんでたの？」

「ああ。言うならば私は暇潰しマエストロだ。お前には極ごく上じようの一人遊びを伝でん授じゆしてやろう」

「いやそれはどうなのよ？」

　妙みようなところで誇らしげになるソフィアに、俺は広場の出入口で、彼女らには聞こえないように小さく口を挟んだ。

　俺は脱いだ靴くつをはき直す。あの様よう子すなら、余よ計けいなお節せつ介かいを働かせなくてもいいだろう。




　　　　◆◆◆




　人助けが終わった後、俺とソフィアは夜の街道を歩いていた。

　片側二車しや線せん、都つ合ごう四車線の比ひ較かく的てき大きな通りをたまに車が走っていく。俺達はその横に設けられた歩道を並んで歩いている。目的地はソフィアが駅からちょっと離れたところに取っているというホテルだ。今はそこに住んでいるらしい。

　ちなみに姫き紗さ希き達たちは気を利かせて先に白はく陽よう花かへ戻った。

「うふふー。じゃあアタシ達は先に帰ってるから、お二人さんはゆっくりしてください！」

「鳥と坂さか、ちゃんと家まで送ってやれよ」

『浮うわ気きしてたこと、凛り奈なには内ない緒しよにしておいてあげるわ』

　誰だれに対し、何に気を利かせたのか、俺にはさっぱりわからん。

　……送ってけって言われても。抑よく制せい導どう式しきがかかってる俺じゃ、こいつよりも弱いんだけど。

　暴ぼう漢かんに襲おそわれようが通とおり魔まに殺されかけようが、俺がソフィアを守ることなんかない気がする。つーかこの女が怪かい人じん化したら並なみ大たい抵ていの犯はん罪ざい者しやなんか逆に消し炭ずみになるだろ。

「あっ、なるほど。ソフィアが誰か襲わないように見張っとけってことか」

「……トーヤ、そんな失礼なことを考えていた頭はここか？」

　顔を引き攣つらせたソフィアが、バキュンッと俺の額ひたいを小こ突づいた。

「ッッ痛え──ッ!?」

　あまりの衝しよう撃げきと激げき痛つうに、その場にうずくまる。しかも軽く涙なみだ目め。

　頭が吹っ飛ばされるかと思った。

「ん？　あれ？　すまない、そんなに強くやったつもりはなかったんだが」

「やったつもりがないって、おまッ……その指ゆび先さきに展開してる導どう式しきは何だコラ！　明らかに筋きん力りよく強化の魔ま導どう使ってんじゃねえか！」

　ヒリヒリと焼かれるように痛む額ひたいを押さえ、立ち上がる。

　この女ときたら『小こ突づく』なんて可愛かわいらしい動作を弾だん丸がんみたいな危険度どまで引き上げるとは……危うく頭ず蓋がい骨こつが割れるとこだったぞ。

「違う、本当に強くやったつもりはない。昔のお前だったら、これくらい平気だった」

　俺おれの文もん句くが気に入らなかったのか、ソフィアが明後日あさつての方角へ視線を逸そらした。

「身しん体たい変へん異い抑よく制せい導式だったか？　お前用にリナが開発した魔導というのは」

「あ？　まあそうだけど、それがどうかしたのか？」

「どうかしたって……不ふ便べんじゃないのか？　確かにお前の人間の姿すがたを見られたのは新しん鮮せんだったが……魔ま力りよくも大たい半はん抑えられているのだろう？　身体からだの方も大分脆もろくなっているみたいだし」

　辛つらくないのか？　と彼女にしては珍めずらしく、遠えん慮りよがちな声こわ音ねで尋たずねてきた。

「？　別に。おかげで俺は普通に生活できるんだ。感謝こそすれ、文句言う筋すじ合あいはねえだろ」

「……お前はそういうところだけは全然変かわってないな」

　俺の素直な意見に、ソフィアが気き難むずかしい表情になった。

　見ようによっては憐れん憫びんすら含んでいる、憂うれいに満ちた顔。

　そんな顔を向けられた、俺は──




『大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫だから。橙とう也やは昔からそうだって、知ってるから』




　何な故ぜか、夕方に見た少女の顔を思い出した。

「…………変わってないって、何が」

「そうやって蔑ないがしろに扱われることに慣れきっているところだ。昔から、全然変かわっていない」

「はあ？　別に凛り奈なは俺を蔑ろにしてねえだろ。俺が怪かい人じんの姿のままじゃ不ふ便べんだからって、むしろ気き遣づかいじゃねえの？」

「身み内うちには理由もなく信頼を置くところも相変わらずだな」

　この話は終わりにしよう、とソフィアは話を切り、また歩き出した。

　俺の方も、この話題を続けると致ち命めい的てきな『何か』を受けそうな気がしたんで、特に反はん論ろんすることもなくソフィアを追い、彼女に並んで歩く。

「それにしても……ここ数日のお前達を見ていてわかったのだが。白はく陽よう花かの人助けとは、別に犯はん罪ざい者しやを捕つかまえるだけではないのか？」

「あー、それね。俺も最初は肩すかし食らったけど。そういう危険度が高いのは主に大学部からだとさ。高こう等とう部ぶで受けられる人助けってのは、まあバイトとあんま変わらない」

「ふうん……？」

　何な故ぜか含みがあるようにソフィアが頷うなずく。

「そうだとしたら──人助けの時に来ても仕方ないな」

「？」

　その言葉の意味がわかりかねた。

　こいつ……その口くち振ぶりからすると、何か目的があったのか？　てっきり俺おれをからかいに来ているだけだとばかり思っていたが。

「ああ、人助けと言えば」

「？」

「どうよ？　白はく陽よう花かの生徒として人助けを行った感想は？」

「……私は白陽花生ではない」

「まあまあ。ヴィランの系けい譜ふとして、悪を助けるのとはまた違った趣しゆ向こうだろ」

　するとソフィアは足を止めた。

　俺も立ち止まって見てみると、彼女は自分の手に視線を落としている。

　お子こ様さま広場にいた女の子に、優しく握られた手。その感かん触しよくを思い出すように、あの時の温ぬくもりを確かめるように、ソフィアは何度か手を開かい閉へいして、

「──ああ、悪くなかった」

　やがて、憂うれいを帯びていない晴れやかな笑えみを口元に浮かべる。

　そのままソフィアは夜空を仰あおいだ。

「表おもて社会の人間に、綺き麗れいだと言われたのは初めてだ」

「そか。そりゃあよかったな」

「ああ。あんな笑みを向けられたのも、お前まえ達たち以外では初めてだった……久々に、楽しいと思えたよ」

　怪かい人じんである俺とソフィア。

　結けつ社しや側がわの存在として、正義の味み方かたに追われ、一いつ般ぱん人じんには蔑さげすみの対たい象しようとされる俺達。

　そんな俺達にも、笑顔を向けてくれる奴やつらはいる。

　俺が凛り奈なに出会ったように、今日きよう出会ったあの女の子にソフィアは何かしらの救いを得たかもしれない。もちろんそうでないかもしれないが、俺はそうだと願いたい。

　十年間アルカトラズに捕つかまっていた、かつての仲間。

　俺が救えなかった、助けられてばかりいた青い少女。

　悲ひ惨さんな扱いを受け続けていた彼女に、楽しいと思えるだけの出で来き事ごとがあるのなら、そんなに素晴らしいことはない。

　そんな楽らつ観かん的てきな思し考こうに、俺もソフィアのように苦く笑しようを浮かべ──




　ギチリッ、と脳のうに浸しん透とうする不ふ快かい感かん。

　順じゆん調ちように回っていた歯は車ぐるまが、徐じよ々じよに嚙かみ合わなくなっていく違い和わ感かんを抱いた。




「ッ!?」

　瞬しゆん間かん、今まで正常だった視し界かいが灰はい色いろに染まった。

　……いや、それは錯さつ覚かくだ。俺おれの身体からだに異常はない。視界に映っているのは確かに夜の町並みであり、車道を時たま通りすぎる車も、たまにすれ違う人々も、確かな色しき彩さいを持っている。

　だが、嚙み合わない。

　視界に映っている現実が偽にせ物もので、本ほん物ものである自分だけが取り残されているような違和感。

　これは……ッ！

「異い空くう間かんの生せい成せい……あの時と同じ結けつ界かいか!?」

「…………」

　ソフィアと再会した、あの洋よう館かん付近に張られていた結界と同じ導どう式しき。

　それに戸と惑まどう俺とは裏うら腹はらに、隣となりにいるソフィアはやけに落ち着きを払っていた。

　いや、落ち着いているという表現も変だ。

　今の彼女からは、感情が見出せない。

　意い図と的てきに無む表情と無感情を張り付かせている。昔の経験で微び細さいながら読み取ることができた感情の起き伏ふくが、今ではさっぱり読み取ることができない。

　必要以上に冷れい静せいになったソフィアが、ゆっくりと振り返り、

「……私は今取り込み中なんだが。何か用件があるのか」

　驚くほど味あじ気けない声こわ音ねで呼びかけた。

　ソフィアの視線を追うように、俺も背後へ向き直る。

　灰色に錯覚する、嚙かみ合わない現実の先。

　そこに、

「──遊びに取り込む余よ裕ゆうがあるとは。己おのれの立場を知らないようだな」

　フードを被かぶった、いかにも怪あやしい男が立っていた。













　　　三話　司し法ほう契けい約やく







「誰だれ、こいつ」

　正しよう体たい不明の男に身み構がまえつつ、隣となりのソフィアにそう尋たずねる。

「……」

　しかし隣に立つ彼女から返答はない。仕方ないんで俺おれは周囲の様よう子すも注意深ぶかく観察する。

　俺達がスーパーを後にしたのが午後九時。夜の街を歩いている者はまだ多く、この場にいる人々もそう少ないわけではない。

　そのはず……なのだが。本当につい一いつ瞬しゆん前まえまであった人々の姿すがたは、いつの間にか綺き麗れいさっぱり消えている。

　俺とソフィア、そしてフードの男。この三人が異い空くう間かんに隔かく離りされたわけか。

　これは逃げるのも苦労しそうだ。この結けつ界かいなら一度、解導式デイスペルに成功してるが……あー、あの時はどんな導どう式しきを使ったんだっけ。

　俺が凛り奈なに書いてもらった芸術的な図ず式しきを、何とか思い出そうとしていると、

「その制服、ＤＨ学科の……そこの少年は白はく陽よう花かの生徒か」

　フードの男が重く響ひびく声で確かく認にんしてきた。

　目ま深ぶかにフードを被かぶっているため、素す顔がおは窺うかがい知れない。灰はい色いろのロングコートを着ているので服装もわからず、おおまかな体格すら判はん別べつできない。

　結論、身み元もと不明。警けい戒かいすべし。安易にこちらの情報を与えるべからず。

「彼は関係ない。お前の言うとおり、今夜会ったばかりの白陽花の生徒だ」

　と、無む言ごんで睨にらみ合う俺と男の間に、ソフィアが割って入るように移動した。

　それでフードの男は俺への興きよう味みをなくしたのか、緩かん慢まんな動どう作さでソフィアに視線を戻した。

「不ふ可か解かいだ。何な故ぜ関係ない者と共にいる」

「こっちは久しぶりの自由なんだ。男遊びの一つくらい大おお目めに見てくれないのか？」

「特に私から咎とがめることはない」

　男の重苦しい声が、本当に気にした様よう子すがないように、淡たん々たんと告げてくる。

　が、しかし。

「だが期限が迫っているというのに、今の貴き様さまに遊んでいる暇ひまがあるのか？」

「ッ！」

　次に男がそう口にした瞬しゆん間かん。

　俺を庇かばうように立ち塞ふさがったソフィアが、急にその場へうずくまった。

「おいッ！」

「──は、ぁ……あぁ、あ……ッ！」

　声をかけるが反応はない。

　ソフィアはただ胸を押さえ、痛みに耐えるように震えていた。

　呼吸すらままならないのか息は荒い。うずくまった彼女の額ひたいには、苦痛を表すようにいくつもの玉たまの汗あせが滲にじみ出ている。

「テメェ！」

　疑問も質問も挟まない。

　瞬しゆん時じの判はん断だんで俺おれは駆かけ出し、同時に縮しゆく地ちの魔ま導どう──高速移動クイツク・ムーブの導どう式しきを紡つむぎ始め、

「急せくな少年、私は何もしていない」

　演えん算ざんし終えるよりも早く、フードの男は懐ふところから己おのれの武ぶ器きを取り出していた。

　鍵かぎ束たば。

　金属の輪わっかに古ふる臭くさい鍵がいくつも繫つなぎ止められている。数は十ほど。鍵かぎ穴あなへ差し込まれるブレード部分はそれぞれ形状が異なり、一つとして同じ形の物はない。

　一ひと目めではただの鍵束にしか見えない。しかし俺はその正しよう体たいを知り、駆け出した足を止める。

「ッ!?」

「取引の邪じや魔まだ。少し大人おとなしくしてもらおう」

　フードの男は手にした鍵束を前方へ掲かかげ、軽く上下に振るう。

　シャラン、と透すき通った金属音おん。同時に、鍵束についていた内の一つが激しく発はつ光こうする。




　瞬しゆん間かん──目前に突とつ如じよ現れた巨きよ大だいな手に、俺は吹き飛ばされた。




「が、あ……ッ!?」

　人間の身体からだをゆうに摑つかめるほどの手。手首から先だけのそれは俺を押し出すように吹き飛ばし、近くにあった電でん柱ちゆうへ叩たたき付ける。

「ぎ……ぁ、がッ!?」

　巨大な手に電柱ごと摑まれ、メギゴッ、と体中を握り潰つぶされる。

　視し界かいが赤く点てん滅めつする。筋きん肉にくと骨と内ない臓ぞうが圧迫され続ける激げき痛つうに、悲鳴も絞しぼり出せない。

「彼女が苦しみだしたのは偶ぐう然ぜんにすぎない。その苦痛はただ定期的に訪れる首くび輪わだ。私がどうこうする物ではない」

　事務的な男の声に、俺はとある確信に至った。

　かなり変へん種しゆではあるが間違いない。同じ魔導が得意な俺には、大体の導式構こう成せいがわかる。

　巨大な手を『檻おり』に見立て、目もく標ひようを捕縛する魔導。

　あの鍵束は──捕ほ縛ばく魔導に特化したアイテム。

「ほう？　解導式デイスペルは心こころ得えているようだな」

「ぐッ……て、てめッ！」

「だが無む駄だだ少年。その程てい度どの魔ま力りよく生成量りようでは、私の導どう式しきは破れまい」

　こっちが導式干かん渉しようしていることに気付いたらしい。フード男は淡たん泊ぱくどころか、機き械かい的とすら言える調子で口を開く。

　確かに奴やつの導式構こう成せいはかなり強きよう固こだ。先ほどから解導式デイスペルを試みているが、そもそも出力されている魔力量が違いすぎて、破るどころか導式に干渉すらできない。

　フード男が放った魔導は準じゆん二級どころか二級クラス……いや純じゆん国家クラスの正義の味み方かたに匹ひつ敵てきしている。

「待、て……！　その男は本当に、関係ない！」

　会話ができるだけの気力は持ち直したのか、ソフィアが緩かん慢まんな動どう作さで立ち上がり、切れ切れの言葉を男に投げかけていた。

「昔の仲間に似ていた。だから、懐なつかしさに惹ひかれただけだ」

　いまだ荒い呼吸を整えながら、まるですがるように。

　俺おれとの無む関係を主張した。

　その行為に一いつ瞬しゆん──思し考こうが真まっ黒くろに染まった。

「……目的に関係ないのならば、何な故ぜ行動を共にしていた」

「白はく陽よう花かの生徒だからな。一いつ緒しよに行動すれば色々と都つ合ごうがよさそうだろう」

「……」

　それで納なつ得とくしたのか、フードの男は鍵かぎ束たばを懐ふところにしまう。

　途と端たん、俺おれを捕とらえていた巨きよ大だいな手は消え去った。

「ッ！」

　体を縛しばり付けていた圧力と激げき痛つうがなくなり、俺は路ろ面めんに落ちる。

　一度前まえのめりにバランスを崩くずしてしまったが、それでも、いまだ足あし下もとがおぼついていないソフィアの下へ駆かけ寄った。

「おい、大だい丈じよう夫ぶか！　ソ……」

　今にも倒れそうなその体を支え、そう口にしかけた時、

「ああ、すまない。知り合ったばかりなのに変なことに巻き込んでしまって」

「……ッ」

　俺をぼんやりと見つめ返してくるソフィアは、こちらの言葉を遮さえぎって、柔らかに微笑ほほえんだ。

　呼吸は荒いし、顔色は青白いし、焦しよう点てんすら合ってないっつーのに……まだそうやって俺を気き遣づかうのかよ、お前は！

「また様よう子すを見に来る」

　俺達からフードの男が踵きびすを返した。

「ッ！　テメェ、待てこの……」

「止やめろ」

　その背を追って駆かけ出そうとした俺おれの手を、後ろから引かれる。

　見ると、ソフィアが必死に俺の手首を摑つかんでいた。

「今のお前では、敵かなわない」

　その力はあまりに弱々しく、簡単に払うことができるくらいで。

　だからこそ、そこまでして押し止めようとするソフィアの手を、俺は振りほどけなかった。

「……」

　そのまま何も言い残すことなく、フード男は歩き出す。歩道を進み、路ろ地じ裏うらへと続く一番近ちかい角かどを曲がっていく。

　消え去った男の背中を睨にらみ付け、俺は押し黙だまった。

　いつの間にかこの場に満ちていた違い和わ感かんもなくなっていた。歩道のど真まん中なかで立ち止まっている俺とソフィアを、通行人にんが不ふ思し議ぎそうな顔でチラ見してくる。しかし大した疑問は抱かなかったのか、話しかけてくることはない。

　どうやら異い空くう間かん生せい成せいの結けつ界かいは解けたようだ。

「……何なんだよ、一体」

　フードの男の気け配はいもないのを確かく認にんしてから、吐き捨てるように呟つぶやく。

　俺が苛いら立だっているのを察したらしく、こちらに体を預けていたソフィアが静かにうつむき、

「すまない。巻き込むつもりはなかった」

「すまないじゃねえよ。あいつは何だ？　化ばけ物ものみたいな捕ほ縛ばく魔ま導どう使ってたが……純じゆん国家クラスの正義の味み方かただよな？」

　どうしてあんな奴やつと繫つながりがあるんだ。

　そういう意い図とを込めて聞いてみるが、ソフィアは気まずそうに項うな垂だれるだけだった。

「……色々と、事情がある」

「だから、その事情は何かって聞いてんだよ」

「色々と言っている。お前には関係ない」

「テメッ、関係ないわけ──」

「関係ないんだ」

　叫びかけた俺を制するように、ソフィアはきっぱりと口にした。

「お前だってあるだろう？　私と会わなかった十年の間に」

「そりゃあ……あるに決まってるだろ」

「お互いに事情がある。私はお前のことも、あの子との関係も聞かない。お前は私のことも、あの男との関係も聞かない。それで、いいだろう」

　もう大だい丈じよう夫ぶだ、とソフィアが俺の手をそっと払ってくる。

　それはやんわりと、だが明確な拒きよ絶ぜつを意味していた。

「……」

　呆ぼう然ぜんとするしかなかった。俺おれは自分が何な故ぜ動どう揺ようしているのかもわからず、払われた手を学生ズボンのポケットにしまう。

　ギチリと、指が砕くだけんばかりに握り締めているその手を、ソフィアに見せないように。

「送ってくれたことには礼を言う。ホテルはすぐそこだ、この辺でいい」

　話は終わったとばかりにソフィアは歩き出した。

　気持ち早はや足あしで去っていく背中もやがて見えなくなり、俺は夜よ道みちに一人取とり残された。

「……気に入らねえ」

　鬱うつ屈くつとした呟つぶやきが、自然と漏もれる。

　……何が関係ないだ。

　こっちは変なことに巻き込まれて、意味がわからないままフード野や郎ろうに殺されかけたんだ。

「説明くらいしろってんだ……クソ」




　　　　◆◆◆




　それから数日、フード男との邂かい逅こうなどなかったような日々が続いた。

　俺と凛り奈なは姫き紗さ希き達たちと共に、人助けや訓くん練れんに明け暮れ。

　あいかわらずソフィアは俺達の前に現れ。

　まるで、あの出で来き事ごとなど初めから起きていないように。

　気になることといえば、ソフィアの奴やつが現れる頻ひん度どが減ったことか。

　そのおかげで凛奈が不ふ機き嫌げんになったり、姫紗希達がお祭りムードになったりする頻度が減ったというのなら……まあ悪いことばかりではな──

「わわ、橙とう也やくん！　訓練中ちゆうによそ見は危ないっていうか、よ、よけて！」

「ごぶッ!?」

　俺はカノンの箒ほうきに頭を轢ひかれ、意い識しきがフェードアウトした。




　悪いことばかりではないが、面めん倒どう事ごとが減ったのかと聞かれれば……微び妙みようなとこだ。

　捕ほ縛ばく魔ま導どうを使い、俺を襲おそったフードの男。

　あいつと顔見み知しりだった、ソフィア。

　聞けるような雰ふん囲い気きではなかった。

　聞いても、ソフィアは答えないだろう。あれだけ関わるなという態度を取られたのだ。

『──は、ぁ……あぁ、あ……ッ！』

　ただそれでも、あいつが胸を押さえ、苦しんでいる姿すがただけが、俺の頭に焼き付いて──

「この前、捕ほ縛ばく魔ま導どうをかけてくれた恨うらみ！　死ねぇぇ鳥と坂さかぁぁッ！」

「いぐべッ!?」

　俺おれは真しん弦げんの壱哮ワンコを食らい、無む惨ざんに吹き飛ばされた。




　ソフィアとフードの男が口にしていた不ふ審しんな言げん動どう。

『白はく陽よう花かの生徒だからな。一いつ緒しよに行動すれば色々と都つ合ごうがよさそうだろう』

　何か目的があるようなソフィアの口振り。

『だが期限が迫っているというのに、遊んでいる暇ひまがあるのか？』

　男が口にした、期限という言葉。

　あの男とどんな関係で、何をしようとしているのか。

　目的は何か？

　期限とは何か？

　あの男は何者なのか？

　ソフィアが苦しみだした理由は？

　それが、ここ数日。当たり前のような日々を送ってもなお、俺の思し考こうを占める事こと柄がらだった。

『橙とう也や、今日きよう私が勝ったら旧きゆう式しき魔導を』

「それだけは許さんッ！」

『ずるい』

　射しや出しゆつされた氷の矢を回かい避ひする俺に、姫き紗さ希きがしょんぼりと肩を落とした。無む表情で。




　　　　◆◆◆




「橙也くん、最近どこか調子悪わるいのかな？　訓くん練れん中ちゆう、ずっとボーっとしてるけど」

「あんな簡単に不ふ意いを突けるんじゃ、訓練にならねえよ」

『私の時だけはよそ見しない』

　実じつ戦せん訓練を終え、昼を大きく回った時じ刻こく。

　俺達はいつもの第二食堂館かんで遅い昼食を取っていた。時間が時間なだけに利用者は少ない。いるのは俺達みたいに実戦訓練明あけか、空すいているこの時間帯たいを狙ねらってきた生徒だけだった。

「……あー、ちょっと考え事があってね」

　向かいに座っているカノン達の心配（？）を、俺はかけ蕎そ麦ばをすすりながら適当にはぐらかす。右からカノン、俺の正面である真まん中なかが姫紗希、左が真しん弦げんという位置取どりだ。

　と、姫紗希がサバの味み噌そ煮にをほぐしていた箸はしを止めた。

『……橙也が、考え事？』

「何不ふ測そくの事じ態たいに遭そう遇ぐうしたみたいな顔してんだ。失礼しちゃうな、おい」

　こいつはホント、俺おれを貶おとしめる時だけ表情を作りやがる。

　そんな彼女らに、はあ、と盛せい大だいにため息を漏もらす。ソフィアの事情を話すわけにはいかない。いくら曰いわく付きのＤＨ学科とはいえ、俺やソフィアが怪かい人じんであることをバラすのはまずい。

「別に、些さ細さいなことだから気にすんな。俺の調子が悪くて訓くん練れんになら──」

「だからソフィアさん！　どうしてこう昼間から橙とう也やに会いに来るんですか!?　仕事とかしてないんですか!?」

　と、俺の右側から金きん髪ぱつ少女の怒ど声せいが聞こえた。ついでにグイッと引っ張られる。

「……訓練にならないことは悪いとは思うけど、それも今だけ──」

「失礼だな、私はちゃんと仕事をしているよ。ただ夜の方が効率いいだけだ」

　と、俺の左側から青い少女の反はん論ろんが聞こえた。

「…………それも今だけだから気にしな」

「そもそもこの前ソフィアさんは橙也のことをよく知ってるって言ってましたけど、わたしが橙也のことを一番よく理解してるんですからッ！」

「…………」

「ほう？　ならば証しよう拠こを見せてもらおうか」

「え、えっ？　しょ、証拠って言われても……」

「実はトーヤはお菓か子し作りが得とく意いだ」

「！　じ、実は橙也はご飯はんを残すと、お母かあさんみたいにしゅんとする！」

「実はトーヤはジッポライターに憧あこがれて買ってみたはいいものの、すぐに煙草たばこを吸わない自分には必要ない物だと気付いて捨てた過去がある」

「実は橙也は寝起きで不ふ機き嫌げんそうにしてる自分の顔を鏡かがみで見て『……誰だれだこいつ、ケンカ売ってんのか』と寝ぼけながら呟つぶやいたことが──」

「……だあぁぁッ！　実は実はってやかましいわ──ッ!!」

　我が慢まんしきれず、ガターンッ、とイスを倒して勢いよく立ち上がった。

「ステレオ再生で俺の恥はずかしい暴ばく露ろ大会してんじゃねーよお前ら！」

　すると俺の両側に座っていた凛り奈なとソフィアが、驚いたように左右から俺を見やってくる。

　そんな彼女らの左側、ソフィアの鼻先に俺はビシィッと人ひと差さし指を突き付ける。

「つーかお前、さも当然って顔で昼ひる飯めし食ってんじゃねえよ!?　食堂館かんは一般公こう開かいされてねえ上にそもそもあんなことがあって何で平気な顔してんの!?　気まずくないの!?」

「ハイドランジアから許可は取ったが」

「あんのロリババア！　どうして余よ計けいなことだけ許可すんだ!?」

「ちょっと、あんなことって何!?　気まずくなるような一件って何なの!?」

　壊こわれ気ぎ味みの凛奈の質問は、話がややこしくなるのでスルーする。

「だいたい俺の暴露話ばなしなんて誰だれ得とくだよ！　見ろ！　姫き紗さ希き達たちが呆あつ気けに取られてるだろ！」

「『「え？」』」

　と、三馬ば鹿かが揃そろいも揃って手を挙げていた。

　……おい何だテメェら。お前らまで暴ばく露ろ大会に参加しようとしてたのか。消し炭ずみにすんぞ。

「しかし止めろと言われてもな。このままでは決けつ着ちやくがつかないから、続けるしかないだろう」

「俺おれは決着をつけるまで続けるなっつってんだ！」

「ふふっ、じゃあ場所を変えてゆっくり話し合いませんか……？　誰だれにも邪じや魔まをされない……そうですね。わたしと橙とう也やが一緒に住んでいるログハウスとか」

「面白い、受けて立とう。まあかくいう私もトーヤと長らく共に暮らしていた、言わばトーヤ博士はかせだからな。負けるとは思えんが」

「ふ、ふふ……！　なら橙也博士の名を懸かけて、勝負ですよソフィアさん！」

「張り合ってまで取るもんなのか、それ!?　……あっ、ちょっ、マジで待て！　俺の前で暴露されるのもあれだけど、知らないとこで話されるのもそれはそれで！」

　俺の制せい止しは空むなしく、いつの間にか昼食を食べ終わっていた凛奈とソフィアが席を立ち、食堂館かんを後にした。どうやらログハウスに向かったらしい。

　クソッ、止めなきゃいけないのに。まだ蕎そ麦ばを食い終わってないからと残った俺の貧びん乏ぼう性しようが恨うらめしい！

「お、落ち込むことないよパティシエ橙也くん！　誰だって恥ずかしい過去はあるって！」

『お母かあさん、元気出して。橙也ママが作ったご飯はん、美お味いしかったよ』

「そうだぜジッポライター。オレだってバタフライナイフとかに憧あこがれたことはあるからさ」

「人のトラウマを抉えぐるようなあだ名つけてんじゃねえッ!!」

　慰なぐさめる体たいを装よそおってんのが一いつ層そう腹立つ！

「ったく」

　倒れていたイスを直して座る。こっちは真剣に悩んでるってのに、何でこう俺の周りは考え事一つさせてくれないのか。

　今はさっさと飯めしを食い終え、凛り奈な達たちの後を追った方がいいだろう。

　俺は食べかけの蕎麦を啜すすりながら、同時に考え事を続行する。

　ソフィアが巻き込まれているらしい厄やつ介かい事ごと。

　関係ないと彼女は言った。

　つまり俺の与あずかり知らぬ事情があるということ。この十年間、ソフィアにだけあって俺にはない事こと柄がら。あのフード男も、期限とか目的とかも、全部それに関係してると踏んだ方がいい。

　俺が知らない、ソフィアの事情。

「……アルカトラズ、か」

　箸はしを止め、やはりその結論に行き着く。

　十年間もソフィアが囚とらわれていたという場所。

　異い空くう監かん獄ごくアルカトラズ。

　それが、俺おれが知り得ない彼女の事情だ。

　もしかしたらあのフード男は、アルカトラズの関係者なのか。

「えっ、何々？　橙とう也やくんもアルカトラズの呪のろいは信じる派なのかな？」

　ふと、俺が漏もらした都市伝でん説せつの名に、意い外がいな人物が反応した。

　目を見開き、対たい面めんに視線を向ける。

　カノンは、あははーと相変わらずお気き楽らくな笑顔を浮かべていた。

「橙也くんったら人が悪いなー。この前は興きよう味みなさそうだったのに、やっぱり読んでるんだ」

「しかもあんな巻かん末まつ特集まで目を通してるとはな。中々の愛あい読どく者しやっぷりじゃねえか」

『あれが巻末特集だって知ってるってことは、大おお狼がみ君も中々の愛読者ってことになるけど』

　カノンの話題振ふりに、姫き紗さ希きと真しん弦げんもその話に加わった。

「……お前ら、アルカトラズのこと知ってんの？」

「え？」

　カノン達はお互いの顔を見合わせ、続いて俺に視線を戻し、同じ方向へ首を傾かしげた。

「橙也くんも、今週号ごうのウィズ・ジャスティスを読んだんじゃないの？」

「は？　いや、読んでねえけど」

「あれ？」

　俺が答えると、カノンが足あし下もとに置いてあった学生鞄かばんをあさり、一いつ冊さつの雑ざつ誌しを取り出す。

　それは正義の味み方かた用のティーン誌、週刊ウィズ・ジャスティス今週号だ。

　先週号か先せん々せん週しゆう号では『必ひつ殺さつ技わざ特集』をしていて、俺が散々な目に遭あった物だ。

　カノンはそれをテーブルの上に広げ『んー』と目的のページを捜している。

「えっと……あ、ほら、ここ。この巻かん末まつカラー特集」

　はい、と雑誌を手渡され、素直に受け取る。いつもなら正義の味方用のティーン誌なんて突っぱねるとこだが、俺には妙みように引っかかった箇か所しよがある。

「んだよ、やっぱ読んでねえのか。てっきり必殺技のことについて悩んだから購こう読どくし始めたのかと思ってたぜ、オレァ」

『？　でも、それを読んでないんだったら、どうして橙也はアルカトラズの話をしたの？』

　姫き紗さ希き達たちの問いかけを無む視しして、食い入るように雑誌を見る。

　その巻末カラー特集の内容は──異空監獄アルカトラズについて。

　……いや、そこは驚くに値あたいしない。元々アルカトラズは都市伝でん説せつだ。信しん憑ぴよう性せいがない、いかにも怪かい奇きっぽい話題というのは、ティーン誌にとって格かつ好こうの題材なのだろう。

　俺が驚いたのは……そう。

　カノンが口にした『呪のろい』という、いかにも危き機き感かんを煽あおる単たん語ごだ。

「ちなみに真しん弦げんくんと姫紗希ちゃんは、アルカトラズは信じる派？」

「オレァ信じてねえな。今のご時じ世せい、怪かい談だんつーのは全部何なんらかの魔ま導どう理論で証しよう明めいされてるだろ」

『私も信じない派』

「えー、二人共とも夢がないなー」

『立たち花ばなさんは信じてるの？』

「うん！　だってこういう、いかにもーって感じの胡う散さん臭くさい怪談って何か萌もえるよね！　こう脳のうのアドレナリンが全開になるっていうか！」

「……立花。女の子としてどうなんだろうな、それ」

　姫き紗さ希き達は信憑性が定かではない怪談ゴシップについて談だん笑しようしている。

　が、俺おれはそんな気分になれない。

　何な故ぜなら、知っているから。

　異い空くう監かん獄ごくアルカトラズが実在していることも、それに関わった人物が身み近ぢかにいることも。

　黒い配はい色しよくに赤い文字というカラーリング。いかにもおどろおどろしい雰ふん囲い気きを醸かもし出したそのページには、殊こと更さら重要そうにこう、大おお文字で書かれていた。

　アルカトラズの司し法ほう契けい約やく。




　　　　◆◆◆




　ログハウスまで全ぜん速力で駆かけ戻り、俺は玄げん関かんのドアを蹴け破やぶるように開け放った。

「あ、橙とう也や。おかえり」

「ああ、邪じや魔ましている」

　入ってすぐのリビングには茶をすすっている凛り奈なとソフィアの姿すがたがあった。

　どうして普通に客のようにもてなし、客のようにもてなされているのかわからない。お前ら仲悪いんじゃなかったのかよ。

「今ね、昔の橙也のことを聞かせてもらっていたのよ。それでね、貴方あなたの師し匠しようみたいな人。ホッパーさんのことなんだけど──」

「凛奈。今週のウィズ・ジャスティス、読んだか？」

「え？　いいえ、まだ買ってないけど」

「そうか。ならいい」

「橙也？」

　どうやら彼女はこの事実をまだ知らないらしい。凛奈が何か言いたげだったが、今の俺には余よ裕ゆうがない。無む言ごんで靴くつを脱ぎ、ズンズンとテーブルについているソフィアの下まで歩み寄る。

「むっ、どうしたトーヤ。そんな怖こわい顔をし……」

「ソフィア」

　ガシッ、とソフィアの華きや奢しやな肩を摑つかむ。眠たげな目は戸と惑まどいに大きく見開かれた。

　そんな彼女に、俺おれは至し極ごく真剣な調子で告げる。




「今すぐ服ふく脱げ」




　凄すさまじい蹴けりが二人分ぶん、俺へ炸さく裂れつした。

　反応できず、玄げん関かん横よこの壁までゴロゴロ転がる。

「とーうーやー？　いつから貴方はそんな野や蛮ばん人じんになったのかしらー？」

「……潰つぶされたいようだな、お前」

「待て！　すまんッ、言い方が悪かった！」

　凛り奈なとソフィアが、ゴゴゴゴゴゴッ！　と凄まじい怒ど気きを全身から放出しながら、床にぶっ倒れた俺を睨にらみ付けてくる。
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　つーかソフィアならまだしも、凛奈まであんないい蹴りが打てるとは。

「悪かったって。ちょいマジだから、真ま面じ目めな話なんですってホント」

　しどろもどろになりながらガチで言い訳わけを始める情なさけない俺がいた。

　こちらの言葉を待つ二人に、あー、と頭をかく。俺おれは床に胡坐あぐらをかき、順序よく話を進めることした。

「ソフィア、ちょい服まくって腹を見せてくれ」

「「……」」

　収まりかかっていた二人の怒ど気きがまた膨ふくれ上がった。

　が、

「……お前、やはり私に潰つぶされたいらし──」

「やってみろ」

　今度は、引かない。

　言葉に詰まったソフィアを睨にらみ返し、床から立ち上がる。

　戦せん闘とうに備えるよう、ゴギンッ、と首を鳴らし、ソフィアの隣となりに立つ凛り奈なへ告げた。

「凛奈。抑よく制せい導どう式しき、解除しろ」

「え？　そ、そんな不ふ謹きん慎しんな理由で怪かい人じん化かするなんて、許すわけないじゃ──」

「俺は大おお真ま面じ目めだ」

「と、橙とう也や……？」

「大人おとなしく見せるならそれでいい。それが嫌いやで俺を潰すっつーなら──仕方ねえ、力ちから尽ずくだ」

　俺の真剣な雰ふん囲い気きに何かを察したのか、凛奈が押し黙だまっていた。

　女の服を力尽くで剝はぐ悪あつ漢かん？

　はっ、上等。こちとら怪人だからな。そういう侮ぶ蔑じよくの視線も慣れっこだ。それでこの問題を解決できるなら。その程度の蔑さげすみ、いくらでも受けてやる。

　そういう意い図とを込めてソフィアを見み据すえると、彼女は極きまりが悪そうに顔を伏せた。

「はあ……本当なら隠かくしておきたかったんだが」

　残念そうに口にして、ソフィアはノースリーブシャツの裾すそを両手で摑つかんだ。

　ゆっくりとたくし上げられていき、露あらわになる上着の下。

　そこにあるのは細く、くびれた腰。

　小さなヘソと、柔らかそうできめ細やかな白い肌はだ。

　……ではなく、

「ッ!?」

　俺と一いつ緒しよにそれを見た凛奈が、息を吞のむ。

　ソフィアの女性らしい艶つややかな腹部。

　そこに──闇があった。

　火傷やけどの痕あとにしてはあまりに黒く、痣あざにしてはあまりに暗い、闇やみ。

　少女の体に刻まれているそれは、彼女の体を蝕むしばむように、侵しん食しよくするように、脈みやく動どうしている。

　ゆらゆらと。気き味み悪く。蠢うごめく闇はたくし上げ切れていない胸部まで達しているほど大きい。

「噓うそ……、それ──契けい約やくの、呪じゆ印いん……？」

　凛り奈なが口元に手を当て、悲痛の表情を浮かべていた。

　魔ま導どうに詳しい彼女でも知らなかったのだろう。無む理りもない。俺おれだってついさっき、カノン達に教えられたばかりだ。本当なら信じられなかった。

「……ッ、あまり、見るな……さすがに、私でも……ッ」

　俺達の視線を受けていたソフィアが、少し、ほんの僅わずかだけ、肩を震わせていた。

　素す肌はだを見られて恥はずかしがっている、というわけではない。

　失しつ態たいを見られた己おのれの情なさけなさに憤いきどおっている、といった物だ。

「……ああ悪い、もういい」

　俺は謝しや罪ざいを入れつつ、額ひたいを押さえる。

　……クソ。マジかよ。

　怪かい人じん討とう伐ばつがあって、その怪人が昔の仲間で、変な男に殺されかけて、何か厄やつ介かい事ごとっぽい雰ふん囲い気きで……終しまいには世にも恐ろしい伝でん説せつの呪のろいだ？

　反はん則そくだろ、それ。一度に厄介事が舞い込みすぎだ。心の準備なんかできてねえよ。

「話してくれるよな」

　裾すそを下ろし、いつもの眠たげな表情に戻ったソフィアに問う。

　青い少女はしばらく沈ちん黙もくした後、一度だけ大きく嘆たん息そくした。

「……はあ。ここまでさせておいて、今さらだろう」

　そして彼女は俺達に語り出した。

　司し法ほう契約という呪いを。

　アルカトラズに伝わる、胸むな糞くそ悪い都市伝説を。




　　　　◆◆◆




「司法契約とは、アルカトラズの看かん守しゆだけが使用できる特とく殊しゆな魔導だ」

　俺と凛奈に対し、ソフィアは驚くほど淡たん々たんとした口く調ちようで説明し始めた。

「看守と契約を結んだ囚しゆう人じんは奴やつらに有ゆう益えきな情報、もしくは行こう動どう結果を求められる」

「司法取とり引ひきみたいなもんか」

　主に米国アメリカで執とり行われ、日本にはない『被ひ告こく人にんと検けん察さつの取引』もそんな感じだったはずだ。

「少し違う。あれは検察が被告人の減げん刑けいを取り計らう代わりに捜そう査さ協力を求める物だが……司法契約は協力を求めるのではなく、完全な使役だ」

　看守は、契約を吞のんだ囚人に『呪印』を施ほどこす。

　施された者は看守には絶対に逆らえない。どういう原理かはわからないが、おそらく現代では禁止されている精神操そう作さや、かなり強力な拘こう束そく魔導の類たぐいだろう。

　……あのフード野や郎ろうの正しよう体たいがやっとわかった。

　あいつはソフィアと司し法ほう契けい約やくを交わしたアルカトラズの看かん守しゆか。

「つまり呪じゆ印いんとは、契約した後に裏うら切ぎったり看守と戦ったりすることをできなくする肉体的な首くび輪わだ。さらに──」

　さらに、契約の呪印には定期的に痛みを発する導どう式しきまで組み込まれている。

　それは施ほどこされた者に恐きよう怖ふや焦しよう燥そうなどを植え付け、反はん抗こうの意い思しを奪うばうという精神的な首輪の役割を果たす。

　肉体と精神、両方にかけられた呪のろい。

　そこに『取引』などという対等な立場はない。

　あるのはただ、勧かん善ぜん懲ちよう悪あくに基づいた一方的な支し配はい関係だ。

　だから契約者は取引に従うしかない。

「もし契約を完かん遂すいすれば『精神的な呪い』だけは解かれ、私は奴やつらの下で正義の味み方かたとして飼われることになる。逆に失敗したら……」

　数すう瞬しゆん、ソフィアは言い淀よどむように言葉を詰まらせ、




「失敗したら──私は異い空間に死ぬまで監かん禁きんされる」




　非常に胸むな糞くそ悪くなる、起こり得るかも知れない未来を口にした。

　契約条件が満たせたら、正義の味方として使ってやる。

　もし達成できなければ、死ぬまで異空間に閉じ込める。

　一方的な契約のルール。もし成功したとしても、得られた自由は首輪付つき。失敗すれば異空間に終しゆう身しん刑けい。仮かり釈しやく放ほうすらない、死ぬより惨むごい監禁地じ獄ごくときた。

　……酷ひでえもんだ。そんな契約を持ち出す奴は明らかにこっちの人じん権けんを無む視ししてやがる。

　まあそこは別にいい。まだ我が慢まんできるイライラだし。正義の味方の勧善懲悪精せい神しんなんか今に始まったことじゃないし。毒どくづいたところで、俺らを取り巻く現状が変わるわけでもない。

　問題なのは、そう──

「私に出された契約条件は、『私と同等かそれ以上の悪』を差し出すことだ」

　その、イライラどころか目眩めまいすら催もよおす契約内容だ。

　つまり、ソフィアを取り巻く環かん境きようはこうだ。


　・自分と同等かそれ以上の悪人をアルカトラズに差し出さなければならない。

　・成功したら、首輪付きの自由を得る。

　・失敗したら、死ぬまで異空間に囚とらわれる生き地獄が待っている。



　そんな、すべての事情を説明された俺が放った第一声は、

「ざけんなよ、お前」

　そんな苛いらつき混じりの言葉だった。

「……橙とう也や？」

　テーブルに着き、一いつ緒しよにソフィアの説明を受けていた凛り奈なが戸と惑まどっていた。

「……」

　そして、向かいに座っていたソフィアの半はん目めが、俺おれを真まっ直すぐ見つめ返してくる。

　彼女特とく有ゆうの眠たげな雰ふん囲い気きはない。

　身が竦すくむほど冷ややかな視線に、しかし俺は怯ひるまずに続けた。

「自分の代わりに悪を差し出すだ？　お前、そんな条件を本気で吞のんだのか？」

　司し法ほう契けい約やくの呪のろい。

　非常に胸むな糞くそ悪い話だ。ソフィアの境きよう遇ぐうをどうにかしたいと思う。彼女を何とか助けたいし、彼女をこんな酷ひどい境遇に貶おとしめた看かん守しゆとやらは燃え散らしたい。

　そうだとしても……悪いが、その契約内容だけは肯こう定ていしかねる。

「ホッパーさんの口くち癖ぐせを言ってみろ」

「……ッ」

「ヴィランの系けい譜ふが戦う理由だ。お前も、わかってるだろ」

　向かいの青い少女が息を吞のむ気け配はいがした。

　──泣き沈む悪に救いあれ。

　それが信しん念ねんだった。どんな時だって曲げない、俺達が戦う理由だった。

　表おもて社会から虐しいたげられ、裏で生きることしかできなかった悪。

　正義を絶対とするこの現代で、望まずして迫はく害がいされてしまった悪。

　そんな彼らを……現代社会では決して報むくわれない不ふ遇ぐうな悪を救ってやるのが、ホッパーさんの信しん条じようにして、教えだったはずだ。

　自分の代わりに誰だれかを差し出す？　監かん獄ごくから釈しやく放ほうされるために？

　首くび輪わ付つきだろうが、正義の味み方かたとして生きるために？

「結けつ社しやではソフィアが……他の誰よりもお前がホッパーさんの信念に賛さん同どうしてたってのに、何て条件を吞んでんだ」

「……お前には言われたくない」

　と、ソフィアが絞しぼり出すような声こわ音ねでこちらを責め返してきた。

「あぁ？　俺だって昔はヴィランの系譜で──」

「それは過去の話だ！」

　唐とう突とつなソフィアの大声に、俺の言葉が遮さえぎられる。

　珍めずらしく苛いら立だちを表に出した彼女は視線を落とし、絞り出すように言葉を紡つむいだ。

「……私ばかり責めるのは頂いただけない。お前だって、今はもう変わっているだろう」

「何でだよ？」

「お前がランタンではなくトーヤと呼ばれているのを見れば……大体の事情は察しが付く」

「……なるほど。そりゃあ呼ばれ方の違いなんて、すぐわかるか」

　今の俺おれはランタンではなく、鳥と坂さか橙とう也やだ。

　怪かい人じんの名しか持たない俺の中の決まりを、ソフィアだって知っている。

　だからこそソフィアも再会したあの時を除き……俺を橙也と呼んでいた。

「ヴィランの系けい譜ふは大たい戦せんで滅ぼされた。私は今や仮かり釈しやく放ほう中ちゆうのただの囚しゆう人じんで、お前は味方する者を変えた」

　それは十年前とは違う、俺達たちの間に生まれた明確な隔へだたりだ。

「今の私達は、もうヴィランの系譜ではない。この十年で、私達は変わったんだ」

　だから、と彼女は続ける。

「だから……それは言わないでくれ」

「……そーかい。悪かった、変な口出しして」

　言い捨て、俺は背もたれに寄りかかる。

　それからはもう何も喋しやべらず、ただ木造の天てん井じようを見上げることに徹てつした。

　どれくらいの間、押し黙だまっていたか。リビングを満たす重苦しい空気の中で俺も凛り奈なも、ソフィアさえも普段の軽かる口くちを叩たたけずにいた。

「これは私の問題だ」

　やがて、ソフィアが静かに席を立ち、玄げん関かんへ向かう。

「お前はアルカトラズに関わるな、トーヤ」

　俺の今の名を口にして、ソフィアはログハウスを後にした。

　答えることはできない。

　俺はただ天井を見上げ、玄関の方でドアが閉じる音だけを耳にする。

「……橙也」

　すると、凛奈が俺を気き遣づかうように肩へ触れてきた。

「悪い、大だい丈じよう夫ぶだ」

　……何してんだ、俺は。

　あの時から俺は、凛奈の味み方かたをすると決めた。

　今の俺は彼女が統すべるゼロウ・ファミリーの怪人だ。

　そんなことわかってる。わかってんだよ。

　そうだっていうのに、どうしてこうも……




　──泣き沈む悪に救いあれ。




　かつての結けつ社しやの信しん念ねんが、頭にチラつくんだ。




　　　　◆◆◆




　翌よく日じつの早朝。俺おれは弁べん当とう包づつみを持参し、学園敷しき地ち内の中心にある噴ふん水すい広場に来ていた。

　朝が早いこともあって登校中の生徒はチラホラとしかいない。何せ今は午前六時ちょい前。部ぶ活かつの朝あさ練れんなどがなければ、学生は何としてもベッドにしがみついていたい時間帯たいだ。

　何を隠かくそう、うちのお子さんでさえ夢の中だからな。

　俺だけ外出するのは悪い気がしたので一応起おこそうとは思ったが……凛り奈なときたら『ね、寝る子は育つのよーッ！』と意味不ふ明めいな寝ね言ごとを叫び、己おのれの胸を寄せて上げようとした。

　寝言と寝ね相ぞうの関連性を察した俺は不ふ憫びんに思った。

　昨晩、凛奈は何か夜よ更ふかしをしていたようだし、彼女を寝かせたまま今に至るわけだ。

「んー？」

　キョロキョロと噴水広場に視線を巡らせる。

　ここにいるって聞いたんだが……おっ、いたいた。

「────」

　噴水の手前。休きゆう憩けい用ようのベンチに座る少女がいた。

　膝ひざの上には少し大きめなランチボックス。サンドイッチが詰め込まれており、その一つを手に取ってモクモク頰ほお張ばっている。

　真しん弦げんから聞いた『学園長はよく噴水広場で日向ひなたぼっこしながらモーニングしている』という情報は間違いなかったらしい。あとでウルフードを奢おごってやろう。

　俺は朝食中のシャルロットに歩み寄り、爽さわやかな笑顔を意い識しきして話しかけてみる。

「よっ、奇き遇ぐうだなシャルロット。歳とし取とると朝が早くなるって本当なんだな」

「早急に消え失うせろ」

　冷ややかな視線をぶつけられた。

　ぐっ……だ、だがここで引き下がるわけにはいかない。今日きようは珍めずらしいことにケンカしに来たんじゃない。仲よくしに来たのだ。自分でも気持ち悪いと思うが。

　俺は片手に引っさげた弁当包みを見せつけ、

「隣となり、いい？」

「駄だ目めに決まっているだろう。何さり気なく同席しようとしているんだ」

「そっか……仕方ねえな」

　俺は盛せい大だいに肩を落とし──ベンチに座るシャルロットの前を陣じん取どる。

「……おい。どうして妾わらわの前に胡坐あぐらをかき始めている？」

「え？　だって隣が駄目なら前しかねえだろ。ああいや後ろでもいいか。地べただけど」

「そういう意味ではないわ！　お、おい貴き様さま、弁当広ひろげてないで妾の話を聞け！　こ、これでは妾わらわが意い地じ悪わるして地べたに座らせているみたいではないか！」

「えー、いいじゃん事実だし。朝あさ練れんに向かってる生徒達の視線がすべてを物語ってるよ。ほらほら、信じられない物を見る目がぜーんぶお前に向けられてるぜー」

「あ、や、これは……わ、わかった！　隣となりでいい！　隣に座れ、頼むから！」

　さすが学園長。生徒達の反感を買うのはさけたいらしい。

　計画どおりに進んだことにほくそ笑えみ、俺おれはシャルロットの隣に移動する。

　すると彼女は、はあ～、とこれ見よがしに長いため息を吐き出した。
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「ったく。どうして妾が……こんな輩やからと同伴したところで、朝あさ餉げが不ま味ずくなるというのに」

「俺のせいかよ」

　自分の弁べん当とうをむしゃむしゃしながら抗こう議ぎする。

　ちなみに俺の弁当は冷れい凍とう食品のオンパレードだ。シャルロットに会いに来たのも急な思いつきだったので、ちゃんとした物を作っている暇ひまがなかった。

「何な故ぜ心しん外がいそうにしている？　明らかに貴き様さまのせいだろう。何が悲しくて朝っぱらから貴様の顔を見なければならんのだ」

「んじゃ、ちょっとはマシになるようにキメ顔してやろうか？」

「無む駄だだ。貴様は元からキメェ顔だからな」

「おい、今いま何で伸ばした？　伸ばすだけで大だい惨さん事じだ、マジ気を付けろ」

「用件は何だ？」

　俺おれの言葉を遮さえぎり、シャルロットがジト目で尋たずねてくる。

「貴き様さまのことだ。わざわざ妾わらわのとこまで来たということは、何か企くわだてがあるのだろう？」

　むっ、鋭するど……くはないか。俺とこいつは怪かい人じんと正義の味み方かた。いわば犬けん猿えんの仲だ。用件がないのに馴なれ合うなんてマネはしない。

　俺はどう説明していいか悩み、弁べん当とう箱ばこに視線を落とす。

　ゆっくりと言葉を選び、卵たまご焼やきなどを摘つまみながら、切り出した。

「あのさ」

「何だ」

　シャルロットが紙パックの野や菜さいジュースを手に取り、ついでとばかりに俺の方を向く。

　ストローをくわえて、チューチュー中身を吸っている彼女に、俺は意を決して告げた。




「ちょっとさ、女のことで悩んでるんだけど……お前に聞いてほしいかなって」




　ブフッ、と野菜ジュースを噴ふき出す自じ称しようピチピチ八十代。

「うわ、ばっちぃ！　な、何？　どうしていきなりスパークしたの？」

「い、いや、すまん……あまりにも強きよう烈れつだったもので、つい……」

　シャルロットは取り出したハンカチで、噴き出した野菜ジュースを拭ぬぐう。

「強烈って何だよ。俺が頼み事するのがそんなに衝しよう撃げき的てきだったのか」

　眉まゆを顰ひそめる俺に構わず、シャルロットは深しん呼吸を始める。

　吸って吐いてを何度か繰り返した後、平静さを取り戻したかのようにこちらに向き直り、

「きゅ、急に何だ。恋れん愛あい相談なんて似に合あわないというか……台詞せりふのチョイスに少し引いたぞ」

「はあ？　何だそれ。俺は真ま面じ目めに頼んでんだよ。あと引くとか言うな」

「そ、そうか、真剣だったか……そ、それはすまなかったな」

「わかってもらえて何よりだ」

「しかしな……妾は学園長であって、そういう真剣な恋愛相談はあまり得意ではないぞ。保健室の教員の方が適任ではないか？」

「……真面目な色いろ恋こい沙ざ汰たって意味じゃねえよ。違うって。ソフィアのことだ」

「むっ、イェル・フルモワセのことか」

「いぇる……？　ああ、ソフィアのことか」

　聞き慣れてねえから少し戸と惑まどってしまった。

　イェル・フルモワセとは彼女の怪かい人じんとしての名だ。

　それはルーマニアに伝わる女おんな妖よう精せい達たちを纏まとめた通つう称しよう。人々から『イェル』や『フルモワセ』、『マイエストレ』、『ディンセレ』などと呼び習わされた、天空と嵐あらしを司つかさどる邪じや悪あくな存在だ。

　そんな伝でん承しようの力を借り、風の怪かい人じんへ変へん異いするのがソフィアだ。

　俺おれがハロウィン伝承の力を借りているように。俺の場合は『借りている』のではなく『そっくりそのまま同じ存在』になっているんだが。まあ原げん理りは同じだ。

「ま、そんな感じかな。うまくいかないっつーか、どうも昔と違ってソリが合わない」

「昔の女絡がらみか……そ、そのような扱いに難しい恋れん愛あいを妾わらわはしたことがない」

「だから違えっつってんだろ！　何で恋愛絡みに話を持っていこうとすんだ!?」

「恋愛話ばなしは乙女おとめにとって大だい好こう物ぶつだと知らんのか！」

「乙女!?　もしかして今、自分のことを乙女って言ったか!?」

　こいつ……どの年ねん齢れい層そうまで乙女だとカテゴライズしているのだろうか。

　逆ギレ気ぎ味みのシャルロットに驚きつつ、俺はパタパタと否定の意を込めて手を振った。

「ホント違うっつーの。俺が悩んでるのは、アルカトラズのことだ」

　ピクッ、とシャルロットの眉まゆがわずかに動いた。

　こちらの真しん摯しさが伝わったようなので、俺は昨日きのうソフィアから聞いた話を伝えた。

　アルカトラズの司し法ほう契けい約やく。

　契約の呪のろい。

　そしてソフィアが交わした契約内容。

　彼女と同等、もしくはそれ以上の悪人を差し出さなくては、ソフィアは永久に異い空間に閉じ込められること。

「アルカトラズの司法契約か……実在していたとはな。イェル・フルモワセからアルカトラズの名を聞いた時、懸け念ねんはしていたが」

　俺の説明を最後まで聞いたシャルロットは、確かく認にんするようにそう言った。

　どうやら噂うわさだけは聞き及んでいたらしい。しかし都市伝でん説せつは都市伝説と、信じていなかったようだ。

　そりゃあそうだ。正義の味み方かたがあんな卑ひ劣れつな契約をしているだなんて、普通なら公おおやけにできない。聞いたとしても信しん憑ぴよう性せいがない噂として切り捨てるだろう。

「──痴しれ者共どもが。海外の正義は、そのような外げ道どうを黙もく認にんしているのか」

　ギチリッ、と隣となりの俺にすら聞こえてきた、激しく歯を食い縛しばる音。

　肌はだ身みで感じる、静かに煮えたぎった英えい雄ゆうの憤いきどおり。

「……お前」

「ああ、すまん。取り乱した」

　戦せん慄りつした俺に気付いたらしい。シャルロットは怒りを鎮しずめるように、すっと目を閉じる。

「残念だが、妾にはどうしようもない」

　そして、そう一ひと言ことで切り捨ててきた。

　再び目を開けたシャルロットは、外がい見けんに似に合あわず、鋭い顔付きだった。

　そこに幼い少女らしさは微み塵じんもなく、厳げん粛しゆくとした正義の味み方かたの目をしている。

「ヴィランの系けい譜ふ。善ぜん悪あく戦争以前より世せ間けんを騒さわがせていた三大結けつ社しやの一つ。その幹かん部ぶに匹ひつ敵てきする犯はん罪ざい者しやや怪かい人じんとなると、そういない」

「……」

「さらに言えば、そのクラスは大たい戦せんで真まっ先さきに目もく標ひようとされているはずだからな。すでにこの世にいない可能性が高い。生き残りはいるかもしれんが……巧こう妙みように身を潜ひそめているだろう。簡単には見付からん」

「……そか。やっぱそうだよな」

　身も蓋ふたもない彼女の言葉に、俺おれはお手上げを示すようにベンチの背もたれへ寄りかかる。

　するとシャルロットは俺から視線を外し、己おのれの膝ひざにあるランチボックスへ視線を落とした。

「すまん。剣つるぎ井い英えい子この件で貴き様さまには借りを作ったからな、力になってやりたいが」

「いやいいよ。あれは俺が勝かつ手てにやったことだし」

　早朝の澄すみ渡った青空を仰あおぎながら、ヒラヒラと手を振る。

　シャルロットなら何かいい解決策さくを持っていると思ったんだが……これはまいった。まさか初しよ手てにして最大の相そう談だん相手から『どうすることもできない』なんて答えが返ってくるとは。

　完かん璧ぺきに出で鼻ばなを挫くじかれた。困ったもんだ。

「あーもーメンドクセー。いっそ看かん守しゆをぶっ飛ばせば解決すんじゃね、これ？」

「止やめておけ」

　俺の呟つぶやきに、またしてもシャルロットが厳粛な面おも持もちで制してきた。

「相手は都市伝でん説せつ、異い空くう監かん獄ごくアルカトラズだ。都市伝説として身を隠かくしている公おおやけにはならない存在……つまり、それだけの情報操作をする権限を持っている」

「……」

「アルカトラズ単たん体たいか、それより上がいるのかは定かではないがな。ともかく、奴やつらと事を構えれば相当な権けん力りよくが動く。貴き様さまの存在は瞬またたく間に伝えられ、世界中から追われる怪人へ逆ぎやく戻もどりだ。そうなれば……あとはわかるな？」

　怪人という正しよう体たいがバレる。

　そうなれば一いつ緒しよに凛り奈なの正体もバレる可能性が高い。もしバレなかったとしても、追われる俺と一緒にいれば彼女に危険が及ぶだろう。

　凛奈の隣となりにいられなくなる。

　彼女の味方ができなくなる。

「──凛奈と一緒にいられない、ねえ」

　俺の頭に、二つの選択肢しが現れた。

　アルカトラズの看守をぶっ倒して、世界中から追われる悪となる。

　そしてもう一つ。最終的に俺が取ろうとしていた選択。

　その二つがあったとして──果たして、どちらが最さい善ぜんか。

「また悪あく癖へきを出しているようだな、貴き様さま」

「は？　悪癖？」

「……前々から思っていたがな」

　本気で首を傾かしげると、シャルロットが少し憤いきどおっているかのように目を細めた。

「己おのれを早々に諦あきらめ、切り捨てるのは貴様の悪い癖くせだ。今の内に治せ。見ていてイライラする」

　ゲッ。またそれかよ。

　最近になって何度目めかの重苦しい空気。それに嫌いや気けが差し、つい肩を落としそうになる。

　もう何なんだよ一体。凛り奈なもソフィアも、終しまいにはシャルロットまでよー。昔から変わってないとか諦めてるとか。余よ計けいなお世せ話わだっつーの。

　と、ふて腐くされた俺おれに気付いたのか、シャルロットが盛せい大だいなため息を漏もらした。

　そして、非常に気乗りがしないといわんばかりに眉まゆを顰ひそめ、

「……一つだけ、可能性を提てい示じしてやる」

「え？　何々？　何かいい案でも浮かんだのか？」

「違う。貴様にとっては、これ以上にないくらい悪い案だ」

　妙みようにもったいぶるシャルロットの物もの言いいに、俺は眉を顰めた。

「言っておくが、妾わらわは可能性の一つを提示するだけで薦すすめるわけではない。むしろ貴様がそれを選ぶというのなら、妾は全力で阻そ止しする。それが奴への借りを返す、妾の務めだからな」

「あ？」

　意味がわかりかねて聞き返す俺に、シャルロットは一いつ瞬しゆん沈ちん黙もくしてから、

「悪の秘ひ密みつ結けつ社しやゼロウ・ファミリー」

　考えもつかなかった、その選択、その天てん秤びんを。

　たぶん俺の中では最初から選択肢しにもなっていなかった、その名前を。

　シャルロットは沈ちん痛つうな面おも持もちで告げてきた。

「同じ三大結社の一つ……その現総帥となれば、イェル・フルモワセに匹ひつ敵てきするだろう」




　　　　◆◆◆




　その日の午前中をすごして、一いちノの院いん凛り奈なの頭は焦しよう燥そう感かんでいっぱいだった。

　場所は『二年現げん国こく』の教室。その授業内ない容ようはまったく頭に入ってこなかった。寝ね不足ということもあるが、理由は他にある。

（……こんなこと、してる場合じゃないのに）

　ソフィアが交わしたというアルカトラズの司し法ほう契けい約やく。その事情を聞いたというのに、自分がこうして普通に授業を受けていることに、凛り奈なは焦あせりを抱いていた。

　本来ならば学校生活などかなぐり捨てて、ソフィアを助ける術すべを捜すことに全力を注そそぎたい。

　しかし同時に──彼女のためにこの日常を放ほう棄きすることもできないと思っている自分もいた。

（……この日常は、みんながわたしのためにくれたモノだから）

　例えばシャルロット。

　彼女は凛奈のために、正義と悪の垣かき根ねも超えて、この生活を用意してくれた。

　例えば凛奈の祖そ父ふ。

　彼がシャルロットと友ゆう好こう関係を築いていなければ、凛奈は白はく陽よう花か学園に通えなかった。

　そして少年。彼が護まもってくれなければ、凛奈は今いま頃ごろ──

「……」

　凛奈はそっと、自分が羽は織おっているマントに手を触れる。

　結けつ社しや側の人間が表おもて社会に生きる。

　それがどんなに困こん難なんで、どんなに幸せなことか、凛奈は理解している。だからこそ、それを自分に与えてくれているすべての人達の気持ちを、無む下げにするなんてできなかった。

　そうこうしているうちに授業が終わってしまった。

　その瞬しゆん間かん、凛奈は隣となりにいる、一ひと房ふさだけ赤せき橙とう色いろの髪かみをした少年に話しかける。

「橙とう也や、話が……」

『橙也、旧きゆう式しき魔ま導どうを教えて』

　しかして凛奈の言葉は、突とつ如じよとして現れた姫き紗さ希きの発言に遮さえぎられる。

「教えん。そして俺おれは行くとこあるから、じゃあな」

　姫紗希の頼みを、少年は一いつ蹴しゆうして席を立ち上がる。そのまま乱暴に学生鞄かばんを摑つかむと、歩き出してしまった。

「え、あっ、橙也？　どこ行くの!?」

「悪い凛奈。お前はいつもどおり姫紗希達と一いつ緒しよにいてくれ」

　んじゃな、と凛奈に断りを入れ、彼は教室のドアへと足を向けた。

「ちょっ、橙也！　わたしも……」

　あまりに唐とう突とつに告げられたので、凛奈がイスを立ち上がろうとする。

　が、

『──大おお狼がみ君は匂においで橙也を見失わないように追つい跡せき。立たち花ばなさんは飛ひ行こう魔導でできるだけ走らせて。疲ひ労ろうさせるだけでいいから』

「よしきた！」

「ほいほーい、任しちゃってください！」

「ふっざけんなテメェらッ！　何ナチュラルに結けつ託たくしてんだ!?」

　無む表情に指し示じを飛ばした姫紗希と、魔ま女じよのコスプレをした立花カノン、サングラス狼おおかみの大狼真しん弦げんが、ギュワンッ！　と少年を追うために駆かけ出した。

　少年は、ひぃ、と情なさけない悲鳴を上げ、一いち目もく散さんに教室から飛び出す。

「だって最近の橙とう也やくん、付き合い悪いんだもん！　アタシちょっぴり寂しいよ!?」

「今日きようこそはオレ達と一いつ緒しよに来てもらうぜ！　つーかオレが免めん除じよ値ちを稼かせぐの手伝え！」

「そんなの姫き紗さ希き一人で充分だろうが！」

『あのファミレスの日以来、橙也が私にギシアンするのはわかるけど。もう少し私を──』

「ギシアンするって何だよ!?　あたかも俺おれがお前にいやらしいことしたみたいに聞こえるんだけど!?」

『疑ぎ心しん暗あん鬼きの略りやく』

「姫紗希テメェ──ッ!?　勘かん違ちがいされるようにわざと略したな!?」

「……前から思ってたけど、最近の姫紗希ちゃん。何かイメージ違うよね」

「……ああ。それもこれも鳥と坂さかと出会ってからだな。アイツに色々毒どくされたんだろ」

　騒さわがしく追いかけっこを始めた少年達の声が、遠ざかっていく。

　そして一人、ぽつん、と凛り奈なだけが教室に取り残された。

「……何よ、もう」

　追うのを諦あきらめて、ため息だけを漏もらす。運動音おん痴ちの自分が彼らに追いつけるわけがない。

　大人おとなしくみんなが戻ってくるまで待とうと決め、凛奈は浮かせかけていた腰を戻す。

（……たぶん、ソフィアさんのところに行ったのよね）

　あのような話を聞いたのだ。長年に渡り凛奈に味み方かたしていたほどお人好しな彼が、ソフィアを助けようとしないなんて考えられなかった。

「ッ」

　ズクッ、と凛奈の胸に、またあの小さな痛みが生まれた。

　少年が姫紗希達たちと騒さわいでいるのを見ても、まったく感じなかった焦あせり。

　しかし彼がソフィアに会いに行くと思っただけで、こんなにも胸が苦しくなる。

「……」

　机の横にかけてあった学生鞄かばんを無む言ごんで手に取り、そこから一つの物を取り出す。

　それはメモ帳だった。

　昨晩。少年に内ない緒しよで、こっそりと学園生せい協きようで買った物。

　ソフィアの現状を聞いた時から、自分が用意している切り札。戦うことができない凛奈が用意できる、精せい一いつ杯ぱいの手助けだ。

　たぶんこれは、ソフィアのために動く少年の助けになるだろう。

　それを両手に持ち、無言で見つめる。

　何な故ぜ、自分は内緒で買ったのだろう。

　何故、自分は少年に隠かくれて、用意を進めているのだろう。

（……わたしって、嫌いやな子ね）

　そんなこと、本当はわかっているのだ。

　姫き紗さ希き達たちが少年といても平気なのは──自分の方が彼と長い付き合いだと知っているから。

　ソフィアと少年が一いつ緒しよにいて焦あせるのは──彼女が、自分が知らない少年の過去にいるから。

　だから、大だい丈じよう夫ぶだ、と思ってしまう。

　だから、大丈夫かな、と疑ってしまう。

　アドバンテージがあるかないかだけで、自分はこんなにも焦ってしまう人間なのだ。

「ッ！」

　ネガティブに思し考こうしていることに気付いた凛り奈なは、みーん、と自分の頰ほおを引っ張る。

　いきなりそんなことをした凛奈に、ぎょっ、と近くにいた女子が困こん惑わくしていたが、気にせず思いっきりつねった。

（わたしだって、橙とう也やの味み方かたなんだから！）

　彼にあんな諦あきらめに満ちた顔をさせたくない。自分はそう誓ちかったではないか。

　ならば少年が困っているなら助ける。

　かつての仲間を助けたいというのなら、それを全力で味方する。

　弱くあると誓った自分では、大した力にはなれないかもしれないけど。

　一いちノの院いん凛奈という自分は悪であり正義の味方の味方だけれど。それ以上に──

「よしっ！」

　気き合あいを入れるように声を出し、凛奈はメモ帳を開いてボールペンを走らせる。

　が、しかし。

（痛、い……っ！）

　強く引っ張りすぎたほっぺたの痛みに耐えきれず、机の上に突っ伏した。

　ヒリヒリする頰をさすりながら、やりすぎた自分のお馬ば鹿かっぽさを責め、しかも少し涙なみだ目めになっていた、その時……凛奈は気付いた。

（？　妙みように騒さわがしいわね）

　教室の外から、やけに人のざわめきが聞こえてきた。

　姫紗希達が少年に撒まかれて、戻ってきたのだろうか？　と凛奈が首を傾かしげた時、

「──一ノ院凛奈はいるか」

　ガラッ、と勢いよく教室のドアを開け、一人の人物が力強い足取りで入室してきた。

　指名された凛奈が生徒達の視線を集めながら、きょとん、としていると。

　教室に入ってきた人物──シャルロット・ハイドランジアが呆ほうけている彼女に気付き、教室の外を指差した。

「少し話したいことがある。学園長室しつに来てほしい」




　　　　◆◆◆




　駅から少し離れた位置にあるビジネスホテル。その玄げん関かん前まえに到とう着ちやくした俺おれは、ちょうどよく目的の人物が出てきたのを発見した。

「よっ、ソフィア。元気そうで何よりだ」

「……何な故ぜお前がここにいる」

　爽さわやかな笑顔を浮かべてみたのだが、返ってきたのは冷ややかな視線だった。

　……おっかしいなー。シャルロットも大体同おなじ反応だったし。もしかして俺の爽やかスマイルには他人を苛いら立だたせる成分でも含まれているのか。

　首を傾かしげた俺に対し、ソフィアはいつもの眠たげな半はん目めに戻り、尋たずねてくる。

「というか、何故汗あせだくなんだ」

「ちょっとここに来るまでに三馬ば鹿かに追い回された」

「三馬鹿……ああ、キサキとカノンとシンゲンか」

「馬鹿って聞いて真まっ先さきにあいつらを思い浮かべるのはどうかと思うけどな」

「で、どうしてここがわかったんだ？」

「内ない緒しよ」

　まあ例によって真しん弦げんのおかげなんだが。あいつは狼おおかみだから鼻が利き、さらに陰おん陽みよう術じゆつを併へい用ようした追つい跡せきが得意なので、奴やつにここまで案内してもらった次し第だいだ。

　俺が姫き紗さ希き達たちに追い回された時……というか追い詰められた時『ソフィアのとこに行くんだよ！』と白はく状じようしたら何故か協力的になってくれたのだ。

　その後、姫紗希達は駅の向こう側にあるオフィス街へと向かっていった。

　どうも『ビル清せい掃そうの人助け』を受けていたらしい。力ちから仕事がメインになると踏んで男おとこ手でがほしかったから、俺を執しつ拗ように追い回したのだとか。

「そうか。まあ無む理りして言わなくていい。じゃあな」

　ソフィアが俺の脇わきを通り抜け、テクテクと早足で去っていった。

　そんな彼女の背に俺はテクテクとついていく。

「なあ、今からどこ行くんだ？」

「……」

　こっちの呼びかけをスルーして、ソフィアは駅がある方角へ歩いていく。

　その後ろについていき、負けじと声をかけてみる。

「あっ、悪あく人にん探すのか。しっかしお前が俺に纏まとわりついてたのは、まさか人助けの時に犯はん罪ざい者しやを捕つかまえると踏んでたからとはねー」

「…………」

「でもさー。シャルロットに聞いたけど、お前クラスの怪かい人じんってもういないらしいよ？　まして日本にはいねえだろ。善ぜん悪あく戦争後ごなら犯罪検けん挙きよ数すうが世界でも断トツですぜ、ここ」

「……ッ…………!!」

「探すならもっとさ、ロンドンとかロサンゼルスとかパリとか……まあちょい特とく殊しゆなとこでサンクトペテルブルグか。そういう海外の方が、結けつ社しやの残ざん党とうは潜せん伏ぷくしてると思──」

「……ああもう、鬱うつ陶とうしいな！　何なんだお前は！」

　足を止めたソフィアが、苛いら立だたしげに振り向いてくる。

　彼女はジト目でこちらを見み据すえ、至し極ごく面めん倒ど臭くさそうに口を開く。

「私に何か用か。何度も言っているが、私のことはお前に関係な……」

「昨日きのうは悪かった」

「────」

「ちょっと混乱してた。ソフィアの気持ちも考えずに、俺おれが言いすぎた。すまん」

　真しん摯しに見つめ返し、精せい一いつ杯ぱいの謝しや罪ざいを口にする。

　ソフィアが置かれる境きよう遇ぐう、アルカトラズの司し法ほう契けい約やく、自分の代わりに悪を差しだそうとするかつての仲間。一気に押し寄せてくる状況に、俺はカッとなっていた。

　だが……それに最も翻ほん弄ろうされているのは、ソフィア自身だ。

　だから謝る。あれはソフィアの気持ちも考えずに言いすぎてしまった、俺の過失だ。

「……いや、私の方こそ、その、悪かった」

　と、しばらく呆ほうけ顔だったソフィアが、すっと気まずそうに視線を逸そらした。

「お前に関係ないとか……酷ひどいことを言ってしまった。すまない」

　昔の仲間なのに、とソフィアは小さく付け足す。

　その頰ほおは若じやつ干かん赤い。まるで、仲直りすることを照れ臭くさく思っているかのように。

　そう。これは仲直りだ。

　善悪戦争時じに別れたっきり十年間。長い間会うことがなく、うまく摑つかめなかったお互いの距離感かんを詰めるための仲直り。

「いやー、よかったよかった。謝った瞬しゆん間かん、ぶん殴なぐられるかと思ってたからさー。いやホントハラハラした」

「私が謝った者をぶん殴る女だと思っていたのか、お前は」

　いつもの眠たげな半はん目めで、やれやれ、とソフィアが呆あきれ顔で苦く笑しようした。

　ああ、彼女のそんな笑顔も、酷く久しぶりに見た気がする。

　この距離感は、まさしくヴィランの系けい譜ふにいた頃ころの俺達だ。

「そんでさ、ちょっと考えたんだよ、お前の状況を解決する方法」

「ほう、何だ？」

「要は『お前に匹ひつ敵てきする悪』を見つければいいんだろ？」

「そうだな」

「だったらさ」

　それに対し、俺おれは告げる。




「お前と同じで、ヴィランの系けい譜ふの幹かん部ぶだった俺でいいんじゃねえか？」




「────」

　ソフィアの苦く笑しようから、すべての感情が消え去ったような気がした。

「いやまあ考えたとか言っておいて、それしかなかったわけなんだけど」

　頭をかきつつ、こちらも苦にが笑わらいを浮かべる。

　ソフィアに匹ひつ敵てきする悪はそうそういない、とシャルロットは言った。それを踏まえた上で、条件に当てはまった悪はいるとも教えてくれた。

　ゼロウ・ファミリーの現げん総そう帥すい、凛り奈な。

　だが、当然『凛奈を代わりに』なんて案は考こう慮りよするまでもなく却きやつ下かだ。

　俺は凛奈の味み方かた。十年前、俺のために弱くあってくれる少女を護まもり抜くと誓ちかったのだから。

　ならばあとは俺しかいない。

　まあアルカトラズの看かん守しゆに刃は向むかうって案もあったが、そうすると俺は世界中から追われる怪かい人じんに逆ぎやく戻もどり。

　俺と一いつ緒しよにいる凛奈に危き害がいが及ぶ可能性が高い。

　それなら俺が大人おとなしくアルカトラズに捕つかまり、凛奈はシャルロットがいる白はく陽よう花かで安全な学園生活を送った方がいい。

「確かに凛奈の傍そばにいられなくなるのは困るけど、お前が出て来られたのを見ると、ずっとってわけじゃなさそうだし。それにほら、白陽花にはシャルロットも、姫き紗さ希き達たちみたいな友達もいるからな」

　メリットとデメリット。その両方を踏まえた上で、俺は凛奈に危害が及ばない『俺が大人しくアルカトラズに捕まる』という案を選んだ。

「……」

　気付くと、ソフィアがうつむいていた。

　重く押し黙だまり、地面へ視線を落としている。俺の説明にまったく反応を示さない。

「…………それで」

　終しゆう始し黙っていたソフィアが絞しぼり出すような声を出した。

「それで、お前はいいのか？」

「？　いいのかって、何が？」

「ッ！　……私の代わりにアルカトラズに入って、あの娘むすめと一緒にいられなくなって、本当にそれでいいのか？　辛つらくないのか？　あの娘と……リナと、お前は一緒にいたいのだろう？」

「……あのな、んなもん一いつ緒しよにいたいに決まってるだろ」

　ソフィアの疑問に、ため息混じりで答える。

「でも俺おれしかいないんだからさ。普通に考えて、そうするしかないだろ」

　ソフィアが失敗し、死ぬまで異い空間に閉じこめられることがなくなるなら。

　十年も閉じこめられていた監かん獄ごくから解放され、首くび輪わ付つきでも自由を得られるというのなら。

　善ぜん悪あく戦争では助けられなかった仲間をそれで救えるのなら、俺はそれでいい。

「ッ！　普通なんかじゃない！」

　だがソフィアはあらん限りの叫びと共に、顔を上げた。

　そこあるのは、悲ひ痛つうの表情。

　鋭くこちらを睨にらみ付け、激しく歯を食い縛しばり。

　何か、酷ひどく嘆なげかわしいモノを見るような目を、俺に向けていた。




　　　　◆◆◆




　それはソフィアが昔、少年と交わした会話だ。

「お前、辛くないのか？」

「辛いって何が？」

　ヴィランの系けい譜ふに新しく入った、炎ほのおを扱うことに長たける純じゆん粋すいな異い形ぎよう。

　その少年はいつも最さい前ぜん線せんで戦っていた。

　敵てき陣じんにいち早く突とつ貫かんし、時には命令すら無む視しし、まるで自分が戦えば組織のメンバーが護れるとでも思っているかのように。

　そんな少年の行動は、幹かん部ぶに任にん命めいされた後でも変わらなかった。

　だからソフィアは疑問を投げかけた。

　キリヒトに『自分の立場を考えてください。幹部が真まっ先さきに敵陣へ突っ込んでどうするんですか』と叱しかられ、ふて腐くされている少年の背中に。

「その生き方、その在り方だ」

「……悪い、よくわかんない。もっと詳しく」

「お前は私達と違って、元から異形の姿すがたをしている。社会から迫はく害がいされ、差さ別べつされ、追われた経験でいうのなら、私達の比ではないだろう」

　ソフィア達のような普通の怪かい人じんとは違い、少年は純粋な異形だ。

　そんな彼が今まで置かれていた境きよう遇ぐうは、同じ境遇のソフィアには容よう易いに見けん当とうがつく。

　化ばけ物もの、と嫌きらわれる。

　怪人、と迫害される。

　それは『想そう像ぞう』などという曖あい昧まいな物ではなく、確かにあったソフィアの『過去』だ。

「そんなお前が、何な故ぜ誰だれかのために戦える？」

　だからソフィアは疑問をぶつける。

　自分より悲ひ惨さんな過去を歩んできたであろう少年に問えば、何か答えを得られると。

　彼のように達たつ観かんし、怪かい人じんや正義や悪などということを悩まずにすむと思ったから。

「……だから誰かのためじゃなくて、俺おれが好きでやってるって言ってんだけどね」

　炎ほのおのような赤せき橙とう色いろの髪かみを、少年はぐしゃぐしゃとかいた。

　そして、まあ強いて言うなら、と続ける。

「別に、それって普通だから。辛つらいなんて思わないな」

　何でもないことのように口にした言葉。

「ほら、人が人を嫌きらうことがあるんだしさ。怪人ならなおさらって感じ？」

　ソフィアは彼が何を言っているのか、初めは理解できなかった。

「誰かが誰かを差さ別べつしたり、迫はく害がいしたりするのは当たり前だし──」




　──そんなのって、別に普通のことだろ？




　そう言って、皮ひ肉にくっぽく笑う異い形ぎように……ソフィアは言葉を失った。

　これは達観などではない。少年が抱いているのは──諦てい観かんだった。

　人が人を嫌うのだって当たり前のように起きているのだから、人が怪人を嫌うのだって普通だろう、と。

　当たり前のようでいて、酷ひどく歪ゆがんだ心の在り方。

　まったく異なるモノを似ているからという理由で同どう列れつとする世界の捉とらえ方。

　底辺しか見てこなかったからこそ、それを平均としてしまう価か値ち観かん。

　それらが少年の心に巣くう闇ふつうなのだと、ソフィアは気付いた。

　気付き、驚きよう愕がくし、そして嘆なげいた。

（──こんな、こんな救われない者が……現実にいていいのか？）

　悲ひ劇げきこそが普通だとしてしまい、少年はあっけらかんとしている。

　だから、ソフィアは決意した。

　馬ば鹿かで不ぶ器き用ようで、純じゆん粋すいで、素直ではなくて、その心に無む自覚な闇やみを抱えている少年を見て、固い決意を胸に宿した。

　そうだというのに。




　　　　◆◆◆




「でも俺おれしかいないんだからさ。普通に考えて、そうするしかないだろ？」

　そうだというのに──彼はまた、ソフィアの前でその諦あきらめを表情に張り付けた。

「ッ！　普通なんかじゃない！」

　思わず、ソフィアは叫んでいた。

　突とつ然ぜん大声を出した自分に、少年は呆あつ気けに取られていた。通行人にんの何人かも、こちらに視線を向けてきた。ただの痴ち話わ喧げん嘩かではないことに薄うす々うすながら勘かん付づいているのかもしれない。

　だが止まらない。抑えられない。

「普通であってたまるか！　当たり前であってたまるかッ！」

　彼が口にした諦あきらめの言葉に、どんどん暗い感情が湧わき上がってくる。

　──そんなふざけた現実があってたまるか。

　少年をこのようにした正義の味み方かたに……彼らが築き上げた、正義を絶対とする現実そのものに、身を焼かれそうな憤ふん怒ぬが湧いてくる。

「怪人だからか！　私が囚とらわれたのも、お前がこんな闇やみに囚われたのも……全部、正義の味方が……正義が、現実が！　私達をッ！」

「おい、落ち着けって」

　怪かい人じんと口にしたソフィアを、少年がそっと制してくる。

　通行人の目を気にしたのだろう。今の世では、怪人、などと口にしただけで注目を浴び、目の色を変えられる時代だ。

　そんな少年の落ち着き払った行動さえ、ソフィアは苛いら立だちを抱いた。

「怪人だ何だって嘆なげいても仕方ないだろ。今はそういう世の中なんだから……」

「ッ!?　ふざけるなッ！」

　心配そうに伸ばしてきた少年の手を、パシンッと強く払いのけた。

「お前の犠ぎ牲せいなどいらない！　私は、私は……ッ！」

　これ以い上じよう少年と向き合っていることに耐え切れず、ソフィアは駆かけ出す。

　背後から少年が何か叫んでいたが、無む視しして走る。

「……ッ！」

　そのまま彼から逃げるように大通りへ出た。

　通行人と幾いく度ども肩をぶつけ、路ろ地じ裏うらに逃げ込み、人がいなくなっても、まだ走る。

　目的地もないまま、ただ戸と惑まどいに任せて、彷徨さまようように走り続ける。

「……そんなことを、言いたかったんではないんだ」

　気付くと、ソフィアは走りながら言葉を絞しぼり出していた。

　それは自分の癖くせになっていた独ひとり言ごと。

　十年もの間、異い空間の部屋に閉じ込められ、孤こ独どくに耐えるために行っていたもの。

　磨ま耗もうし切った精神を保つ、自じ衛えい行為だ。

「そんな……そんな顔をさせたかったわけでは、ないんだ」

　思えば、こうして独り言を漏もらすのも久ひさ々びさだった。

「お前が何もふざけてないことは、わかっている……お前のせいではないことくらい、わかっているんだ……」

　いつからそうしなくなったのかと考え、すぐに答えに行き着く。

　少年と一いつ緒しよにいたから。

　彼と再会し、独りではなくなってから、必要なくなっていた。

　そうだったというのに、ソフィアは以前の自分に戻っている。

「お前は純じゆん粋すいな異い形ぎようなのに、人以上に人らしかった……誰だれかのために、なんて当たり前で、難しいことをあっさりやってのけていた！」

　また必要になってしまった独り言が次々と口に出る。

　崩くずれかかった精神を保つために、ソフィアは続ける。

　胸きよう中ちゆうに湧わき上がる孤独いたみが、あまりにも自分の身を蝕むしばむから。

「お前の『普通』で、私を仲間としてくれた！　そんな、そんなお前を、私は……私の手で、救いたかったんだ！」

　──だから何だと言うのだ。

　自分がついさっき、彼から目を逸そらしたのに？

　どうしようもない現実を享きよう受じゆする彼がとても見ていられなくて。見ているだけで辛つらくなって、逃げるようにここまでやってきたというのに……今さらその決意を告げたところで、何になるというのか？

「……あぁ」

　人ひと気けのない街まち角かどで、ソフィアは走る力を失い、その場にくずおれる。

　寂さびれた路ろ地じ裏うら。人の喧けん騒そうは遥か遠く、そこには冷たい静せい寂じやくしかない。

　何もない。

　あの部屋と同じ、アルカトラズの異空間と同じ、自分しかいない場所。

　また独りだ。

　また独りになってしまった。

「ぁあ、ああ……ぁぁぁぁあああああああああああぁぁぁぁぁぁッッッ!!」

　押し寄せる後こう悔かいと絶望に耐えきれず、その場にうずくまる。

　涙は出ない。そんな当たり前の感情すら、この十年で磨耗してしまったのかもしれない。

　孤独に泣き崩くずれることもできない自分に狂ってしまいそうになり、ソフィアは延えん々えんと叫び続けた。




　青い少女の切せつ実じつな叫びに、手を差し伸べる者は誰だれもいない。

　誰もいない。
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　　　四話　泣き沈む悪に







　俺おれの気分を投とう影えいしたかのような曇どん天てんが、視し界かいいっぱいに広がっていた。

「……んだよ、さっきまで晴れてたクセに」

　噴ふん水すい公園のベンチ。その背もたれに思いっきり寄りかかり、ぶーたれている俺がいた。

　ソフィアと別れた後、俺は白はく陽よう花かに戻ってきた。仲直りしに行ったのにいきなりぶちギレられたので、こうしてふて腐くされているわけである。

『お前の犠ぎ牲せいなどいらない！　私は、私は……ッ！』

　最さい善ぜんだと思って伸ばした手は、あっさりと拒きよ絶ぜつされた。

　しかも言うに事欠いて犠牲だ？　ふざけんなよあの女。犠牲になったつもりなんてさらさらねえっつーの。

「……どうすればいい。俺が今できることは、何がある？」

　沸ふつ騰とうしそうな思し考こうを鎮しずめる。とりあえず俺がソフィアの代わりにアルカトラズへ捕つかまる、という案が否定されたことだけはわかる。

　何かソフィアの契けい約やくを達成し、彼女を助けられる案はないのか。

　背もたれから上体を起こし、整備された地面に視線を落とす。そうしてグルグルと同じところを思考する頭を整理した。

　俺が代わりにアルカトラズへ入る。

　──否いな、ソフィアがよしとしなかった。

　司し法ほう契約を持ちかけた看かん守しゆをぶっ飛ばす。

　──否、シャルロットにそれだけはするなと忠ちゆう告こくされた。

　誰だれか別の悪を探す？

　──否、ソフィアに匹ひつ敵てきする悪は現状見みつけ出せない。

　あとは、えっと……何があったか？




『同じ三さん大だい結けつ社しやの一つ……その現総帥となれば、イェル・フルモワセに匹敵するだろう』




「ッ！　……クソ。よりにもよって、残ったのがこれかよ」

　思い出したくもねえ選択肢しが脳のう裏りをよぎり、俺の口は自然に毒どくづいた。

　かつて護まもれなかった仲間がいた。

　これから護ろうと決めた少女がいた。

　少女を犠ぎ牲せいにすれば、仲間は助かる。

　仲間を見捨てれば、少女に被ひ害がいは及ばない。

　どちらかを選ばなければいけない、選べるはずのない二択。

「はっ……そうだな。この天てん秤びんになっちまったら、そうするしかねえか」

　ぽたり、とうつむいた地面を何かが濡ぬらした。

　ぽたり、ぽたり、と雨あま粒つぶが路ろ面めんを黒く濡らしていく。それは次第に強くなり、やがてうつむいていた俺の体を濡らしていった。

「は、ははっ……んだよ、畜ちく生しよう。都つ合ごうよすぎだろ」

　落ち込んでいる時にタイミングよく雨を降らせてくれるとは、神様も随ずい分ぶん気き前まえがいい。王おう道どうが好きと見える。

　王道。

　勧かん善ぜん懲ちよう悪あく。

　怪かい人じんは倒され、正義の味み方かたが勝利する。

「……そうだよな、昔っから……そんなもんだった。それが普通だった」

　呟つぶやき、俺は再びベンチに寄りかかって空を仰あおいだ。

　タイミングがよすぎる夕ゆう立だちが降り注そそぐ。

　暗い雨あま雲ぐもから落ちてくる水すい滴てきは、時に俺の顔を打ち付け、時にいくつもの線となってこっちの視し界かいから抜けていった。

　その肌はだを打つ冷たい水の感かん触しよくが、俺を妙みように諦てい観かんさせる。

「──凛り奈なは関係ない。今の俺は、あいつの味方だ」

　畜生、と最後に呟いてやる。

　まただ、と吐き捨ててやる。

　俺はこの瞬しゆん間かん、ソフィアに味方することを諦あきらめ──




「何、勝かつ手てに諦めてるのよ」




　少女の声が聞こえた。

　さらに、すっと視界に何かが現れる。

　見えていた景色けしきが暗い雨雲から、明るい花はな柄がらに変わっている。

「────」

　視線を正面へ向ける。

　そこに、立っていた。

　あの時と同じで、何もかもを諦めていた俺の前に。

　雨の中で、なおも輝きを失わない金きん髪ぱつ。

　実じつ年ねん齢れいよりも幼く見える、小さな体。

　その華きや奢しやな手には何な故ぜか大きなビニール袋ぶくろを提さげ、残った方で俺おれに傘かさを傾けている。

「……凛り奈な」

　慣れ親しんだ名前を呼ぶ。

　だが、いつもと違う点が一つだけあった。

「──捜したわ」

　少女が肌はだ身み離はなさず羽は織おっていた物。

　結けつ社しやの総そう帥すいであることを示す、黒いマントがなかった。




　　　　◆◆◆




「結社は家族だ」

　それが、一いちノの院いん凛奈が好きな祖そ父ふの口くち癖ぐせだった。




「ほれ、これをやろう」

　ある日。祖父はおもむろに自分のマントを脱ぎ、凛奈に頭から被かぶせた。

　頭からマントを被せられた凛奈はしばらくジタバタと暴れ、やっとのことで顔を出す。

「お前はもう、そこらの大人おとなより賢かしこいからな。これを継いでもいい頃ころ合あいだ」

　ゼロウ・ファミリーの総帥である証あかし。

　そのマントを受け継ぐとは、つまり結社の総帥を受け継ぐということだった。

　まだ幼い自分にそんな大たい役やくを任せていいのか、と凛奈は少なからず驚いた。

　そんな凛奈の疑問を察したのか、祖父はニィと唇くちびるを吊つり上げる。

「もちろんワシはまだ現げん役えきだ。総帥はしばらくワシがやるが……ただそれはもう受け継いでいい頃合いだろう。お前は今から少しずつ、ワシの隣となりで総帥とは何たるかを学んでいくといい」

　今までは『結社のことはお前にはまだ早いから、裏庭の公園で遊んでいなさい』と言っていた祖父が、初めて『隣で』と言ってくれた。

　その祖父の言葉に、凛奈はやっと自分を認めてくれたのだと思い、嬉うれしくなった。

　だから彼女は満まん面めんの笑えみを浮かべ、マントは絶対大切にする！　と張り切った。

「ははは、別に大切にせんでいい。これは通つう過か儀ぎ礼れいみたいなものだ。それは結社かぞくの象しよう徴ちようではあるが──決して、絆きずなそのものではない」

　しかしいきなりそう返されて、凛奈はきょとんとした。

　それを見た祖父は、あー、と言葉を選ぶように頰ほおをかく。

「象徴を大切にするのはよいが、縛しばられるのはよくない。絆はあくまで繫つながるものだ」

　祖父は凛奈の頭に手を乗せ、優しく笑った。

　ゴツゴツした大きな手に撫なでられ、凛り奈なはくすぐったさに目を閉じる。

「だから凛奈。もしお前が、家族が、あの小こ僧ぞうが、結けつ社しやの象しよう徴ちようを重みだと感じていると気付いたら──迷わず捨ててやりなさい。縛しばるのではなく、繫つながるために」

　もちろん凛奈は、絶対にイヤ、と答えた。

　せっかく譲ゆずり受けたマントを蔑ないがしろに扱うのも嫌だったし、何より祖そ父ふが『大切にしないでいい』と口にしたのに、子供らしい反感を抱いたからだ。

　頰ほおを膨ふくらませ、拗すねるようにマントを抱く凛奈に、祖父はまた優しげに笑った。




　その翌よく日じつ。ゼロウ・ファミリーのアジトは燃え落ちた。




　唐とう突とつだった。

　アジトに火が広がったのも。結社の怪かい人じん達たちが次々と倒れていくのも。

　攻めてきた敵に凛奈が狙ねらわれ、間かん一いつ髪ぱつで少年に助けられ、それでも火の手が収まらなくて。

　祖父が血だるまになって、死に瀕ひんしていたのも。

　最後に、凛奈を逃がしてくれと少年に頼んでいたのも。

　悲しむ余よ裕ゆうもなかった。

　涙する暇ひまもなかった。

　ただただ、目の前で連続して起こる悲ひ惨さんな出で来き事ごとを見ているしかなかった。

　凛奈は自室から唯ゆい一いつ持ち出せたマントに身をくるめ、自分を抱えて走る少年の腕の中で放心しているしかなかった。

「畜ちく生しよう……畜、生ッ！　まただ！　また、また……ッ！」

　それでも、ずっとずっと繰り返されるその言葉だけは、確かに聞こえていた。

　祖父に逃げるように命じられ、凛奈を抱えながら走る怪人の少年。

　燃え落ちる洋館を背に、薄うす暗ぐらい森の中を凄すさまじいスピードで駆かけていく彼は、

「畜生ぉ……何でまた、どうしてアンタが……アンタが凛奈についてってやらねえんだ！　俺おれなんかよりアンタが凛奈と一いつ緒しよに……ッ、畜生ぉぉぉぉぉぉぉぉ──ッ!!」

　絶望と悲ひ哀あいと、悔かい恨こんと懺ざん悔げをずっと繰り返した。

　それがただ悲しくて。

　とても寂しくて。

　少年の顔を見上げていた凛奈は、彼の服を力ちから一いつ杯ぱい握り締める。

　混乱していた凛奈の胸に、やっと痛みが訪れる。

　少年にまた、失わせてしまった。

　自分もまた、家族を失った。

　それを悟さとった途と端たん、気付けば凛奈は大声を上げて泣いていた。

「ッ！」

　泣き出した凛り奈なに気付いたのか、少年は力強く抱きしめてくれた。

　それでも涙が止まらない。

　とても悲しくて。とても寂しくて。少年がいなければ壊こわれてしまうくらい胸が締め付けられて。二人でいなければ死んでしまいそうな苦しみなのに、彼は今まで一人でこれを経験していたのかと思って。それがまた悲しくて。

（これが──失った者の痛み、なのね）

　だからその日。少年の腕の中で、凛奈は誓ちかった。

　家族を大切にするのだと。

　家族である結けつ社しやを、正義の味み方かたの味方を信しん条じようとする結社を、自分に味方してくれる少年かぞくと一いつ緒しよに、ずっと護まもっていく。

　二度と彼に失う悲しみを負わせないように。

　少年と初めて出会った時に抱いたあの想おもいを、これから一生かけて大切にしていくのだと。




　　　　◆◆◆




「……マントはどうしたんだ？　いつも羽は織おってただろ」

　白はく陽よう花か学園の噴ふん水すい公園。

　凛奈が添えた傘かさの中、ベンチに座っている彼は、またあの顔をしていた。

「うん、濡ぬれちゃうと色々まずいから。ビニール袋ぶくろに入れてきたわ」

　マントを羽織っていない凛奈に、少年は訝いぶかしむように眉まゆを顰ひそめた。しかし特に追つい及きゆうすることでもないと判はん断だんしたらしい。彼はそのままうつむき、雨に濡れた頭をがしがしとかいた。

　そして笑顔。

　寂しそうで、悲しそうで、諦あきらめきっていて。

　凛奈が決して見捨ててはいけないと思った、あの苦にが笑わらい。

「悪い。夕ゆう飯めしだよな、今いま帰って準備す──」

「シャルロットさんから全部聞きいたわ」

　少年の笑顔が固まった。

「シャルロットさんが橙とう也やに言ったことも、アルカトラズと戦うなって忠ちゆう告こくしたことも。ソフィアさんに匹ひつ敵てきする悪なんて、そうそういないって教えたことも」

「……」

「わたしならソフィアさんに匹敵すると伝えた、ってことも全部……全部聞きいた」

　凛奈はゼロウ・ファミリーの総そう帥すいだ。

　ヴィランの系けい譜ふと同じ三さん大だい結社の一つ。その総帥ならば幹かん部ぶであるソフィアに匹敵する……どころか地位的な価か値ちならばソフィアを上回る。

　凛り奈な自身にとっては実感が湧わかないことだが、客きやつ観かん的てきにならば理解できる。

　自分はとても弱く、少年が味み方かたしてくれなければ満足に生きることもできない人間だけれど……その地位が、正義の味方にとってどれほどの脅きよう威いとされているか。

　それが弱くあると決めた自分が持つ、唯ゆい一いつの『強さ』だった。

「……どうせ貴方あなたのことだから。わたしとソフィアさん、どっちを取るかー、なんて悩んでたんでしょう」

「悩んでねえよ」

　と、少年が凛奈の言葉を遮さえぎった。

　そして『お前が濡ぬれるだろ』と言って、差し出した傘かさを押し戻してくる。

　彼はまた雨に晒さらされながらも、強く断言した。

「俺は凛奈の味方だ。たとえどんな奴やつと天てん秤びんにかけられようが、俺は凛奈を取る」

「────」

　迷いがない少年の言葉。

　雨に打たれながら、それでも強い意い思しがこもった瞳ひとみで、彼はそう口にした。

　それに不ふ謹きん慎しんだとわかっていても凛奈は、嬉うれしく思ってしまった。

（……何よそれ。わたし一人で不安になって、馬ば鹿かみたいじゃないの）

　そんなのは、最初からわかっていたはずだ。

　初めて彼と出会ったあの日──少年は、凛奈に味方してくれると言っていたではないか。

　だというのに自分は彼を信じず、少年がシャルロットやソフィアと……彼の過去にいる人物と一いつ緒しよにいるだけで不安になるなんて、馬鹿みたいだ。

　少年は一いちノの院いん凛奈に味方してくれる。

　弱くある自分と、一緒にいてくれる。

　あの日からある当たり前のこと。それを再さい確かく認にんし、凛奈は照れ臭くさくなった顔を隠かくすようにうつむき、微笑ほほえんだ。

　……だからこそ。

　だからこそ少年は、凛奈の味方であることに縛られている。

「それじゃあ、橙とう也やにお願いがあるの」

「お願い？」

「ええ。わたしの味方をしてくれる橙也に、大切なお願い」

　言って、凛奈は携たずさえていたビニール袋ぶくろから、ある物を取り出した。

　一つのメモ帳。そこには凛奈が書き記しるした、いくつもの導どう式しきの図が描かれていた。

　その最後のページを破き、指に挟む。

　急きゆう遽きよ用意した導式。あらかじめ準備しようと思っていた物ではなく、シャルロットから話を聞き、必要だと判はん断だんした物だ。

「発はつ火かの導どう式しき……？」

　メモ帳に描かれた導式を見て、その効果を一いつ瞬しゆんで看かん破ぱする少年に、さすが、と凛り奈なは言う。

　メモ用紙を媒ばい体たいに、導式を書き刻んだ簡かん易いの魔ま導どうアイテム。

　それは友人の大おお狼がみ真しん弦げんが持っている『術じゆつ符ふ』と構こう造ぞうが似ている。魔ま力りよくを通すだけで図式された導式が展開し、魔導が発動するという点も同じだ。

（……これなら、わたしにも扱えるものね）

　そして、くるり、と少年から踵きびすを返した。

　ベンチに座る彼から離れるように一歩、二歩、さらに数歩……五メートルくらい離れた位置で立ち止まる。

　──これだけ離れれば、すぐに止めることはできないだろう。

　さらに、凛奈はビニール袋ぶくろから入れておいたマントを取り出す。

　雨の中で多た少しよう湿しめっているとはいえ、濡れているというわけではない。

　──これだけ乾いていれば、しっかり火が点いてくれるだろう。

「わたしの取っておきの我わが儘まま、聞いてちょうだい」

　そうして再び少年の方を振り向いた凛奈はマントを掲かかげ、さらにメモ帳を添える。

「ッ！　止やめ……ッ！」

　これから何が起こるのか気付いたのだろう。血けつ相そうを変えた少年がベンチから立ち上がる。

　だが、間に合わない。間に合わないように距離を取ったのだ。

（……ごめんね、お祖じ父いちゃん）

　思い悩み、諦あきらめた顔をする少年。

　そんな顔をさせたくないから。

（お祖父ちゃんはああ言ってたし、マントを大切にするっていうのも、わたしが勝かつ手てに言ったことだけど……でも、ごめんね）

　この『強さ』に、少年が思い悩み、縛しばられているというのなら。

（わたしは、結けつ社しやよりも──橙とう也やの方が大だい事じだって気付いちゃったから）

　少年のため、弱くあるため。

　凛奈は自分が持つ、唯ゆい一いつの『強さ』を捨てる。




「今日きよう限りで本当に──ゼロウ・ファミリーを解体するわ」




　魔力が込められたメモ帳が、勢いよく燃え上がった。




　　　　◆◆◆




　気付くのが、遅れた。

　俺おれが駆かけ出しても間に合わない距離。

「今日きよう限りで本当に──ゼロウ・ファミリーを解体するわ」

　そこで凛り奈なが静かに微笑ほほえむ。

　直後。メモ用紙から勢いよく噴ふき出した火が、マントに燃え移った。

「ッ！」

　すぐさま凛奈の手からマントを取り上げ、地面に投げ付ける。

　これは、これだけは、失ってはいけない物なのに！

　これは凛奈が、前総帥ジイさんから唯ゆい一いつ受け継いだ、大切な、大切な物で、だから凛奈が教室でも、学校でも羽は織おっていて、だから早く火を消して……ッ！

「クソッ！」

　燃え盛るマントに消火導どう式しきを演えん算ざんしようとした瞬しゆん間かん。

　轟ごうッ！　と火が一ひと際きわ大きく揺らめいて、消えた。

　残っているのは、燃え落ち、灰はいになってしまったマント。

「────」

　放心し、濡ぬれた路面に膝ひざを突く。

　凛奈が大切にしていた、前総帥ジイさんの形かた見みの前に。

「これでわたしはゼロウ・ファミリーの総そう帥すいじゃなくなった」

「ッ」

「わたしはもう、ソフィアさんに匹ひつ敵てきする悪じゃない。天てん秤びんそのものが成立してないから、どっちを選ぶかなんて話はなくなったわ」

　凛奈がマントを焼いた意い図とに気付き、言葉を詰まらせる。

「だから貴方あなたが救うべき相手は、一人だけよ」

　それは、俺の悩みをなくすため。

　凛奈とソフィアを天秤にかけられ、凛奈を選んだ俺に、そうじゃないだろと教えるために。

　自分がゼロウ・ファミリーの総帥じゃなくなることで──その選択肢てんびんごと、彼女は取っ払った。

「だからって！　これは前総帥ジイさんの形見だろ！」

　灰になってしまったマントの前で俺は、振り向きもせず声を張り上げていた。

「お前が……お前が！　前総帥ジイさんからもらった唯ゆい一いつの……あんなに大切にしてたのに……」

　いつもいつも、いくら俺が注意してもマントを羽織っていた凛奈の姿すがたを思い出す。

　初めて前総帥ジイさんからこれをもらった時、あんなに喜んでただろ。

　次の日にアジトが燃え落ちた時、あんなに泣いてただろ。

　それなのに、何で……どうして俺おれなんかのために！

「前総帥ジイさんみたいに……正義の味み方かたの味方になるんだって、あんなに張り切ってたのに……何で！」

「まったく。本当に橙とう也やはお馬ば鹿かね。そんなことも気付いてないの」

　呆あきれたようなため息が雨音に混ざって聞こえた。

　それと同時に、俺の背中に温ぬくもりが寄り添ってきた。

「────」

　それは、二人だけの小さな雨宿りだった。

　凛奈が差す傘かさの中、俺は彼女の温もりを背負うような形で感じる。

「確かに貴方あなたの言うとおり、わたしは正義の味方の味方。世の幸せを願う、ちっぽけな必要悪あく」

　俺の背に寄り添った凛り奈なが、耳元で優しく言った。

「でもね、橙也は違うわ。だって橙也はわたしの味方だもの。ずっとずっと、わたしに味方してくれていたんだもの」

　ほら、そう考えれば、と凛奈は何てこともないように告げる。




「橙也は、悪の味方でしょう？」




「俺が、悪の味方……？」

「ええ、そうよ」

　背中に寄り添う凛奈がそう頷うなずいて、誇らしげに笑ったような気がした。

「困っている悪がいる。どうしようもない現状に泣いている怪かい人じんがいる。なら、貴方が助けに行かないでどうするのよ。橙也は悪わたしの味方であることを噓うそにしたいの？」

「──んなこと、させねえよ」

　それは唐とう突とつな問いだったが、自然に即そく答とうすることができた。

「それだけは、絶対噓にしない」

「ふふ、ありがと。嬉うれしい」

　ぎゅっ、と後ろから優しく、強く、抱き締められる。

　とくんっ、と小さな鼓こ動どうを背中で感じた。

　雨に打たれ、冷え切っていた体はそれで温かさを取り戻す。

　それは、ずっと隣となりにいてくれた少女の温もり。

　あの時から護まもろうと決めた、小さな温もり。

「それでね、お願いしたいことがあるの」

　はいこれ、と背中越ごしに渡されるビニール袋ぶくろ。

　それを受け取り、俺おれは『？』と首を傾かしげる。

　そういえば凛り奈なはさっきも同じようなことを言っていた気がする。

「今日きようからわたしが一から新しい結けつ社しやを作るつもりなんだけど、一つ問題があるのよ」

「何？」

「やっぱりわたしと橙とう也やの二人だけじゃ、構こう成せい員いんが足りないじゃない？　せめて三人くらいほしいわ」

　背中から聞こえる凛奈の声に、はっとする。

　そして、急いでビニール袋の中身を確かく認にんした。

「だから橙也には手近な怪人を連れてきてほしいの。それはその手助けをしてくれる、まさに魔ま法ほうのアイテムよ」

　一つは黒色のタキシード。高度な導どう式しきが組み込まれた魔ま導どう衣い。

　──これは、俺がヴィランの系けい譜ふに所しよ属ぞくしていた時に着ていた物を模もしている。

　一つはメモ帳。先ほどマントを燃やす時に凛奈が取り出していた物。

　──それには非常に高度な、非常に難なん解かいな、解導式デイスペルの導式が描かれていた。

「……ったく」

　その準備のよさに、つい口元が緩んでしまった。

　ああ、これだからこのお人好しは。

　諦あきらめがよすぎる俺とは違って、最初から諦めず、誰だれかを助けるために動いていたのか。

　よっこらせ、と立ち上がる。

　それに合わせて凛奈が、すっと俺の背中から離れた。温ぬくもりがなくなったのが少し名残なごり惜おしかったが……雨に打たれて冷え切っていた体は、幾いく分ぶんか温まったのでよしとする。

「張り切って新人勧かん誘ゆうしてきてね。期限は……そうね。わたしが新しい結社の名前を考えつくまで、ってことにしておきましょうか」

　雨の音に混じって、とても意い地じ悪わるげな声がした。

　振り返ると、そこにあったのは酷ひどく嗜し虐ぎやく的な微笑ほほえみ。

　決まって誰かを助けようとする時に浮かべる、凛奈の笑顔。

　それに俺は、あー、と言葉を選びながらぐしゃぐしゃと濡ぬれた頭をかく。

「──ちょっと知り合いに心当たりがいるから、そいつ連れて来るわ」

「ええ、楽しみにしてるわ。行ってらっしゃい」

　踵きびすを返した俺の背後で、凛奈は『導式解かい除じよ要よう請せい、承しよう認にん』と口にした。

　俺はそれに対して、小さく『ありがとう』と返し、ビニール袋を片手に歩き出した。

　目的地は……まあ白はく陽よう花かの外であることは確かなんで、とりあえず校門を目め指ざす。

「さてっと、んじゃ気き合あいを入れて……って、いい加か減げん止やめよ雨。さっきは都つ合ごうよく降り出したクセに。こういう時は脈みやく絡らくもなく晴れ上がるもんだろ」

　いまだに降り続ける陰いん鬱うつな雨を見上げ、爽そう快かいに笑い飛ばしてやった。

　そうだ。どちらかを選ばなきゃいけないとか、どちらかを諦あきらめるとか、そんなこといちいち悩む必要なんてなかった。

　俺おれは、あの温ぬくもりに味み方かたすると決めた。

　理由はいらない。

　味方したいから味方する。

「なら……お願いの一つくらい聞いてやらないと、味方が廃すたるってとこか」




　　　　◆◆◆




　駅のトイレでタキシードに着替えた俺は、脱いだ制服をコインロッカーに預けた。

　その後、人ひと目めがつかない場所で怪かい人じん化かし、俺は白はく陽よう花かがある場所から駅を挟はさんで反対側。街の南部にあるオフィス街へと訪れていた。

「クソ、見付からねえ」

　苛いら立だちを吐き捨て、俺は──ビルの屋上から屋上へ跳び移った。

　ビルの高さはおよそ五十メートル前後。この高さを跳び移る人ひと影かげを、遥か下方にいる人々は気にもしないだろう。まして雨が降り、日はずいぶん前に沈んだ時間帯たいだ。夜の雨空を怪人が移動しているなんて誰だれも思うまい。

「ッ」

　雨に濡ぬれている屋上へ水しぶきを上げながら着ちやく地ち。続いて加か速そく。そのまま給きゆう水すいタンクの横を通りすぎて跳ちよう躍やく。再び次の屋上へ移動する。

　タキシードの裾すそが風に激しくはためき、雨あま粒つぶを弾はじく。

　夜空を高速で跳んでいる中、眼がん下かにはビルの明かりや車のヘッドライトだけが輝いていた。

「チッ。ソフィアの奴やつ、どこ行きやがった」

　先ほどから慣れない探たん査さ導どう式しきを紡つむいで、ソフィアを捜しているのだが……いっこうに見付かる気け配はいがない。いや、少し違う。見付からないのではない。

　つい先ほど、僅わずかながら感じていたソフィアの気配が、突然消えた。

　白陽花を出た頃ころには感じていた気配。それがオフィス街にあると当たりを付けてここまで来たのだが……俺がオフィス街にやってきた途と端たん、忽こつ然ぜんと探査導式に引っかからなくなった。

　俺が捜していることに気付いて身を潜ひそめた？　……違うな。もし俺が捜していることに気付いたとしても、隠かくれる理由がない。

「喧けん嘩か別れが気まずいから……なんて理由で逃げる女じゃねえし」

　手て近ぢかな屋上に着ちやく地ち、また跳ちよう躍やく。

　再び中空へ身体からだを投げ出した浮ふ遊ゆう感かん。

　それと同時に、いや唐とう突とつに、まったく関係ない感覚を抱いた。

　歯車が嚙み合わなくなるような違和感を。

「ッ！」

　脳のうに浸しん透とう、浸しん食しよく。

　平へい衡こう感かん覚かくすら虚うつろになっていく違い和わ感かんに、ソフィアが見付からなくなった理由を察した時、




　ギュンッ、と死し角かくから迫る高速飛ひ翔しよう体たいの気け配はい。




「んなッ!?」

　探たん査さ導どう式しきに引っかかった気配に戦おののく。

　その『何か』は中空で身動きが取れない俺おれが目的らしく、高速で突とつ進しんしてくる。

　すんでのところで身を捻ひねり、姿し勢せい制せい御ぎよ。

　そして気配だけではなく視し認にん。

　こちらに突っ込んでくる飛翔体は、よく見慣れた格好をしていた。

「ッ」

　咄とつ嗟さに迎げい撃げきしようとした拳こぶしを止めるが、そんな俺の隙すきを突かれた。

　飛翔体は、バギャッ、とこちらの肩を掠かすめて交こう差さする。俺はその勢いにバランスを崩くずし、飛び移ろうとしていたビルへ転がり落ちた。

「チッ！」

　追つい撃げきが来る前に姿勢を立て直す。

　ビル間を跳び移りながらの戦せん闘とうは危険だ。何せ『あいつ』は空中戦せんを熟じゆく知ちしている。このまま視し界かいが開けた高こう々こう度どで戦ったとなれば、さすがに手加減できない。

　そう判はん断だんし、俺はビルから飛び下り、自由落らつ下かに身を任せて地上へ降りた。人々が横おう行こうする大通りはさすがにまずいので、ビルの壁面を蹴けって裏うら路ろ地じを目め指ざす。

　ガヅンッ、と人ひと気けがない寂さびれた路地に荒々しく着地する。

『──止まって』

　接地の衝しよう撃げきに屈かがんでいた俺の正面。

　こちらを待ち構えていたかのように、見知った顔ぶれがあった。




　　　　◆◆◆




　ビル清せい掃そうの人助けをしている内に、大変なモノを見付けてしまった。

　冬ふゆ咲さき姫き紗さ希きはその『大変なモノ』を見み据すえ、現状を分ぶん析せきする。

「────」

　着ちやく地ちした体勢から立ち上がり、無む言ごんのまま、こちらを真まっ直すぐ見つめてくる『大変なモノ』……いや、それが喋しやべることができるのか、本当にこちらを見つめているのかすらわからない。

　雨風に煽あおられ、炎ほのおのように揺らめく赤せき橙とう色いろの髪かみ。

　本来両りよう眼めがある箇か所しよは闇やみ色いろの空くう洞どう。その中で瞳ひとみを模もしたような小さな明かりが灯ともっている。

　そして大きく引き裂さかれた口は、不ふ機き嫌げんそうに真ま一いち文もん字じに引き結ばれていた。

　衣服だけがタキシードという人間味みが溢あふれる物だが、それが逆に違い和わ感かんでさえある異い形ぎよう。

『……ッ』

　白はく陽よう花かでは優ゆう等とう生せいとされ、数々の人助けを行ってきた姫紗希ですら初めて見る。

　十年も前に──いや、たった十年前には確かに存在した、正義の味み方かたの敵。

　怪かい人じん。善ぜん悪あく戦争で滅び去ったはずの、純じゆん然ぜんたる悪の象しよう徴ちよう。

「き、姫紗希ちゃん……？　こ、こここれ、もしかして、や、やばいんじゃないかな？」

　と、空中から怪人を打ち落とした立花カノンが、すぅー、と姫紗希の隣となりに降り立った。

　彼女の表情には焦あせりと戸と惑まどいと、そして恐きよう怖ふが如によ実じつに現れていた。

「やべえなんてもんじゃねえだろ、これ……初めて見たぞ、こんな化ばけ物ものみたいな魔ま力りよく！」

　真しん弦げんは牙きばを剝むきだし、前ぜん屈くつすることでいつでも応戦できる姿勢を取っている。

　ビル間を跳び移る異形。おそらく人ひと目めを避けての行動らしいが、偶ぐう然ぜんにもビルの上じよう層そう階かいで窓拭ふきをしていた姫紗希達がそれを発見した。

　そして彼女らが取った行動は一つ。

　──この異形を野の放ばなしにするわけにはいかない。

　何が目的なのかはわからないが、今は目前にいる怪人を止めるべきなのだと。

　白陽花に所しよ属ぞくする身として、本来なら一度学がく園えんに連れん絡らくするべきなのだろうが……その間に見失ってしまったら元も子もない。

　何な故ぜなら姫紗希達の前にいるのは、大たい戦せんから正義の味方と対立してきた悪。

　放っておいたら、いつ一いつ般ぱん人じんに被ひ害がいが及ぶかわからない！

「クソッ……オレはビルの掃そう除じしてたんだよな!?　平和な人助けだったはずだよな!?　それなのに怪人だァ!?　夢でも見てんのか、オレ!?」

「────」

　怪人はやはり無言のまま肩を落とす。

『ッ！　大おお狼がみ君くん！』

　その仕し草ぐさが何か戦せん闘とう行為の前まえ触ぶれだと、姫紗希は判はん断だんした。

「ッ、おおぉぉぉぉッ！　百哮ビヤツコォォォォオオオオッ!!」

　咆ほう哮こうと共に、真弦の周囲に無数の術じゆつ符ふが現れる。

　同時に、姫き紗さ希きは己おのれが速そく射しやできる中で最大の導どう式しきを展開した。

　彼女の周囲に現れる、白く、霧きりのような冷気。路ろ地じ裏うらに降りしきる雨を結けつ晶しよう化かさせ、ホワイトダストのように漂ただようそれは、極ごく小しようの氷こおり刃ばだ。

　それを真しん弦げんが放つ衝しよう撃げき波はに乗せて、放つ。




　衝撃波と吹雪ふぶきが荒れ狂い、裏路地を白い爆ばく発はつが包み込んだ。




　ゴバ、グシャアッ！　と轟ごう音おんが鳴り響ひびく。

　白い冷気が路地内ないを満たし、姫紗希達の視し界かいを塞ふさいでいた。

　重く、長い沈ちん黙もく。視界が塞がれたその先には、何の変化もない。

「……や、やったか？」

　信じがたい事実を確かく認にんするように真弦が声を漏もらした、その時だ。

　ゴウッ！　と突とつ如じよ発生した上昇気き流りゆうに乗り、白い冷気が急速に晴れていった。

『ッ！』

「おッ、おいおい、マジかよ……冗じよう談だんじゃ、冗談じゃねえぞマジで！」

「え……う、噓うそ？　噓だよね!?」

　視界が晴れ上がった先に──怪かい人じんは何も変わらずに立っていた。

　暴風で吹き飛ばされることもなく。

　極小の氷刃に切り刻まれることもなく。

　ただ漫まん然ぜんと、面めん倒ど臭くさそうに首を左右に振り、体の調子を確かめるように右肩を軽く回す異い形ぎようの姿すがたがそこにあった。

『……そんな』

　無む傷きず。姫紗希と真弦が、速射できる中で最大の魔ま導どうを放ったというのに。

　目前に広がる事実を姫紗希は疑い、戦せん慄りつしていると、

「────」

　怪人が雨に濡ぬれた赤せき橙とう色いろの髪かみを面倒臭そうにかき、ため息を吐つくような仕し草ぐさをした。

　瞬しゆん間かん、ガウンッ、という凄すさまじい破は砕さい音おんが轟とどろく。

　アスファルトを踏み割りながら跳ちよう躍やくした怪人は、一いつ瞬しゆんで遙か上空へと舞い上がっていく。

『ッ、待っ……』

　声をかけるが、すでに遅かった。

　建物の屋上へと消えていく影。戻ってくる気け配はいはない。おそらく姫紗希達と遭そう遇ぐうする前と同様に、ビルからビルへ跳び移っていったのだろう。

　路地裏には取り残された姫紗希とカノン、真弦が放心したように佇たたずむ。

「み、見み逃のがしてくれたの、かな？　あの怪人さん」

「……や、ありゃオレ達なんて眼がん中ちゆうにねえって感じだな。ま、助かったのに変わりねえけど」

『……』

　安あん堵どしているカノンと真しん弦げんの後ろで、姫き紗さ希きは絶ぜつ句くしていた。

（……手も足も、出なかった）

　何が白はく陽よう花か創そう設せつ以来の優ゆう等とう生せいだ。

　何がＤＨ学科の特とく待たい生せいだ。

　そうもてはやされていた自分は、あの怪かい人じんには相手にすらされなかったではないか。

　いやそもそも、先月の事件で、姫紗希は友人が危険に晒さらされていたというのに、何もできなかった。

　怪人どころか、ただ一人の教員にすら──アイテムを取られただけで無む力りよくさを晒していた。

『……ッ』

　放心しているカノンと真弦の後ろで、姫紗希は無表情のまま、ギチッ、と拳こぶしを握り締める。

　母親からもらったグローブ型のアイテムごと、指が砕くだけそうなくらい強く。

（──目の前の悪を止められなかった私は、一体何なの？）

（──力不足の私に伴う正義って……一体、何なの？）

　胸きよう中ちゆうに湧わき上がる、その疑問に答える者はいなかった。




　　　　◆◆◆




「あ、ぐっ……はぁ……ッ」

　オフィス街のとある屋上。

　ソフィアは落らつ下か防止用ようの鉄てつ柵さくにもたれかかり、己おのれの胸部を押さえていた。

　司し法ほう契けい約やくの呪のろい。首くび輪わの役割を担になう定期的な激げき痛つうが、彼女の四し肢しから根こそぎ力を奪うばっていく。激痛が治まるのを待ち、自然、歯を食い縛しばった。

「……ぁ、……痛みの周期が、短くなっているな」

　やがて痛みが引いたのを確かく認にんし、ソフィアは眼がん下かに広がる街並みを眺ながめた。

　高層ビルが建ち並ぶオフィス街。雨が降りしきる夜を人工の光が照らし出す、日本のどこにでもあるような景色けしき。

「────」

　それは、ソフィアにとってはこの上ないほど平和に見えた。

　怪人と正義の味み方かたの戦いくさがない、至って平へい穏おんな街並み。

　悪の秘ひ密みつ結けつ社しやの大半が滅び去り、裏の住人が息を潜ひそめることで成り立つ平和。事じ実じつ上じよう正義の味方が統とう治ちし、魔ま導どうが秘ひ匿とくされる神しん秘ぴとしてではなく、世せ間けんに溢あふれている世界。

　十年もの月日を隔かく離りされてすごしたソフィアにとって、それは過去に取り残された気分になる光こう景けいだった。

「……何な故ぜ、私はここを訪れたんだ」

　白はく陽よう花か学園から有力な正義の味み方かたが輩はい出しゆつされるこの国に、何故アルカトラズから解放された自分は訪れたのか。

「何故……何故、だろうな」

　雨に打たれるソフィアの口からは、意い図としない疑問が繰り返された。

　初めは魔ま導どう技ぎ術じゆつの先進国である日本ならば、その裏に巣くう闇やみも大きいと踏んだ。

　大きな光があるところには濃い影が生まれる。だからこそ自身に匹ひつ敵てきする悪もいると予想して、日本を訪れた。

「……だが、それも失敗だったか」

　だって、出会ってしまったのだ。

　契けい約やくを遂すい行こうし、自由になってから大おお腕うでを振って会いに行こうと思っていた、少年に。

　今はそんな時期ではないとわかっていた。一いつ緒しよにいても仕方ないと理解していた。ここに自分と匹敵する悪がいないと判はん断だんした時、早々に他国へ散さん策さくしにいくべきだった。

　それでも──胸を締め付ける愛いとおしさと懐なつかしさに、引き寄せられてしまった。

　彼と話すだけで楽しかった。一緒にいるだけで孤こ独どくに苛さいなまれた心が癒いやされた気がした。

　それが、後の決別を迎えるとも知らずに。

「……私は、大おお馬ば鹿か者ものだな」

　ここ数日の自分を悔くいて、ソフィアがうつむく。

　雨に打たれ、鉄てつ柵さくを摑つかんだ両手を思いっきり握り締める。

　その直後だった。

　──唐とう突とつに訪れた、歯車が嚙かみ合わなくなる感覚。

　同時に、先ほどまで降りしきっていた雨が突とつ然ぜん、消しよう失しつするように止やんだ。

「……こんな、風情ふぜいの欠片かけらもない止み方とはな」

　皮ひ肉にくを口にしつつ、ソフィアは振り返る。

　そこに、アルカトラズの看かん守しゆが立っていた。ソフィアに契約を持ちかけ、『同等の悪を捕つかまえろ』などと無む茶ちやな条件を出してきた正義の味方だ。

　ソフィアは看守を見み据すえる。すでに彼女には笑えみがなく、冷えた視線を彼に向けていた。

　今はこの男と付き合うような気分ではない。

　だから早急に用件を済ませようとソフィアが口を開く。

「今日きようは何の……」

「期限が近い」

「────」

「日本を選んだのは間違いだったな、イェル・フルモワセ」

　絶望は、あっさりと訪れた。

　ソフィアの瞳ひとみに失意が宿る。次いで、ギリッ、と奥おく歯ばを嚙かみ締めた。

　そんな自分に、看かん守しゆは何の反応も示さない。そのあまりに事務的な態度に、ソフィアは苛いら立だちを通り越し、苦にが々にがしい笑えみすら浮かべた。

「……何度も聞いているが、期限とはいつ頃ごろだ」

「何度も言っているが、答える義務はない」

「義務はなくとも、気き遣づかいくらいあってもいいだろう。私の行動意い欲よくに関係しているんだ」

「悪に施ほどこす気遣いなど不要だ」

　とりつく島もない看守の返答に、ソフィアは鉄てつ柵さくへ寄りかかった。

　そのまま彼女は光を失った目で、雨を降らすことがない偽いつわりの曇どん天てんを仰あおぐ。

　今から海外へ探たん索さくしに行っても、おそらく間に合わないだろう。でなければ必ひつ要よう以上のことをしないあの看守が、わざわざ忠ちゆう告こくに来るはずがない。

　司し法ほう契けい約やくの期限は、間ま近ぢかに迫っている。

　それがいつなのかもわからないまま、だがはっきりと目の前に突きつけられたタイムリミットに、ソフィアは乾いた笑い声を漏もらした。

「は、はは……結局私は……」

　何も救えないのか。

　泣き沈む悪を救うなどと嘯うそぶきながらも、何も結果を残せなかった。

　それどころか、真に絶望のただ中にいた少年から目を逸そらしてしまった。

　見ているのが辛つらかったから、と自分勝かつ手てな理由で、彼を置き去りにした。

　何という醜しゆう態たい。結局のところ自分には信しん念ねんを貫つらぬき通す強さがなかったのだ。

　そんな己おのれの無力にどうしようもなく空むなしくなり、ソフィアは力なく項うな垂だれ──




「おー、さすが異い空間。綺き麗れいに雨が上がってら」




　聞こえるはずのない声がした。

　ソフィアが目を見開いた瞬しゆん間かん、それは鉄柵に寄りかかる彼女の背後から飛び上がってきた。

「ま、そりゃあ並の思し考こう力りよくじゃ、雨あま粒つぶ一つ一つまで再現できねえか」

　同時に、夜の闇やみに包まれていた屋上を──明るい赤せき橙とう色いろが照らした。

　体を焦こがすような熱を肌はだ身みに感じ、ソフィアは振り返った。

　そこに確かに見た。

　炎ほのおを背に飛ひ翔しようする、異い形ぎようの姿すがたを。

　その身に纏まとうのは、かつて所しよ属ぞくした結けつ社しやの魔ま導どう衣い。

　それに気付いたソフィアの顔が、今にも泣き出しそうなほど歪ゆがむ。

「──あぁ、何で」

　何で、彼はここに来たのか。

　あんな酷ひどいことを言ってしまったのに。

　関係ないなどと、心にもない言葉を投げつけたのに。

「あっ。看かん守しゆさん、ちーっす。初めまして。アンタをぶっ飛ばしに来ました」

　その怪かい人じんは不ふ敵てきに笑いながら、狙ねらいを定めたように看守を睨にらみ付ける。

「……ッ」

　直後、看守は懐ふところから鍵かぎ束たばを取り出した。

　鍵かぎ同士が打ち合って鳴る甲かん高だかい音ね色いろ。そうして現れたのは、先せん刻こくと同じ『巨きよ大だいな手』だ。

　巨きよ人じんの手を模もした捕ほ縛ばく魔ま導どうは、夜空に浮かぶ怪人を捕とらえんと凄すさまじい速さで飛ひ翔しようする。

「──消し炭ずみアイアンクロー」

　それを目にした怪人はふざけた技わざ名めいを口にし、自身の腕を静かに前へ突き出す。

[image: ]

　正面に出された手はその瞬しゆん間かん、赤く発光した。

　焼かれた鉄のごとく赤く、禍まが々まがしい熱を宿す掌てのひら。

　怪人はその手で、巨人の手を受け止めると──全力で握り砕くだいた。

　巨人の手を構こう成せいしていた導どう式しきが崩ほう壊かいし、砕け、燃え落ちる。

「────」

　宙に霧む散さんする魔ま力りよくの残ざん滓しを眺ながめながら、ソフィアは言葉を失っていた。

「何？　親しん好こうの握あく手しゆとかいらねーんだけど」

　彼女の戸と惑まどいをよそに、怪かい人じんは看かん守しゆの捕ほ縛ばく魔ま導どうを握り潰つぶした己おのれの手を開かい閉へいした。

「……何者だ、貴き様さま」

　遭そう遇ぐうからの一連の攻こう防ぼうを終え、看守は注意深ぶかく問う。

　それに対して炎ほのおの怪人は、まるでチンピラのように顔を顰しかめた。

「あぁ？　見てわかんねーのかよ。悪あく徳とく勧かん誘ゆうに決まってんでしょ」

「勧誘だと？」

「そそ。ちょいと新しん結けつ社しやを立ち上げてね。今はどこも人手が足りねえからさ、有望な新人を求めてるわけよ。採さい用よう条件は……そうだなぁ」

　裂さけ広がった怪人の口が、さらにシニカルな笑えみで吊つり上がる。

　その笑みは酷ひどく嗜し虐ぎやく的で。

「アルカトラズに服役オツトメしてた女なんか、根こん性じようあっていいんじゃねーの？」

　まるでソフィアが置かれた絶望的な状況を、笑い飛ばしているようだった。




　　　　◆◆◆




　放心するように立ち尽くすソフィアと、フードを目ま深ぶかく被かぶったアルカトラズの看守。

　両者の視線を受けながら、俺おれは屋上に着ちやく地ちした。

「よおソフィア、久しぶりだな」

　二人を視し界かいに収められるよう、少し離れた位置に降り立つ。同時に背中からブースターのように噴ふん出しゆつさせていた炎を消す。

「その炎、その魔力量りよう」

　三角形を描くような位い置ち関係の中、看守がフードで見えないその視線を俺に向けた。

「貴様、ジャックランタンか」

「だからどうしたよ」

　暗あんに正解の意味を込めて笑い返す。俺の正しよう体たいに気付いてくれたのはむしろ僥ぎよう倖こうだ。

　俺は一度、鳥と坂さか橙とう也やとしてこいつに遭そう遇ぐうしている。奴やつがこのまま俺を『白はく陽よう花かの生徒』ではなく『ただの怪人』と認にん識しきしてくれるならそれでいい。

「純じゆん然ぜんたる異い形ぎよう、地じ獄ごくの篝かがり火び……ヴィランの系けい譜ふの切り込み隊たい長ちようか」

　どうやらヴィランの系譜時代の俺を知っているらしい。情報を整理するように自ら呟つぶやいた看守は鍵かぎ束たばを握り直す。

「たかが悪の手て先さきが、何な故ぜ私の異い空間に介かい入にゆうできた」

「バーカ、間違えんな正義の手先。俺おれは悪の味み方かただ」

「……」

「ま、強いて言うなら、アンタと俺は魔ま導どうの質がよく似てっからだな」

「……何故、日本にやってきたか甚はなはだ疑問ではあったが。なるほど、このためか」

　素直に答えてやったというのに、看守は俺から視線を外した。

　そして呆あつ気けに取られたように立ちつくしていたソフィアへと視線を向ける。

「契けい約やくはしかと果たしていたようだな、イェル・フルモワセ」

「……ッ!?」

「ジャックランタンなら……なるほど、お前に匹ひつ敵てきする悪だ」

　看かん守しゆが重苦しく、低い声こわ音ねで納なつ得とくした時、

「ッ、ぁぁぁぁああああああああ──ッ!!」

　均きん衡こうが崩くずれた。

　看守の言葉に目を見開いたソフィアが、突とつ如じよ狂ったように吼ほえ始めた。

　自分を奮ふるい立たせる怒ど号ごう。

　視線を落とし、なお声を張り上げる彼女は──やがて静かに詠えい唱しよう演えん算ざんを始めた。




　──身しん体たい変へん異い促進導どう式しき、演算。

　──変異導式『イェル・フルモワセ』装そう塡てん。




　屋上に、暴ぼう風ふうが吹き荒れた。

「なっ!?」

「む」

　荒れ狂う竜たつ巻まきに吞のまれ、姿すがたが見えなくなったソフィアに俺おれと看守が短い驚きを漏もらす。

　ここに来る途と中ちゆう、真しん弦げんから食らった百哮ビヤツコなど比ではない衝しよう撃げき波は。ただ変異の余よ波はにすぎないその突とつ風ぷうに俺は吹き飛ばされる。

　ガンッ、と落らつ下か防ぼう止し用ようの鉄てつ柵さくに背中を打ち付けられる。

「──違う」

　風が吹き荒すさぶ凄すさまじい音と共に、その声を俺の耳が捉とらえた。

　屋上に現れた竜巻から飛び出す──異い形ぎようの影。

　その影は何故か、俺に向けて高速で飛ひ翔しようしてきた。

　咄とつ嗟さに防ぼう御ぎよ姿し勢せいを取るが、間に合わない。

「ッ!?」

　交こう差さしたこちらの腕の隙すき間まを縫ぬうように、異い形ぎようが放った蹴けりが俺おれの顎あごを打ち上げた。

　その蹴り足には風かぜ属ぞく性せいに変へん換かんした魔ま力りよくが付加されており、俺の体はゆうに十メートル以上上空へ蹴り飛ばされる。

「ぐ、う……ッ」

　咄とつ嗟さに姿し勢せい制せい御ぎよを試みる。くるんと後方に一回転し、炎ほのおを背中から噴ふん出しゆつさせて宙に停てい滞たいする。

「テンメッ、助けにきた奴やつを攻こう撃げきしてんじゃねえよ！」

　そして、いきなり攻撃を仕掛けてきた異形の姿すがたを見下ろす。

　露あらわになっている肌はだが、群ぐん青じように変色している女怪かい人じん。

　その背から翼つばさが、腰からは先さき細ぼそりした太い尻尾しつぽがそれぞれ。

　俺を静かに見上げる双そう眸ぼうは、強きよう膜まくが黒く染まっており。

　青かったはずの瞳ひとみは見る影もなく、暗く沈んだ金色に。

　異形と化してもその容よう貌ぼうはなお美しく、妖よう美びという言葉が似つかわしい。

　──それは純じゆん粋すいな異形である俺とは違う、正しい怪人化かの手て順じゆん。

　人じん体たいの変へん異いを促そく進しんさせる導どう式しきに加え、元となる異形の情報を装そう塡てん。そうすることで魔ま力りよくが続く限り、伝でん承しようにおける異形の力を己おのが物とする禁きん忌きの技術。

　つまり今のソフィアは、天空と嵐あらしを司つかさどる異形そのものに成り果てている。

「──違う」

　俺を仰あおいでいたソフィアが、そっと顔をうつむかせる。

　そのまま彼女はわなわなと肩を震わせ、怒りを抑えるように佇たたずんでいた。

「こいつは条件に当てはまらないッ!!」

　恐ろしい速度で生せい成せいされていく魔力の渦うず。それが風属性に変換され、ハリケーンのようにソフィアから放出されていく。

「こいつが……名ばかりの幹かん部ぶだったこいつが、私に匹ひつ敵てきするはずがない……だから契けい約やくの条件に当てはまらない！」

「ッ……なるほどね、そーゆーことッ！」

　彼女が吞のんだ条件は『彼女と同等かそれ以上の悪』を代わりに差し出すというものだった。

　ゼロウ・ファミリーの総そう帥すいである凛り奈なならば、問もん答どう無む用ようで釣つり合っただろう。むしろお釣りがくるくらいだ。

　何な故ぜなら凛奈は三さん大だい結けつ社しやの総帥、ソフィアは三大結社の幹部。組織のトップと幹部では地位的な価か値ちに明確な差がある。

　だが俺とソフィアは同じ結社に所しよ属ぞくし、お互いに幹部だった。

　立場も地位も同じならば、どこで同等かそうでないかの基準を判はん断だんするのか？

　答えは、戦せん闘とう力りよくだろう。

　立場も地位も同じならば──ソフィアよりも弱い奴は『彼女に匹敵する』という条件から外れることになる。

「……上じよう等とうだ」

　ソフィアは看かん守しゆが見ているこの場で、俺おれを叩たたきのめすつもりだろう。

　俺の弱さを証しよう明めいするために。

「テメェがそうやって無む関係決きめ込むっつーなら、こっちにも考えがある」

　俺は苛いら立だちに任せて言い放ち、訪れる激げき戦せんを予想して、最さい大だい出力で魔ま力りよくを練り始めた。

　こっちの誠せい意いが伝わったのだろう。俺を見上げるソフィアの目にはもう、いつもの眠たげな雰ふん囲い気きは消え失うせていた。

「──墜おちろ、ランタン」

　敵意に満ちた言葉と共に。

　怪かい人じん化かしたソフィアが、暴風を背に、突とつ貫かんしてきた。




　　　　◆◆◆




　屋上から飛び去った炎ほのおと風を、アルカトラズの看守は無む言ごんで見送った。

　すでに怪人らの姿すがたは遥か彼方かなただった。

　異い空間の空に描かれる赤せき橙とう色いろの軌き跡せきと時とき折おり瞬またたく雷らい光こう。爆ばく炎えんと暴ぼう風ふう、雷らい撃げきが縦じゆう横おう無む尽じんに交こう錯さくする苛か烈れつな空くう対たい空くう戦せん。両者の姿すがたははっきりと捉とらえることはできないが、夜空に刻まれる戦せん闘とうの残ざん滓しだけで、それが激げき戦せんであると容易に想そう像ぞうできる。

「仲間割われ……いや、仲間を救うために争うか」

　……いや、そもそも彼らの激戦の残滓は看守のいる屋上まで届いていた。

　遠方で爆ばく発はつを視し認にんした途と端たん、看守が立っている建物が地じ響ひびきを立て、風が吹き荒れれば、彼の衣類が強風ではためく。

　戦いの余よ波はだけで異い空間内ないを揺るがす両者の戦せん闘とう力りよく。

　あれが、かつての三さん大だい結けつ社しやに所しよ属ぞくした幹かん部ぶ同士の戦い。

「哀あわれだな。他者を貶おとしめることでしか救えないとは」

　その激戦を前にしてなお、看守は淡たん々たんとした口く調ちようを崩くずさなかった。

　看守がイェル・フルモワセに出した契けい約やく条件は『同等かそれ以上の悪を差し出すこと』。ならば彼女があの異い形ぎようを倒し、己おのれより弱いことを証しよう明めいすれば、条件に当てはまらない。

　少々強ごう引いんな気がしないでもないが、それでも看守は納なつ得とくした。

「それが、今回の司し法ほう契けい約やくのルールだ」

　だから怪人らの戦いを止めはしない。

　異い空くう監かん獄ごくアルカトラズ。そこで定められたルールこそが彼にとっての正義であり、それを遵じゆん守しゆすることが、正義の味み方かたである彼の在り方だからだ。

「時間は残りわずかだ……私が手を下すまでもないだろう」

　酷ひどく事務的に、酷く機き械かい的に、看かん守しゆが呟つぶやく。

　己おのれが従う正義の下、彼は戦いの終しゆう結けつを待った。




　　　　◆◆◆




「ぎゃああぁぁッ!?　マジちょっ……タイムタイムッ！　タイムって言ってんじゃん！」

　俺おれはオフィス街の上空を、赤せき橙とう色いろの帯おびを残して高速飛ひ翔しようする。

　今は夜。炎ほのおの軌き跡せきを残しながら飛ぶ俺など、向こうからすれば格かつ好こうの的まとにすぎない。

「ッ！」

　背後から魔ま力りよく運用の気け配はいを感じ取り、速度を保ったまま身を捻ひねる。

　直後、雷らい撃げきを纏まとった衝しよう撃げき波はが俺の体を掠かすめた。

　俺を射い止とめ損なった魔力弾だんが、青白い光と雷らい鳴めいを残し、夜空に霧む散さんしていく。

「畜ちく生しよう、完かん璧ぺきに後ろ取ってやがる！」

　飛ひ行こう状態を保ったまま、首だけで背後を振り返る。

　そこには不ぶ格好に飛ぶ俺とは違い、スマートに飛行魔ま導どうを行使する異い形ぎようがいた。

「空くう戦せんが不ふ得とく意いなのは相変わらずだな、ランタン！」

　追つい撃げきの雷らい光こうを放ちながら、ソフィアが声を張り上げてくる。

「畜ちく生しようが。あんな完かん璧ぺきに飛行魔導を行使しやがって。会話する余よ裕ゆうすらあるってのかよ！」

「飛行魔導は早い内に習しゆう得とくしておけと、昔から言っていたはずだ！」

「うっせーな！　小難しい導どう式しきの並へい列れつ演えん算ざんは苦にが手てだって、昔から言ってんだろ！」

　渾こん身しんで叫び返し、俺は炎を噴ふん出しゆつする角度で連続方向転てん換かんを試みる。ソフィアが放つ雷かみなりを纏まとった衝撃波は、ほとんどギリギリで俺を射止め損なっては、夜空に消えていく。

　先ほどから俺は空くう対たい空くう戦せんを繰り広げてはいるが、別に飛行魔導を用いているわけではない。簡単な話、いつもみたいに属ぞく性せい変へん換かんした炎の推すい進しん力りよくで無む理り矢や理り飛んでいるだけ。

　自分で言うのもあれだが、これはかなりの力ちから業わざなのだ。

　魔力から属性変換した炎のエーテル物質。それを噴出させ続けると、出せば出す分だけ魔力が消しよう費ひされていく。魔力の運用効率を考えれば、飛行魔導の方が断だん然ぜんいいに決まっている。

　トドメとばかりに相手はあのソフィア。一いつ瞬しゆんでもスピードを緩めれば攻こう撃げきを畳たたみかけられ、俺の身体からだは即そく粉こな微み塵じんという素す敵てきな具合である。

「そんな不格好な飛行など、いつまでも続けられると思うな！」

「ッ！」

　背後から俺を追つい尾びするソフィアが、新たに魔導を行使した。

　飛行する彼女の周囲に具ぐ現げんされた、稲いな光びかりを纏まとう無数のナイフ。

　ソフィアに追つい従じゆうするそれらは、直後、前方を飛ぶ俺おれに向けて射しや出しゆつされた。

「こ、の、お、ん、な……ッ！　本気で俺を墜おとしに来てんじゃねえか！」

　今までの直線的な砲ほう撃げき魔ま導どうではなく、追つい尾び性せいを持った攻こう撃げき。

　俺はブースターの出力を上げ、追尾ナイフの乱らん数すう回かい避ひを試みる。

　夜空を上下左右、縦じゆう横おう無む尽じんに飛ひ翔しようし、螺ら旋せん機き動どうも加えた連続バレルロール。

　そんな俺の急きゆう激げきな変へん則そく機動にもナイフ群は追尾。直ちよく撃げきの瞬しゆん間かん、何とか体を捻ひねってギリギリのところで回避に成功しているといった状況。

　つか、ぶっちゃけたまに体を掠かすめる。その度たびに皮ひ膚ふを裂さかれる鋭い痛みと電らい撃げきによるショックが、体中に走り抜け……ってマジやばい。このままじゃホントに墜とされる。

「チッ！」

　このまま障しよう害がい物ぶつもない上空を飛んでいたら的まとにされるだけだ。

　そう判はん断だんし、俺はナイフ群に追われながら急きゆう降こう下か。わずか二十メートル程ほどの高度で体勢を立て直し、ビルが建ち並ぶ大通りを沿うように飛行する。

「んなろ！」

　瞬間。直角に近しい角度で曲がり、路ろ地じに入る。

　そして建物を背に急きゆう停止。すると俺を追つい尾びしきれなかったナイフ群が向かい側のビルに次々と直撃。ビルの壁面に夥おびただしい破は砕さいの跡を残していく。

　構わない。どうせ異い空間内のビルだ。通つう常じよう空間のそれには何の影えい響きようもないだろう。

「やりたい放ほう題だいだな……ッ!?」

　悪あく態たいを吐き捨てた直後、全身を走り抜ける悪お寒かん。

　その危き機き感かんに従い、高度を一気に下げた。

　ゾンッ、と俺が背にしていたビルに亀き裂れつが入った。

　カマイタチにしては大だい規き模ぼすぎる風の斬ざん撃げき。それがビル一つを斜めに斬きり裂さいたのだ。

　地じ響ひびきを立て、切断面めんをなぞって落らつ下かするビルの片かた割われを、俺は真ま直ちよつ下かから見上げた。

「！　……ッオラアァ─ッ!!」

　落下してくるビルを避けきれないと判はん断だんし、蹴けり足にありったけの魔ま力りよくを注そそぎ込む。演えん算ざんした導どう式しきは属ぞく性せい変へん換かんと爆ばく発はつ効果付ふ与よ。

　そうして脚きやく部ぶから溢あふれ出た爆ばく炎えんを、俺は落下してくるビルに向けて蹴り放った。

　直撃と共に周囲を揺るがす激しい爆ばく音おん。路地裏うらを目映まばゆく照らす火か炎えん。その爆発で木こっ端ぱ微み塵じんになったビルは、大小の瓦が礫れきとなって燃え落ちる。

　これでビルに押し潰つぶされる危機を回避したと安あん堵どした、その時だ。

　まだ夜空に残る爆炎の向こうから──青い異い形ぎようが飛びだしてきた。

「ぐっ、この！」

　急降下しながら突とつ貫かんしてくるソフィア。彼女が放つ踵かかと落おとしをすんでのところで回避し、俺は彼女とすれ違うように高度を上げる。

　するとソフィアがすぐさま方向転てん換かんし、上じよう昇しようする俺を追い越した。

　そのあまりの速さに内ない心しんで舌した打うちする。

　これだから飛行魔ま導どうは。強Ｇや空力の影えい響きようを無む視しした、無む茶ちや苦く茶ちやな機き動どうをしやがる。

「何な故ぜ……何故、来てしまったんだ！」

「あぁ!?」

　周囲では倒とう壊かいしたビルの瓦が礫れきの落らつ下かする中、ソフィアが再度突とつ貫かんしてくる。

　その攻こう撃げきを半はん身みでかわし、降り注そそぐ瓦礫を避けながらの戦せん闘とうに突とつ入にゆうする。

　時に落ちる瓦礫を足場や盾たてにし、時にソフィアが放つ砲ほう撃げき魔導を回かい避ひする。

「どうしてまた、私の前に現れた！」

　お互いの複雑な機動が絡み合う最さ中なか、ソフィアが再び声を張り上げた。

「せっかく……せっかく！　お前の存在だけは隠かくしていたのに、看かん守しゆに知られてしまった！」

「……ッ」

「そのせいで！　契けい約やくの期限が迫っている中、こんな無む意味な戦いをするハメになった！」

　叫びながら放たれた砲撃魔導を、炎ほのおを纏まとった裏うら拳けんで弾はじく。

　弾かれた砲撃が複数の瓦礫を巻き添えにしながら、中空に消え去った。

「お前はどうしてそう、考えなしの行動ばかり……」

「んなもん、テメェを助けるために決まってんだろうが！」

「……ッ」

　ついカチンッと来て叫び返した時、落下する瓦礫群ぐんから抜けた。

　今まで何度も衝しよう突とつしていた俺達たちは、そこで急旋回離脱ブレイク。お互いに距離を取るように中空で停止する。

　眼がん下かの路ろ上じようでは落下した瓦礫群が、静かに燃えている。

　その火か災えんが周囲を淡あわく照らす中、俺はソフィアを睨にらみ付けながら言った。

「──凛り奈なから司し法ほう契けい約やくを解導式デイスペルできる導どう式しきをもらってきた」

「なッ」

　ソフィアの異い形ぎようと化している目が見開かれる。

「馬ば鹿かな……司法契約はアルカトラズにしか伝わらない秘ひ術じゆつだ。解導式デイスペルなどできるわけ……」

「うちの総そう帥すいをなめんじゃねえ。あいつができるっつったら、できるんだよ」

　俺の言葉に、ソフィアは迷いが浮かんだ顔を隠かくすようにうつむかせ、

「……だが、それでは意味がないッ！」

　そんな、否定の言葉を口にした。

「はぁ!?　意味がないって、どういう……」

「私は！　契約を完かん遂すいして、正義の味み方かたにならなければならないんだ！」

　俺おれの問いを遮さえぎるように、ソフィアが叫んだ。

　それは彼女が交わした司し法ほう契けい約やくの内容。

　もし契約を失敗すれば、永遠に異い空間へ閉じ込められる。

　しかし逆に契約を完かん遂すいすれば、首輪付きの正義の味方になれる。

「正義の味み方かたになるだぁ!?　そんなもんになってどうすんだ!?」

　その内容を思い出し、俺の口からは怒りにまかせた言葉が出た。

　ずっと勘かん違ちがいしていた。十年もの間、監かん獄ごくに囚とらわれていた事情から、ソフィアの目的を勝かつ手てに推すい測そくしていた。

　ソフィアの目的は自由になることなんかではなく。

　たとえ看かん守しゆに使し役えきされていたとしても、正義の味方になること。

　それがわかった途と端たん、頭に血が昇った。

「他の誰だれかを犠ぎ牲せいにしてまで、正義の味方になって、一体何なんになんだよ！」

　無む理り強じいされた孤こ独どくから救われたいと願うなら、まだいい。だがそれだけは納なつ得とくできない。

　そんな俺の怒ど声せいを聞いたソフィアが、顔を上げる。

　こっちの言葉に逆ぎやく上じようしたのかと思えば、そうではない。

「お前を救うためだ！」

　そう叫ぶソフィアの顔には──悲しみや慈いつくしみがごちゃ混ぜになった、悲痛の表情が浮かべられていた。

「────な、に？」

　俺を救う？

　……意味がわからない。そもそも俺は、救いを求めたことなんて一度も──

「お前はいつも、世の理り不ふ尽じんを受け入れていた」

「ッ！」

「自分の感情を抑え込み、悲しみさえも誤ご魔ま化かして、それが普通だと笑っていた」

　それが見ていられなかった、と。

　見ているだけで辛つらかった、とソフィアは沈ちん痛つうな面おも持もちで言った。

「だから教えなければならないんだ……自身の小さな幸せすら諦あきらめているお前に。悪と虐しいたげられていた私達でも正しい道に生きられるのだと！　怪かい人じんである私達にも光があるのだと！」

　ソフィアの言葉に、俺はただ言葉を失うしかなかった。

　──俺が、自分の幸せを諦めている……？

　正しく生きる？　光？

　一体何なにを……？

「私達でも、正義の味方側になれるのだと、教えてやりたかった」

「……だから解導式デイスペルの方法があっても、意味がねえってか」

「そうだ」

　呪のろいが解かい除じよされ、契けい約やくが破は棄きされたら意味がないから。

　俺おれ達たちのような悪でも正義側がわに、表おもて社会に生きられるのだと。

　そんな現実を諦あきらめていた俺に、教えるために。

「私がお前に光を見せる」

　混乱している俺をよそに、ソフィアが静かに言葉を紡つむぐ。

　直後に、彼女は新たな魔ま導どうを発はつ動どうした。

「だから──今は倒れろ、ランタン」

　同時にソフィアの右手へ、荒れ狂う暴風が収しゆう束そくし、形を成していく。

　魔ま力りよくをエーテル物質へ変へん換かんし、形状を持たせる魔導。

　属ぞく性せい変へん換かんと形けい状じよう付ふ与よを展開し、彼女の右手に具現化マテリアライズしたのは──風を纏まとい、青白く発光する長なが槍やり。

　銛もりのような形をした風の槍を、ソフィアは躊躇ためらうことなく俺へ投とう擲てきした。

「ッ!?」

　彼女の目的を聞いて放心し、反応が遅れた。

　回かい避ひする暇ひまはない。

　トルネードを思わせる螺ら旋せんの風を纏まといながら、長槍は俺へ直ちよく撃げきし──

「ッ、ぁがあ……ああぁぁぁぁあああああああああぁあぁぁああ────ッ!!」

　その前に、刹せつ那なの判はん断だんで防シ護ー障ル壁ドを高速全力展開した。

　だが、あまりに激しい槍の威い力りよくに、俺は防シ護ー障ル壁ドごと吹き飛ばされる。

　しかも最悪なことに、ビギリッ、と陶とう器きがひび割れるような音がした。

「が、あ……ッ!?　防シ護ー障ル壁ドが保もた──」

　パキ、ガシャァンッ！　と。

　俺を守る障しよう壁へきは砕くだけ散り、今度こそ本当に、風の槍が腹部に直撃した。

　荒れ狂う暴風と衝しよう撃げきの渦うずに吞のみ込まれる。

　痛つう覚かくを脳のうが感かん知ちする前に、俺はビルに激げき突とつし、そのまま反対側まで突き抜ける。

　風の槍の勢いはそれでも収まらず──暴風による、衝撃波の破は壊かい痕こんを残しなが、ら、──いくつもの建物、を、貫かん通つう、し──────て。

「ぁ、が……がはッ……!?」

　一いつ瞬しゆん、消えかかっていた意い識しきを気き合あいで取り戻す。

　すると俺は見知らぬオフィス内に倒れていた。どこかのビルの内部らしい。正面に位置する壁は物の見事に消し飛び、大穴を開けている。

　さらにその大穴から見えるのは、いくつもの高層建けん造ぞう物ぶつが倒とう壊かいし、瓦が礫れきの山を築いている街の光こう景けい。どうやら俺が吹き飛ばされた跡らしい。

　あの風の槍やり、洒落しやれにならん威い力りよくだ……ソフィアの奴やつ、俺おれを殺しに来てるとしか思えん。

「ぅ、ぐッ……？」

　見下ろすと、俺の腹からは大量の血が流りゆう出しゆつしていた。

　自己治ち癒ゆ導どう式しきのおかげで傷きず口ぐちは塞ふさがっているものの、よほど大穴が開いていたらしい。気き絶ぜつしていた一いつ瞬しゆんの間に、オフィスの床は血ち溜だまりと化し、真まっ赤かに染まっている。

　モゾモゾと手を動かし、上着の内ポケットを確かく認にんする。

　凛り奈なからもらったメモ用紙は──無ぶ事じか。血で濡ぬれている様よう子すもない。

　俺はメモ用紙を懐ふところへ戻し、床に手を着く。出血が酷ひどすぎて、うまく力が入らない。それでも渾こん身しんの力を振り絞しぼって起き上がった。

「……クソ、何だそれ」

　うまく動かない体を引きずりながら、正面の大穴を目め指ざす。

　薄れる意い識しきで思い出したのは──今の今まで忘れていた出で来き事ごと。

　遠い昔、ソフィアと交わした会話だ。

『別に、それって普通だから。別に辛つらいなんて思わないな』

　彼女の問いに対して返した、俺の言葉。

『ほら、人が人を嫌きらうことがあるんだしさ。怪かい人じんならなおさらって感じ？』

　深く考えることもせず言ってしまった、俺の諦あきらめ。

『誰だれかが誰かを差さ別べつしたり、迫はく害がいしたりするのは当たり前だし──』




　──そんなのって、別に普通のことだろ？




「……俺のせいか」

　ソフィアが司し法ほう契けい約やくなんて理り不ふ尽じんな呪のろいを受け入れたのも、怪人が迫害されるのは仕方ないと、俺がしょうもない諦めを口にしたから！

　そんな俺のくだらねえ諦てい観かんが、ソフィアを縛しばり付けていたのか。

「……ッ」

　よろめく体を気き合あいで支え、なおも歩を進める。

　自分がどんな感情を抱いているのかさえ理解できないまま。

　それでも──今ここで止まったら、俺の中の何かが失われてしまう気がするから。

　大穴まで辿たどり着いた俺は薄れる意識で導どう式しきを演えん算ざん。

　背中から炎ほのおを現出させ、再び強ごう引いんな飛行をするために、夜空へ飛び出し──

「──決けつ着ちやくしたか」

　重苦しい声がした。

　オフィスから飛び、宙に身を投げ出した俺の頭ず上じよう。

　空中に停てい滞たいし、こちらを見下ろすソフィアの隣となりに──アルカトラズの看かん守しゆがいた。

「ッ」

　回かい避ひを試みるが、間に合わない。

　看守がその手に持っていた鍵かぎ束たばを、シャラン、と軽く鳴らす。

　直後の出で来き事ごとだった。




　突とつ如じよ出現した黒く半はん透とう明めいの箱に閉じ込められた俺おれは──そのまま真ま下したに叩き落とされた。




「が、あ……ッ!?」

　ビルの中層というかなりの高度から遥か下方、路面に墜つい落らくさせられる。

　ガヅン、とアスファルトにうつ伏せで叩たたき付けられた。激げき突とつの痛みに意い識しきが根こん絶ぜつしかける。しかも黒い箱から生まれる圧力は消えることはなく、俺の体を徐じよ々じよに押し潰つぶしていった。

「ぃ、ぐッ……捕ほ縛ばく、魔ま導どう!?」

　俺を捕縛した黒い箱。過か度どの重力を生み出すそれの正しよう体たいを見極めた。

『巨きよ人じんの手』とは異なる導式で編まれた、新たな捕縛魔導。

　重力の檻おりに身動きを封じられ、ギチギチと体の隅すみ々ずみまで押し潰されていく。

　そんな俺の少し上空に、ソフィアと看守が静かに下りてきた。

　あのフード野や郎ろう、飛ひ行こう魔導まで使えんのか……！

　油ゆ断だんしてた。こんだけ強力な捕縛魔導を無数に持ってるとは……さすがソフィアと契けい約やくを交わすだけのことはあるなクソッタレ。

「もういいだろう。ランタンは私に負けた」

　断だん絶ぜつしかける意識の中、ソフィアの声が妙みように耳へ届いた。

「奴やつは私に匹ひつ敵てきしないと証しよう明めいされただろう」

「ああ、その通りだ」

　ソフィアの言葉に対し、看守は重々しく頷うなずく。

「ジャックランタンは契約内容に当てはまらない。しかと見み届とどけた」

「なら解放してやれ。私との戦せん闘とうで、ランタンはかなり消しよう耗もうして……」

「いや、その必要はない」

　と、俺の解放を進言するソフィアを遮さえぎって、男が重く響ひびく声こわ音ねで告げた。

「ジャックランタンはこのまま連れん行こうする」

　それに一いつ瞬しゆん、ソフィアの表情が固まり、やがて憤ふん怒ぬの色を瞳ひとみに宿す。

「ふざけるな！　私はあの男を差し出すつもりは……！」

「──期限だ」

　男が低く呟つぶやいた時、世界が壊こわれる音がした。




　　　　◆◆◆




　ギュバァ、と闇やみが漏もれだした。

「ぁ」

　己おのれの腹ふく部ぶから顕けん現げんしたそれを見たソフィアは、それだけを声に出す。

　蠢うごめき、噴ふん出しゆつし、揺らぎ、まるで生き物のように空間を侵しん食しよくしていく闇は……やがてソフィアへ巻き付き、彼女の体を拘こう束そくしていく。

「ぁ、あぁ……？」

　ソフィアはただ呆ぼう然ぜんとしていた。

　彼女の体を蝕むしばむ闇はやがて、その変へん異いすら解いていく。

　パキパキという何かが崩くずれていく軽い音が連続する。その音と共に、群ぐん青じようの肌はだは元の色へ。翼つばさと尻尾しつぽは消え去り、砕くだけ散った。

　ソフィアが元の人間に戻った瞬しゆん間かん──唐とう突とつに闇が弾はじけた。

「あぁ、あが……ッ!?」

　溢あふれだした闇に吞のまれ、ソフィアが苦痛に悶もだえるように、短い悲鳴を上げた。

　空間がひび割れたかのような亀き裂れつ。

　その先には何もない闇。

　ただ暗がりしかない亀裂に、ソフィアは両腕と、腰から下を吞み込まれた。

　俺おれは重力の檻おりに潰つぶされながら、それを見ていることしかできなかった。

　この場で冷静なのはただ一人。ソフィアに起こる異常事じ態たいを、あらかじめ知っていた者──司し法ほう契けい約やくの呪のろいを施ほどこした、看かん守しゆのみ。

「──イェル・フルモワセ。契約に従い、お前を異い空くうへ輸ゆ送そうする」

　フード男がそれを眺ながめながら、感情のない言葉を紡つむぐ。

「ジャックランタン。今回の契約には関係ないが……遭そう遇ぐうしてしまったからには、貴き様さまをアルカトラズに連れん行こうする」

　さらに看守が重力の檻に囚とらわれている俺へ、くそったれな言葉を投げかけてくる。

　が、それを気にしている場合ではなかった。空間の裂さけ目に囚われたソフィアが、力を奪うばわれたかのようにぐったりとしている様さまだけが網もう膜まくに焼き付く。

「ッ、が……ソフィ、ア！」

　変異が解けたソフィアに、あの正体不ふ明めいの捕ほ縛ばく魔ま導どうは危険すぎる！

　導どう式しき構成の強度。魔ま力りよくの濃度。通常では考えられない現実の歪わい曲きよく比ひ率りつ。亀裂から感じ取れるすべての要素が俺の危き機き感かんに訴えかけている。

　おそらく一定の制約を課すことで、通常よりも強力な効果を発はつ揮きする魔導だろう。

　あれが、司し法ほう契けい約やくの呪のろい。

　あんな禍まが々まがしい捕ほ縛ばく魔ま導どうに吞のまれて、変へん異いもしてない人間が無事ですむはずがない！

「ぐ、あ……ぎ、がぁ……ッ!!」

　重力から逃のがれようともがくが、あまりの重じゆう圧あつに指一つ動かない。

　今それどころじゃねえってのに！　ふざけんな、動けっつーのッ！

「──すまない、ランタン」

　半はん身しんを亀き裂れつに吞まれ、ぐったりとしているソフィアがそんなことを呟つぶやいた。

「間に合わなかった……私では、お前を救えなかった」

　だからすまない、と。

　よりにもよってソフィアは、自分の状況を差し置いて、俺おれに謝ってきた。

「すまない……本当に、すまない……ッ！」

　意味がわからない。

　何で……何でお前が謝ってんだよ？

　うなされるように繰り返される謝しや罪ざいの言葉。その一つ一つを耳にする度たびに、正しよう体たい不明のざわつきが俺の神しん経けいを逆さか撫なでする。

　やがて謝罪を繰り返していたソフィアが、ぴたりと言葉を止める。

「殺してくれ」

　次いで彼女の口から出たのは、そんな救いも何もない懇こん願がんだった。

「ッ……、何、言って……！」

「……あの気が狂いそうな孤こ独どくに戻るくらいなら、ここで死んだ方がマシだ」

「ッ！」

「ランタン、頼む。私を殺して──お前だけでも逃げてくれ」

　そうして、ソフィアは顔を上げた。

　その表情には、微笑ほほえみが張り付いている。

　悲しげで、それでいて寂しげで。




　──酷ひどく、諦めきった微笑みが。




「ッ、ざけんなあああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁああああああッッッ!!!!」

　バギンッ、と重力の檻おりがひび割れる音がした。

「何……？」

　看かん守しゆが短く驚きよう愕がくする声が聞こえた。無視する。

　重力の檻はいまだ俺を押さえ付けている。無視する。

　立ち上がろうとして路面に手を着くと、重力に耐えかねた腕が肘ひじから曲がった。無視する。気き合あいで立った瞬しゆん間かん、過か度どに自じ重じゆうが増した両肩が脱だつ臼きゆうした。無む視しする。

　どうせ自己治ち癒ゆ導どう式しきで回復するから、痛みなんか全ぜん部ぶ無視する。

　体が壊こわれていく激げき痛つうをすべてねじ伏せ、俺おれは渾こん身しんの力で立ち上がった。

　──イライラする。

　確かにあの顔は非常に不ふ愉ゆ快かいだ。苛いらつきが収まらないし、マジで煩わずらわしいし不快だし、もう怒りが頭ん中でグチャグチャして、痛みなんか忘れるくらい腹が立つ。

　俺は、あんな見ているだけで不愉快極きわまりない顔を、




『大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫だから。橙とう也やは昔からそうだって、知ってるから』

　俺のために弱くあってくれる少女に。




『己おのれを早々に諦あきらめ、切り捨てるのは貴き様さまの悪い癖くせだ。今の内に治せ。見ていてイライラする』

　顔を合わせる度たびに罵ののしり合うロリババアに。




『そうやって蔑ないがしろに扱われることに慣れきっているところだ。昔から、全ぜん然ぜん変わっていない』

　俺を救おうとしてくれていた、かつての仲間に、見せていたのか。




　見せて、こんなに胸むな糞くそ悪わるい思いをさせていたのか。

「ぐッ!?　解導式デイスペルか!?　演えん算ざんが速すぎる……ッ！　修しゆう復ふくが追い付か──」

「ごちゃごちゃうるせえッ！」

　バギィンッ、と硝子ガラスが砕くだけ散るような音と共に、重力の檻おりは消え去った。

　重じゆう圧あつが消え、完全に自由になった途と端たん、自己治癒導式が発動し、ベギメギッと音を立てながら俺の体を修復していく。

　驚きよう愕がくする看かん守しゆに向けて、俺は腰こし溜だめするように構えた拳こぶしを全力で振り上げた。

　その軌き道どうを延長するように、轟ごうッ！　と極きよく大だいの火ひ柱ばしらが立ち上る。

「……ッ!?」

　看守は爆ばく炎えんの先せん端たんに吞のまれ、異い空間の遙か上空へと吹き飛ばされていく。

　火ひの粉こが周囲に残ざん留りゆうする中、瞬間で探たん査さ導式を演算。彼方かなたにある生せい命めい反応から、看守がまだ生きていることを確かく認にんした。咄とつ嗟さに防シ護ー障ル壁ドでも張ったのかもしれない。

「ラン、タン……？」

　邪じや魔ま者がいなくなり、俺は呆ほうけたようにこっちを見下ろすソフィアを睨にらみ付けた。

「勝かつ手てに諦めてんじゃねーよ」

　それは、かつて俺に投げかけられた言葉だ。

　勝手にソフィアを諦めかけた俺へ、とことんお人好しで、正義の味み方かたの味方を自じ称しようする少女がかけてくれた言葉を、今度は俺おれが口にする。

「俺が自分の幸せを諦あきらめてたとか、光を見せたいとか、今さら告こく白はくした挙あげ句く！　終しまいには『死んだ方がマシ』だぁ？　……ざけんのも大たい概がいにしろよ！　何度も言ってんだろ！　俺はお前を助けに来たんだよ!!」

　戸と惑まどいを視線に乗せ、こちらを見下ろしてくるソフィアに、俺は大切なことを伝える。

　司し法ほう契けい約やくの期限が訪れ、ソフィアが亀き裂れつに吞のまれるのを目まの当たりにしても。

　彼女が助かることを諦めて、俺だけ逃げろとか告げられたとしても。

　たとえ彼女自身が死にたいと言っても！

　そうだとしても俺は！

「いくらお前が自分を諦めようと、俺は絶対に諦めねえからな！」

「──ぁ」

　俺の怒ど声せいに、ソフィアが目を見張った。

「……ぁ……ッ！」

　こみ上げる何かを堪こらえきれなかったのか、ソフィアが俺から視線を外はずすように顔を伏せる。

　それでも、俺は続けた。

「独ひとりが嫌いやだったらもっと足あ搔がけ！　マシだって言うくらいなら必死にもがけ！　それでも駄だ目めだったら、助けくらい求めろよ！」

「ぅあ……ぁ……ッ！」

「辛つらいなら辛いってみっともなくても泣き叫べ！　どうしてそんな簡単なことができねえ!?　誰だれも聞き届けてくれないとでも思ってんのか！　今テメェの前に誰がいる!?」

　自分を棚たな上あげしてることくらい、わかっている。

　それでも我が慢まんできなかった。何もかも諦めたように笑うソフィアが、見ていられなかった。

　おそらくそれは俺に対してソフィアも思っていたことだろう。

　だからこれは──俺達へ向けた言葉だ。

　一度、善ぜん悪あく戦争で何もかもを失って。独りでは弱よわ音ねも吐くことができない俺達への、自じ責せきをこめた説せつ教きようだ。

「……ぁ、うぁ……ッ！」

　それでもなお、ソフィアは嗚お咽えつを堪えるように、震える唇くちびるを引き結んでいる。

　だから俺は思いっきり息を吸い込んだ。

「ここにいる俺が、一いつ体たい誰の味み方かただと思ってんだ!!　お前は今、独りじゃねえんだぞ！」

　渾こん身しんの怒ど号ごうが、異い空間中じゆうに響ひびき渡る。

　耳に痛い静せい寂じやくの中、俺は彼女の返答を待つ。

「──て……くれ」

　やがて、ソフィアが小さな唇を動かした。

　再びこちらに向けられた顔には、もう微笑あきらめはない。

　あるのは、泣き顔。

　くしゃくしゃに顔を歪ゆがめて、震える唇くちびるを必ひつ死しに動かして、漏もれ出た言葉は酷ひどく小さくて。

　本当に聞き取れるかどうかも怪あやしい物だったけど。

「助けてくれ……ランタンッ！」

　それでも、確かに聞こえた。

　頰ほおを伝う涙と共に、救きゆう済さいを求める声が確かに聞こえてきた。

　だから、




　チリチリと、俺おれの胸にいつもの焦こげ付くような熱が宿る。




「──応おうよ、任せとけ」

　やっと、やっと聞けたソフィアの本ほん音ねに、俺は不ふ敵てきに笑った。

　その焦しよう熱ねつは、理由もない絆きずなのために。

　誰だれかに味み方かたすると誓ちかった時、決まってこの胸に宿る小さな、けれど大切な炎ほのお。

　助けを求め、涙する怪あ人くがいる。

　彼女を虐しいたげ、泣かす正て義きがいる。

　ならば迷いはない。

　かつて救えなかった仲間を、今度こそ救うために。

　──さあ、今こそ俺の在り方を貫つらぬこう。

　凛り奈なが取り戻してくれた、この誓ちかいの言葉と共に。

「泣き沈む悪に救いあれ」




　　　　◆◆◆




　火ひ柱ばしらの威い力りよくでかなり高こう々こう度どまで吹き飛ばされた看かん守しゆは、異い空間内の夜景を静かに見下ろしていた。

（……まさか、防シ護ー障ル壁ドを六層も突とつ破ぱされるとは）

　重力の檻おりを脱した怪かい人じんの不ふ意い打うちに、咄とつ嗟さに展開した防シ護ー障ル壁ドは八層。その大たい半はんを突破した敵の一いち撃げき。属ぞく性せい変へん換かんした魔ま力りよくを放っただけとは思えない驚きよう異いの威力に、看守はわずかながら戦せん慄りつしていた。

　その直後だった。

　眼がん下かのオフィス街から──極きよく大だいの炎を背負った異い形ぎようが、凄すさまじい速度で飛ひ翔しようしてきていた。

「なッ……!?」

　看かん守しゆに向けて一いつ直線に跳び上がってくる炎ほのおの怪かい人じん。

　その光こう景けいに看守が身み構がまえた瞬しゆん間かん、怪人は急きゆう激げきに進しん行こう方向を変えた。

　正面から迎え撃うとうとしていた看守の背後へ。

　一いつ瞬しゆんの隙すきを突かれた看守に向けて、怪人は高く足を振り上げていた。

「さっきのお返しだ！」

「ッ」

　回かい避ひは間に合わない。瞬間で防シ護ー障ル壁ドを三重展てん開かいした看守に、怪人は荒々しく踵かかと落おとしを放った。

　ガヅンッ！　と防シ護ー障ル壁ド越しに射い抜ぬかれるほどの威い力りよく。

「ぐ、が……馬ば鹿か、な……ッ!?」

　怪人が放った一いち撃げきの威力と、急激な墜つい落らくによる加か速そく度どで、看守の意い識しきが飛びかける。

　それでも彼は飛ひ行こう魔ま導どうを発はつ動どうする。大通りの路面に激げき突とつするかと思われた瞬間、体勢を立て直し、静かに着ちやく地ちした。

　しかし彼には安あん堵どする暇ひまも与えられなかった。

　何な故ぜなら──自分を蹴けり落とした怪人が、その足に極きよく大だいの火か炎えんを纏まとって、急きゆう降こう下かしてきていたからだ。

「ッ、オラァァアアッ!!」

　裂れつ帛ぱくの気き合あいと共に迫り来る、まるで隕いん石せきのような跳び蹴り。

（あれは……受け切れんッ！）

　敵の攻こう撃げきは防シ護ー障ル壁ドでは防ぎ切れない。その判はん断だんと共に、看守は怪人の落らつ下か軌き道どうから逃のがれるように背後へ飛んだ。

　怪人の蹴りがすんでのところで空を切り、路面に直ちよく撃げきする。

　直後、猛もう烈れつな爆ばく発はつが発生し、その余よ波はで起きた暴ぼう風ふうが看守の体を煽あおった。

「う、ぐっ……！」

　何とか中空で姿勢を制せい御ぎよし、怪人が引き起こした破は壊かいの跡を見下ろす。

　落下地点の路面は盛せい大だいに踏み割られ、大きな亀き裂れつが入り、無む惨ざんな瓦が礫れきと化していた。

　崩ほう壊かいした路上の中心で、炎ほのおの異い形ぎようはゆっくりと立ち上がる。

　放った一撃の残り火が舞い散る中、怪人は敵てき意いに満ちた視線で看守を仰あおぎ見ていた。

「チッ！」

　魔ま導どうを用いた戦いとは思えない、でたらめな戦せん闘とうスタイルだった。

　だが繰り出される攻こう撃げき、その威い力りよくは計り知れない。

　相手はかつてヴィランの系けい譜ふに所しよ属ぞくしていたワールドクラスの怪人。契けい約やくで従わせていたイェル・フルモワセとは勝かつ手てが違う。

（捕ほ縛ばく、なんて甘い考えではこちらの身が危ない！）

　判はん断だんと同時に、看かん守しゆは全力で魔ま力りよくを生せい成せい。手にしていた鍵かぎ束たばを薙なぐように振るう。

　小さな金きん属ぞく同士がぶつかる軽い音と共に──異い形ぎようの周囲から、幾重もの鎖が顕現した。

　路ろ面めんから。あるいは周囲の建けん造ぞう物ぶつから。あるいは何もない空間から。

「あァ!?」

　何十にも及ぶ鎖くさりは驚きよう愕がくする怪かい人じんに巻き付き、その四し肢しを拘こう束そく。さらに敵の頭ず上じように魔ま力りよくが収しゆう束そくしていき、途方もなく巨大なギロチンが具ぐ現げん化かした。

　それは、この大通りを断だん頭とう台だいに見立てた特とく殊しゆな導どう式しき。対象を拘束した瞬間、致死の威力を誇る捕ほ縛ばく魔ま導どうが、身体からだの自由を奪うばわれた怪人に対して発はつ動どうする。

　首を斬きり落とすどころか、その重量で対たい象しようを圧あつ殺さつしかねないギロチンが落らつ下かする。

　確かに発はつ動どうした自身の必ひつ殺さつ技わざに、看守が勝利を確かく信しんした、その時だ。

「甘あめえんだよ!!」

　バヂンッ！　という音と共に、怪人が右腕うでを拘束していた鎖を力ちから任まかせに引き千ち切ぎった。

　さらに自由となった右腕が燃え上がり、その炎ほのおが獣けもののような鉤かぎ爪づめを形けい成せい。頭上から降り注そそぐギロチンを、その鉤爪で受け止めた。

　絶ぜつ大だいな重量が堰せき止められた重じゆう低てい音おんが鳴り響ひびく。

　割れた路面に足が沈みながらも、確かに受け止められたギロチンは、鉤爪の炎が燃え移り、その灼しやく熱ねつにビギリッと嫌いやな音を立てた。

「燃え失うせろぉぉぉおおッッッ!!」

　激しい爆ばく炎えん。

　大気を震しん撼かんさせる爆ばく発はつと共に、受け止められたギロチンはおろか、怪人を拘束した鎖までもが粉こな々ごなに砕くだけ、燃え落ちる。

「ッ!?　また解導式デイスペル……!?」

　看守の捕縛魔導が大気中に砕け散り、魔力の残ざん骸がいとなって霧む散さんする。

　異形は驚愕する看守を仰あおぎながら、その鉤爪を一度握にぎって、開く。

「言っただろ。アンタの導式構成は俺おれに感じが似てんだよ」

「な、に……？」

「だから、いくらやっても無む駄だだ」

　底そこ冷びえする声で怪人が言い放つと、その右腕に纏まとっていた鉤爪が突とつ如じよ形を失う。

　ただの炎となって揺らめくそれは、やがて怪人の腕を高速で渦うず巻まいていく。

「ッ！　ぐぅ……ッ!?」

　危き機きを悟さとり、看守が再び鍵束を振るった。

　具現化マテリアライズしたのは、直ちよつ径けい十メートルはある鉄てつ球きゆうが付ふ随ずいした足あし枷かせ。

　再さい度ど怪人を捕縛し、必ひつ殺さつせしめんとする魔導は、しかし。

「っらあッ！」

　アッパーカットと共に放たれた極きよく大だいの火ひ柱ばしらに吞のまれ、消し炭ずみも残さず燃え尽きた。

　炎ほのおの勢いはそれで収まらず、柱の延長線せん上じようにいた看かん守しゆへ真まっ直すぐに昇ってくる。それを背後へ飛ひ翔しようすることで紙かみ一ひと重えで回かい避ひする。

（ぐっ、まさかこいつ……!?）

　天を貫つらぬくように立ち昇っていく火柱を目前で仰あおぎながら、看守は思し考こうに浮かんだ予想の馬ば鹿か馬鹿しさに絶ぜつ句くした。

　感じが似ている、と先ほど怪かい人じんは口にした。

　つまりこの異い形ぎようは、アルカトラズに伝わる捕ほ縛ばく魔ま導どうの数々を、感覚だけで解導式デイスペルしている！

　あまりにも馬鹿げている。怪人にそれを成し遂とげさせる『何か』があるらしいが、導どう式しきの解かい析せきや逆ぎやく算さんも行わない解導式デイスペルなど聞いたこともない。

　だが再さい三さんに渡って看守の捕縛魔導が打ち消されたのは、疑いようもない事実だ。

「ッ！」

　不利を悟さとった看守が取った行動は、彼に背を向けること。

　そのまま飛行魔導の出力を最大まで引き上げ、超ちよう高速で飛翔する。

　大通りの傍かたわらに建ち並ぶビル。その背を追い越す高度まで飛び上がり、目もく標ひよう地点を定めるように飛行した。

　振り向くと、炎の怪人はやはり逃げるこちらを追つい尾びしていた。

　それに向け、シャランと鍵かぎ束たばを振る。

　出現する幾いく重えものアイアンメイデン。中ちゆう世せいの拷ごう問もん器き具ぐとして知られるそれは、ガバンッ、と一いつ斉せいに扉とびらを開き、内部の釘くぎを剝むき出しにして、怪人に襲おそいかかる。

「退のけッ！」

　怪人は飛翔しながら回転。蹴けり足に纏まとわせた炎と共に、全ぜん方ほう位いから迫るアイアンメイデンを薙なぎ払うように一いつ閃せんする。

　炎に焼かれ、アイアンメイデンが消しよう滅めつ。

　迎げい撃げきされた捕縛魔導を見送り、看守はなお夜空を駆かける。

　目的地のない逃とう走そうではない。

（……異い空間の中心に辿たどり着ければ、導式が展開できる！）

　やがて目論もくろんだ座ざ標ひように到とう達たつした看守は急反転。逃げることを止やめ、中空に停てい滞たいする。

「？」

　突とつ然ぜん止まったこちらの行動を訝いぶかしんだのか、怪人は看守から十メートルほど距離を取った時点で急きゆう停止した。

　互いの視線が交こう差さする中、看守は鍵束を握った手を正面へ突き出す。

「これで終わりだ、ジャックランタン!!」

　シャラン、という透すき通った金属音おん。

　長く、遠く。今までのような小さい音ではなく、異い空間全ぜん体たいに浸しん透とうしていく。

　響ひびき渡った金属音が大気中ちゆうに吸い込まれるように消しよう失しつした直後。

　──異空間全ぜん体たいが、重苦しく震しん動どうした。

「んなッ!?」

　怪かい人じんが身を竦すくませ、何が起きたのかと夜空を見渡す。

　遙か彼方かなたから響き渡ってくる破は壊かい音おん。それに伴う震しん動どうが異空間全ぜん域いきを揺るがしている。

　それに何かを悟さとったのか、怪人は周囲を見渡すのを止やめ、看かん守しゆを見み据すえてきた。

「何か、異空間が縮しゆく小しようしてるみたいだけど？」

「……」

「建物がそれに巻き込まれて壊こわれてるし……ああ、そうやって内部を圧あつ壊かいさせる魔ま導どうか」

　的まとを射ている怪人の言葉に対し、看守は無む言ごんを貫つらぬく。

　看守が展開していた異空間は、その実、広こう域いきに張り巡らせた捕ほ縛ばく魔導だ。

　それが異空監かん獄ごくアルカトラズの看守にのみ与えられる鍵かぎ束たばの最終奥おう義ぎ。対たい象しようが異空間内にいる限り、どのような相手すらも捕縛し、無む力りよく化かする切きり札ふだ。

　それを知ってか、異い形ぎようはいつの間にか落ち着きを取り戻し、静かに問いただしてくる。

「いいのか？　そうなればアンタもただじゃすまないと思うけど？」

「貴き様さまらのような危険な悪を世に解き放つよりマシだ」

　看守の覚かく悟ごに満ちた言葉と、沈ちん黙もくで返される。

「貴様らねえ……つまり俺おれとソフィアを殺すための自じ爆ばくってこと」

　やがて怪人は赤せき橙とう色いろの髪かみをボリボリとかきむしり、

「まあ、そういう話ならしょーがない──こっちもとっておきだ」

　怪人は頭に乗せていた手を下ろす。

　そのまま彼は、すっ、と己おのれの前で腕を交こう差ささせた。

「──圧あつ縮しゆく保ほ存ぞん導どう式しき、解かい凍とう」

　その詠えい唱しよう演えん算ざんと、大気の変化は同時に起きた。

　呼吸するだけで喉のどが焼かれるような錯さつ覚かく。怪人が生せい成せいする魔ま力りよくの絶対量りようが跳ね上がる。

「領りよう域いき設定演算、終了」

「ッ！」

　それに看守が危き機き感かんを抱いた時──それは現れた。

　唐とう突とつな出現ではない。

　ゆらゆらと緩かん慢まんに現実感かんを纏まとわせていくそれは、怪人の体を閉じ込めるように具ぐ現げん化かした大きな『箱』だった。

　透すき通った赤橙色。棺ひつぎを思わせるその『箱』は、今まで怪人が放出していた激しい炎ほのおなど噓うそのように、静かに、幾き何か学がく的な文字を浮かび上がらせている。

　その導どう式しき構成に、看かん守しゆは己おのれの捕ほ縛ばく魔ま導どうに似た雰ふん囲い気きを抱いた瞬しゆん間かん。

　赤せき橙とう色いろの棺ひつぎは一度だけ明めい滅めつし、突とつ如じよ巨きよ大だい化かした。

「なッ……!?」

　瞬しゆん時じに巨大化する棺。その一面が看守に直ちよく撃げきすると思われた瞬間、棺は彼をすり抜け、さらにその規き模ぼを広げていく。

　看守が展開した異い空間と、ちょうど同じ大きさで巨大化を止めたそれは、重じゆう低てい音おんをオフィス街に響ひびかせた。

（結けつ界かい!?　しかも物理的に現出され、異い空間の縮しゆく小しようを阻はばんだ!?）

　唐とう突とつな現げん象しようを前にした看守は、己おのれを取り巻くその光こう景けいを見渡した。




　オフィス街を取り囲む広大な──棺というには途と方ほうに暮れるほど広大な赤橙色の壁を。




「これは器うつわだ」

　その壮そう絶ぜつな光景に絶ぜつ句くする看守に対し、正面に浮いている怪かい人じんは静かに言った。

「何の、なんて。わざわざ説明しなくてもわかるか」

　怪人の名はジャックランタン。

　炎ほのおに属する異い形ぎよう。

（この結界……いや器は、ランタンを模している!?）

　計り間違えていた。

　この怪人は肉にく弾だん戦せんに特とつ化かしていると看守は思っていたが、真実は異なっていた。

　今ならわかる。何な故ぜ怪人が看守の捕縛魔導を、導どう式しき解かい析せきも逆ぎやく算さんもなく『感覚』で解導式デイスペルできたのか。

　異形が何度か口にしていた、導式の質が似ているという発言。

　怪人ジャックランタンの本ほん質しつは炎などではなく。

　その名が示すとおり、器の──

「ランタンは、周囲を照らすために火を灯ともす物だ」

「ッ!?」

　宙に掌てのひらをかざした怪人が、不ふ敵てきに笑ったような気がした。

　ボゥ、と彼の掌てのひらに人ひと魂だまのような炎が宿る。

　風に煽あおられるほどの小さな種たね火び。

　ゆらゆらと揺らめくそれは突とつ如じよ、小しよう規模の爆ばく発はつを起こした。

　連続で爆はぜ続ける種火は、徐じよ々じよに膨ふくらみ、揺らめきを大きくしていく。




「──愚かな篝火イグニス・フアトウス」




　怪かい人じんの静かな囁ささやきと同時に。

　異い空間全ぜん域いきが、赤せき橙とう色いろの光に包まれた。




　　　　◆◆◆




　異空間内ないを一いつ瞬しゆんで赤橙色が満たしていく光こう景けいを、ソフィアは遠く眺ながめていた。

（あの馬ば鹿か……イグニス・ファトゥスなど使って）

　それは、天国からも地じ獄ごくからも見限られた悪あく人にんの伝でん説せつ。

　生前に悪あく行ぎようを働きすぎた男はあの世から追放された時に地獄の石せき炭たんを渡され、現げん世せを漂ただよう際の明かりとした。

　だが地獄の炎ほのおが灯ともった石炭など人の身に余る物。

　それを容易たやすく扱い、ランタンとしてしまうことこそが、悪人を怪人たらしめる理由。

　少年はその名が示すとおり『炎』の怪人などではなく。

　人じん知ちを超えた炎をその身に宿すことができる、『器』の怪人だ。

　だから遥か遠えん方ぽうで彼の器ランタンが起き動どうしたのを見て、ソフィアは覚かく悟ごしていた。

（……これでは私も巻き込まれるだろ、馬鹿者ものが）

　空間の亀き裂れつに吞のまれ、身動きが取れないソフィアは内ない心しんで毒どくづく。しかしその表情は穏おだやかであり、少年を責めていないことが見て取れた。

　直後、彼女は赤橙色の熱と光に吞み込まれる。

　愚かな篝火イグニス・フアトウス。

　怪人の少年が誇る超ちよう広こう域いき完全捕ほ縛ばく＆焼しよう却きやく導どう式しき。

　広域を檻うつわで捕縛し、内部のものすべてを焼却する魔ま導どう。

　それに巻き込まれてはさすがの自分も逃のがれる術すべはない。

「────」

　目映まばゆい篝かがり火びの中、ソフィアは安らかに目ま蓋ぶたを下ろす。

　このまま炎に身を焼かれて死んだとしても構わない。彼が愚かな篝火イグニス・フアトウスを使ったということは、看かん守しゆとの戦いがそれほど苛か烈れつを極めたのだろう。

　それはソフィアを救うために激げき戦せんに身を投じてくれたという証あかしだ。責める筋すじ合あいはない。むしろ暖かさすら感じる光に、自分は独ひとりではないとさえ思えてしまう。

　言葉は、ない。

　独り言ごとも、もはや不要だった。

　音どころか五ご感かんすべてを消しよう失しつさせる光の奔ほん流りゆう。

　その先に、ソフィアは懐なつかしい過去を見た。




　──そんなのって、別に普通のことだろ？




　それは、あの時の続き。

　現実を諦あきらめた彼が衝しよう撃げき的すぎて、今の今まで忘れていた会話。

　かつて交わした、大切な言葉。

「つーかさぁ」

　そう言って、怪かい人じんの少年は面めん倒ど臭くさそうに話題を一いつ旦たん区切った。

「落ち込む理由なんてそこら中に転がってんだ。生きてりゃ嫌いやでも目に付くんだから、わざわざ自分から捜すことねえだろ」

「……お前が落ち込むことなんてあるのか」

「失礼だなオイ。あるさそりゃあ。最近マスターの料理が手抜きになってきたこととか、新しい拠きよ点てんは少し狭いこととか、相変わらず魔ま導どうが上じよう達たつしない自分とか」

「…………」

「幹かん部ぶなんかやんなくていいっつーのに、ホッパーさんには笑って流されるし。キリヒトには幹部の自覚どうこうって説せつ教きようされるし。どっかの誰だれかさんは辛しん気き臭くせえ話題を振ってくるし」

　それは落ち込む理由ではなく、ただの不満ではないか、とソフィアは呆あきれる。

　そんな彼女を置いて怪人の少年は続けた。

「だからそんなもんを一々捜さがすくらいなら、頑がん張ばれる理由を捜した方がずっと建設的だろ」

　少年が口にした言葉に、ソフィアは思わず目を見張った。

「では、その理由とは……お前にとって頑張れる理由とは、何だ？」

「あ？　……どうだろ。理由っつわれてもなぁ、そうパッと思い浮かばないけど」

　自分の発言を即そく座ざに覆くつがえす少年に、ソフィアが呆れた、その時だ。

「ま、強いて言うならお前だよ」

「なっ……！　い、いきなり何を……！」

　唐とう突とつな発言に絶ぜつ句くするソフィアに構わず、少年はなおも続けた。

「ソフィアだけじゃない。ホッパーさんだってそうだし、キリヒトだって、結けつ社しやのみんなもそうだ。一いつ緒しよにいて楽しい奴やつらがいる。だから一緒にいたい」

　でもなぁ、と少年は笑った。

「そんなの理由にならねーしなぁ」

「な、何な故ぜだ。私ではお前の理由には、なれないのか？」

「そうじゃねーよ。だって『独ひとりが寂しい』ってのは、それこそ当たり前じゃねえか」

「────」

「そんな普通の感情を頑がん張ばれる理由にしてたら、頑張りすぎてガス欠しちまう」

　だからまあ、結局俺おれは好きでやってるんだ、と。

　そう言って意い地じ悪わるく笑う異い形ぎようの目は──確かに自分が生きる普通ひかりを見ていた。

（ああ、お前は──私が救うまでもなく、この世界に光を見出していたんだな）

　ならば未み練れんなどあるはずがない。

　やがて目ま蓋ぶた越ごしに感じていた光も消しよう失しつし、ソフィアは本格的な死を迎える。

　静かな、酷ひどく静かな時間の中──




　サァ……、という控え目な雨音が聞こえた。




　次いで、トクンッという温かい鼓こ動どうを間ま近ぢかに感じた。

「ッ!?」

　驚き、目を見開く。

　そこは、どこかのビルの屋上らしい。看かん守しゆが生せい成せいした異い空間の外なのか、結けつ界かい内ないでは再現しきれなかった雨が降っている。

「ぁ」

　そこに、いた。

　ソフィアの体を両腕に抱えた──炎ほのおの怪かい人じんが。

「え、あっ……わ、私は……死んで……？」

　戸と惑まどうソフィアに対し、怪人の少年はやっと視線を向けた。

「おはようさん。ひひ、何ビビって目ぇ閉じてんだか」

　言って、少年は意地悪い笑い声を漏もらす。いつの間にか彼に抱きかかえられているという状況に、ソフィアは言葉を口にすることもできず混乱していた。

　そんな自分達の周囲を、炎に焼かれた紙し片へんがいくつも舞っている。

　そのメモ帳に描かれているのは──妙みように歪いびつな解導式デイスペルの図ず式しき。

　燃え落ちている紙片の意味に気付き、ソフィアは自分が亀き裂れつから逃のがれていることに今さらながら思い当たった。

　司し法ほう契けい約やくの呪のろいが解かれている。

　いや違う。そもそも自分は、あの大だい魔ま導どうに吞み込まれて──

「だ、だがっ、お前の愚かな篝火イグニス・フアトウスは確かに起き動どうして……」

「あぁ？　……あのな、俺も昔と違って成長してんだ」

　心しん外がいそうにした少年は、その異い形ぎようの顔を顰しかめた。

「攻撃対象の棲み分けくらいできるっつーの。要は次元転てん位いの応用だろ」

「は、はあ？」

「お前は対たい象しようから外したし、あの看守野や郎ろうも……ま、死なない程てい度どに手て加か減げんした。両りよう手足くらいは焦こげたかもしんねえけど」

　理解不ふ能のうなことを口にする少年に、ついにソフィアの思し考こうは混こん迷めいを極めた。

　次元転てん位いの導どう式しき。

　物体をここではない異なる次元にずらすことで、攻こう撃げき対たい象しようを自ら定められる高こう位い魔ま導どう。

　確かに攻撃対象の棲すみ分けというのなら、次元転位の導式で可能かもしれない。

　しかし、ソフィアは確かに少年の愚かな篝火イグニス・フアトウスが放つ光を見た。熱も、わずかだが感じた。

「……馬ば鹿かな。そもそもあれは次元転位では──」

　次元がずらされていれば、そもそもその光も熱も感じることもできないはず。次元転位の応用などと少年は説明したが、もたらした結果を見る限りまったく別べつ物ものだった。

「意い外がいとできるぜ。要は呼吸とタイミングだ」

　ソフィアの困こん惑わくを何か勘かん違ちがいしたのか、へっ、と少年は誇らしげな顔をした。

　この少年は昔からこうだった。

　普通などと嘯うそぶき、ソフィアなんかでは想そう像ぞうがつかないことを平気でやってのけていた。

「ったくよー。散さん々ざん手て間まかけさせやがって」

　毒どくづく異い形ぎようの顔に、シニカルな笑えみが浮かべられる。

　体は傷だらけで、服は血だらけで。

　それでも怪かい人じんの少年は、『頑がん張ばれる理由』を語ったあの時と変わらない、とても晴れやかな笑顔を作っていた。

「……すま、な……ッ！」

　不ふ意いに、ソフィアの目め頭がしらが熱くなった。

　声が裏返り、嗚お咽えつを漏もらし。頭の中はぐちゃぐちゃで、何が言いたいのかわからなくなる。

　自分のためにこんなにも傷だらけになった少年に、しっかり謝りたいというのに。

　ソフィアの口はまるで自分の物ではないかのように、動いてくれない。

　だから抱き締める。

　その首に腕を回し、持てる限りの力を使って。強く、強く。

　──彼が隣となりにいてくれることが、言葉にできないほど嬉うれしかったから。

　この十年。ずっと、ずっと得ることができなかった小さな幸せ。

　自分は今、独ひとりではない。そのささやかな幸福をこの身でもっと感じていたいから、恥はじも体てい裁さいもかなぐり捨てて、少年に抱きすがる。

「すま、ない……手て間まをかけさ、せて……私の我わが儘ままで、本当に、すまない……ッ！」

「……バーカ。こういう時くらい『ありがとう』って言え」

　雨が降り、燃え落ちる紙し片へんが舞っている中。

　ソフィアは独りではない温ぬくもりを感じながら、静かに泣き続けた。













　　　終話　悪の味み方かた







　翌よく日じつ。大たい戦せん時じに死し亡ぼうと記録されていた怪かい人じんジャックランタンの出現が知れ渡った。

　異い空間内ないで行われた戦せん闘とうにより、同どう怪人は純じゆん国家クラスの正義の味方を撃げき破は。

　さらに同どう怪人が放った大だい魔ま導どうにより現実歪わい曲きよくの数すう値ちは測定不ふ能のうを記録。現代において多大な危険性を示し唆さされる。




　怪人ジャックランタン。

　国際指名手配。




「馬ば鹿かか貴き様さま！　馬鹿なのか貴様!?　あれほどアルカトラズとは事を構えるなと言っただろうに！　妾わらわの忠ちゆう告こくを聞いてなかったのか!?」

「ちゃ、ちゃんと聞いてたって。でも凛り奈なとソフィアの両方を取るにはそうするしかなかったというか……ほら結局こうなったじゃん？」

「じゃん？　じゃないわーッ！　異空間内とはいえあんな大魔導をぶっ放しおって！　ヘタをすれば異空間から漏もれ出た余よ波はだけで街一つが消し飛ぶところだったのだぞ!?」

「ぞ、属ぞく性せい変へん換かんした魔ま力りよくはちゃんと次元転てん位いしたし……結けつ界かいから漏れ出ても被ひ害がいゼロだったはずだけど？」

「魔力を次元転位ぃッ!?　戯ざれ言ごとも休み休み言え！　そんな話聞きいたこともない！」

「意い外がいとできるぜ。要は呼吸とタイミングだ！」

「何なに勝ち誇ってる!?　あぁ──もぉ──ッ！　全ぜん世界の正義の味方から狙ねらわているという自覚はないのか!?」

「い、いやでもよく考えてみろよ。指し名めい手配されてるのは怪人の姿すがたの方だし。それって裏を返せば正しよう体たいはバレてないってことだろ？　なら問題なくね？」

「問題だらけだ、アホ！　アホーッ！　匿かくまっている妾の身にもなれ──ッ！」

　放課後ご、学園長室しつに呼び出された俺おれは、怒り心しん頭とうのシャルロットに延えん々えんと説せつ教きようを食らった。

　その後、とっぷり日が暮れた頃ころに説教地じ獄ごくから解かい放ほうされた俺はログハウスに帰ってきた。

「……死ぬかと思った」

　今回のシャルロットはマジ怖こわかった。今度こそ間違いなく殺されるかと思った。

　しかもあいつには今回の事じ後ご処理でかなり世話になっているので、こっちからは強く言い返せないのだった。

「ただいまー」

　まあ何とかなるか、と前向きに考えつつドアを開ける。

　やっと大声で叫ばれる状況から解かい放ほうされる、とほっと胸を撫なで下ろし、

「ほらソフィア、もう一回言いうからちゃんと復ふく唱しようして！　結けつ社しやの掟おきて・第一条！　社内恋れん愛あい禁止！」

「異い議ぎあり。リナ、上じよう司しが勝かつ手てに規き則そくを設けるのはよくないな」

「どうしてよ!?　総そう帥すいはわたしなのよ!?　トップが規き律りつを作り、構こう成せい員いんの調和を図るのは当然でしょう!?」

「なら聞くが、当然トップは自ら模も範はんとなって社しや訓くんを守るものだ。それはリナも恋愛しないということでいいのか？」

「うっ！　そ、それは……ッ！」

　するとリビングのテーブルに向かい合い、大声で叫び合っている少女達がいた。

　何な故ぜかわからんが危険だ。巻き込まれる前に逃げろ。

　そんな第だい六ろつ感かんに従って、俺おれはすすーっとドアを閉めて立ち去ろうとする。

「ああ、トーヤ。いいところに帰ってきたな」

「橙とう也や！　ちょっと貴方あなたからもソフィアに言ってよ！」

「ひっ！　な、何がでしょうか……？」

　ギンッ、と二人の射い殺ころさんばかりの鋭い視線に捕ほ捉そくされ、俺の逃とう走そうは失敗に終わった。

「ソフィアがね、わたしが作った社訓に賛さん同どうしないのよ。橙也は一応先せん輩ぱいになるんだから、ソフィアに言い聞かせてちょうだい」

「え？　……いや強きよう制せいはよくないだろ」

「なッ!?」

「ふふん、やはりな」

「ソフィアも。お前年とし上うえなんだから、ちょっとの我わが儘ままくらい聞いてやれよ」

「なあッ!?」

「橙也!?　わたしは結社を新しくしたばかりだから、これを契けい機きにしっかり立て直していこうと考えて……」

　逃げられないことを察し、俺は靴くつを脱ぐ。

　そして何な故ぜか言い訳わけがましく『つまり社内に必要なのは絆きずなであって、それは縛しばるんじゃなくて繫つながる物だから……』とか『恋愛は時に相手を縛っちゃうから……』などと説明し続ける凛り奈なの隣となりに腰を下ろし、ふと、違い和わ感かんに気付く。

　隣に座っている凛奈。白はく陽よう花かのブレザー制服を着ている彼女の姿すがたが、どこか違うような気がして──すぐに違和感の正しよう体たいに気付いた。

　その背中に、彼女がいつも羽は織おっていたマントが、ない。

「──そういや、新しい結けつ社しやの名前は決まったのか？」

　感かん傷しよう的てきな気分を振り払うため、いまだ小こ言ごとを続けている凛り奈なに話題を振ってみる。

　すると彼女は、ピタリ、と動きを止め、

「……今、意い図と的てきにスルーしたでしょう」

「あっ、悪い。ちょい難しそうな話だったから右から左に流れてた」

「む、無む意い識しき……!?　そ、それはそれで一層カチンと来るわね……ッ！」

　プルプルと震え出した凛奈は、ガタンッ、と勢いよく席を立ち上がる。そして反はん撃げきだと言わんばかりに胸に手を当てた。

「ふふん！　そんなこと言っていられるのも今の内なんだから！　わたしが考えた結社の名前に恐れ戦おののかせてあげるッ！」

　恐れ戦く名前ってのは果たしてどんな名前なのか、俺おれにはまったく予想できないが。それでも凛奈がノリノリなので突っ込まないでおく。

　凛奈は、バッ！　と天高く拳こぶしを振り上げ、

「今日きようからわたし達は、悪の秘ひ密みつ結社リナ・ファミリーよ！」

　元とあまり変わってない名前を誇らしげに宣せん言げんした。

「うおーすげー。かっけー名前考かんがえたなー」

　そんな彼女の隣となりで、俺はパチパチと控え目な拍はく手しゆを送る。

「……あの、ちょっといいか？」

　そして俺達を眠たげに制する、非常にノリが悪いソフィアがいた。

　俺と凛奈がパチクリと瞬まばたきする。

　するとソフィアが額ひたいに手を添えた。頭ず痛つうでもしたのか。

「本当に些さ細さいな疑問なのだが……お前達はいつもこんな感じなのか？」

「え？　うんまあ、大体」

「何かまずかったかしら？」

「……いや、ちょっと頭痛がしただけだ」

「た、大変！　呪じゆ印いんの副ふく作用がまだ残ってるのかも！　わ、わたしの解導式デイスペルの図ず式しき、間違ってたかしら!?」

「ああいや、これは別にそういう物ではなくて……」

「じゃ、じゃあ普通に風か邪ぜってこと!?　と、橙とう也や！　薬くすり箱ばこってどこにあるの!?」

「え？　あー、確かキッチンの方にあるはず」

「わたし取ってくる！」

　バタバタと慌あわてた様よう子すでキッチンに消えていく我らが総そう帥すい。

　そんな彼女の行動に、俺とソフィアが向かい合ったまま、しばらく沈ちん黙もくした。

「……結社の総帥とは思えないな」

「だろうね。ま、それが凛り奈なのいいとこなんだけど」

　信じられないほどお人好しな悪の総そう帥すい。

　正義の味み方かたの味方を信しん条じようとする変わり者。

　か弱いまま、女の子のまま、俺おれ達たちを受け入れ、助けてくれる強い少女。

　そんな彼女が消えたキッチンを、ソフィアはしばらく無む言ごんで眺ながめ、

「──なるほどな。お前にはもう、傍かたわらで歩む者がいたのか」

　どこか寂しげな色を、その眠たげな半はん目めに宿した。

「あ？　何だって？」

「何でもない。十年分のリードは少々大きいな、と再さい認にん識しきしただけだ」

「？？？」

　話をはぐらかされて、俺はしきりに首を捻ひねって『何言ってんの？』というアピールをしてみる。しかしソフィアは半はん開びらきの目でこちらを華か麗れいに無む視しした。

　俺が諦あきらめるようにため息を吐つき、他の疑問を口にした。

「お前はこれからどうすんだ？　凛奈の誘いにのって、俺らの結けつ社しやに入るか？」

　一応凛奈のお願いどおり、ここに連れてきたわけだが。ソフィアが俺達の結社に入るかどうかは彼女の意い思しだ。

　凛奈もそのことは了りよう承しようしている。

　そういう意味を込めて尋たずねると、ソフィアは一いつ瞬しゆん難しい顔を作る。

「私は今回の件で死んだことになっている。表おもてだって社会に出ることはできないだろう」

「……」

「だがアルカトラズの連れん中ちゆうがそれで諦めるとは思えない。だから私はしばらくどこかへ潜せん伏ぷくしようと思っている。早急に安全な場所を探し、追つい跡せきの目を眩くらまさなければならない」

　ソフィアは俺が放った大だい魔ま導どうに巻き込まれ、世せ間けん的てきには死し亡ぼうしたことにされている。

　今回の件がそう事じ後ご処理されたのは、シャルロットが裏で手を回してくれたからだ。

　しかし、ソフィアが死んだという情報をアルカトラズが信じるとは限らない。追つい跡せきの可能性を考えて、彼女は安全な場所へ行き、ほとぼりが冷めるまで身を潜ひそめる必要がある。

　なら、それを引き留めるわけにはいかない。

　何せ、たとえ多少の制限があろうとも、ソフィアが得た十年ぶりの自由だ。こっちの我わが儘ままに付き合わさず、彼女の好きにさせてやりたい。

「……そか。んじゃま、残念だけど凛奈にもそう伝えてお──」

「そういうことだ。まさかアルカトラズの連れん中ちゆうも、怪人が正義の味方育成機関にいるなどとは思わないだろうな」

「は？」

　つい素すっ頓とん狂きような声を上げてしまった。

　こっちの反応にソフィアが顔を伏せ、クツクツと忍しのび笑いを漏もらした。

　俺おれが目をパチクリさせること十数秒。彼女は、はー、とすっきりしたように顔を上げ、

「しばらくここで面めん倒どうになるよ、トーヤ」

　そう、晴れやかに微笑ほほえんだ。

　眠たげな半はん目めもなく、面倒臭くさげな雰ふん囲い気きもなく。

　まして涙なんて微み塵じんもない、魅み力りよく的な微笑を青い少女はこちらに向けていた。

「────」

　言葉を失い、一いつ瞬しゆんだけ思し考こうが真まっ白しろになる。

　今まで一度も見たことがないソフィアの笑顔に、つい見み惚とれてしまった自分がいることに気付いた。思わずむっとし、何に対する言い訳わけかわからない言葉を吐こうとして……止やめた。

「……ケッ」

　その代わりに、こちらもシニカルに笑えんでやる。

　ゼロウ・ファミリーは今度こそ本当に解体した。

　正義の味み方かたの味方はその名を変え、一から新たに作り直される。

　俺は凛り奈なに前総帥ジイさんの形かた見みを失わせてしまった。それどころかソフィアは社会的に生きている証あかしがなくなっている。

「まっ、一応先せん輩ぱいだからな。後こう輩はいの面倒だったらいくらでも見てやるよ」

「私がどこかの結けつ社しやにいた時の後輩は、非常に小こ生なま意い気きな男だったが？」

「そりゃあ悪うござんした」

　それでも──俺達が望んだ新しい構こう成せい員いんは、こんなにも近くにいる。

　ソフィアが生きて、ここにいるという事実は、俺達だけは確かに知っている。

「橙とう也やー、薬くすり箱ばこが見付からないんだけどー！」

「はいよー。今行くー」

「いやそもそも私は風か邪ぜを引いていないのだが？」

　だから俺は、少しだけ賑にぎやかさが増したこの新しん結社に、自然と笑うことができた。




　俺の名前は鳥と坂さか橙也。またの名をジャックランタン。

　悪の秘ひ密みつ結社リナ・ファミリーに所しよ属ぞくする──悪の味方だ。










　　　あとがき




　この度たびは『正義の味み方かたの味方の味方』二巻を手に取っていただき、まことにありがとうございます。

　大変ありがたいことに続ぞく編へんを出させていただきました。この機き会かいを与えて下さったすべての方々に感かん謝しやいたします。

　そんな本作、二巻の内容を簡かん潔けつに紹しよう介かいいたしますと、

　チンピラ怪かい人じんと旧きゆう知ちの少女が現れ、そんな二人の仲を目まの当たりにしたお人ひと好よし総そう帥すいが時には焦あせりつつ、時には不安を抱きつつ、何やかんやラブコメする。

　です。

　また、今回は一巻の短たん編ぺん連作風ふう味みのドタバタとは少し異なり、長編っぽい味付けでちょっぴりシリアスになっております。

　一巻ではふんわりとしか書いていなかった橙とう也やと凛り奈な、二人の過去にも少し触れていたりします。続ぞく刊かんが出なければ描えがけなかっただろう箇か所しよなので、本当に嬉うれしく思います。




　さて、その二巻という機会を私が得たのは、やはりたくさんの方々のご助じよ力りよくがあってのことです。この場を借りて感かん謝しやしてもしきれない気持ちを謝しや辞じとして書かせていただきます。

　読者の皆様。本来ならば締めとした方が綺き麗れいなあとがきになるのでしょうが、皆様が前巻を手に取っていただいたからこそ、こうして続ぞく刊かんを出せる運びとなりました。なのでまず真まっ先さきに感謝を伝えたいと思っていました。本当にありがとうございます。

　さくやついたちさん。お忙いそがしい中、可愛かわいらしく格かつ好こいいイラストをまことにありがとうございます。表紙案あんなどを拝はい見けんする度たびに、大変励はげみとさせていただいています。執しつ筆ぴつの際に橙とう也や達のキャラがイメージしやすくなり、それはさくやさんのイラストがあってこそなのだと日々実じつ感かんしております。

　担当さんをはじめとし、出版に関わるすべての皆々様さま。今回も大変お世せ話わになっております。本を世に送り出すのは皆様がいて初めて成せることだと嚙かみ締め、最大限の感謝をしつつ、謝しや辞じを締めさせていただきます。

　次巻は……例によって出せるかは未定なのですが。もし出せるのなら今回は少しシリアスめだったので、明るいドタバタな雰ふん囲い気きにしたいかな、と思っています。

　それではまたの機き会かいにお会いできれば幸いです。





哀あい川かわ譲じよう
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哀あい川かわ 譲じょう

最近の趣味はご飯をよく嚙むことです。写真は実家で飼っている犬。帰省する度に思うのですが、何故こやつはソファーの背もたれに上って寝るのでしょうか。

[image: ]




イラスト／さくやついたち

エビフライとスパゲティと試験管とカレーが好きです。世界のはじっこで机にかじりついてひっそりと生活しています。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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本書は書き下ろしです。
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